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竹たけ筒づつに水みずを補ほ充じゅうしながら、周まわりの気け配はいを探さぐる。暑あつさで思おもいのほか水みずの減へりが早はやい。竹たけ筒づつが増ふえた事ことで少すこしはマシなのだが。


「ぷっぷぷ～」


私わたしの周まわりを元げん気きに跳とびはねているソラ。何なんだか今日きょうは、朝あさからテンションが高たかい。何なにか食たべたのだろうか？……あっ、傷きずだらけのアダンダラを見みつけた時ときに似にているかも。えっ！　ソラってもしかして傷きずが好すき？　まさか、この先さきに傷きずだらけの何なにかが落おちているからソラのテンションが高たかいの？　いや、ソラが傷きず好ずきと決きまったわけではない。たぶん私わたしの勘かん違ちがいだろう……。今日きょうはたまたま機き嫌げんがいいだけだ、きっと。


一ひとつ予よ定てい外がいがあった。それが、


「グルル」


アダンダラだ。ラトメ村むらを離はなれて既すでに四よっ日か目め。村むらを離はなれた時ときから今日きょうまでずっと一いっ緒しょに居いる。動どう物ぶつや魔ま物ものには縄なわ張ばりがあると聞きいた事ことがあるのだが、大だい丈じょう夫ぶなのだろうか？　アダンダラに視し線せんを向むけると、尻しっ尾ぽを振ふって私わたしに頭あたまをこすりつける。ん～、本ほん当とうにテイム出で来きないのが残ざん念ねんだ。


アダンダラが一いっ緒しょなので、村そん道どうは止やめて森もりの中なかを進すすむ事ことにした。さすがに村そん道どうを堂どう々どうと歩あるくのは駄だ目めだろう。地ち図ずを購こう入にゅうしておいてよかった。そうでなければ森もりで迷まい子ごになるところだ。


「行いこうか」


ソラとアダンダラに声こえをかけて、地ち図ずを見みながら森もりの中なかを進すすむ。気け配はいを探さぐりながら不ふ思し議ぎに思おもう。ここ四よっ日かぐらい、魔ま物ものも動どう物ぶつの気け配はいもかなり遠とおいのだ。歩あるいている森もりは、うっそうとしている場ば所しょもあるため、魔ま物ものがいてもおかしくないのだが。チラッとアダンダラを見みる。アダンダラは、本ほんに載のっていた情じょう報ほうではかなり上じょう位いの魔ま物ものとあった。もしかして、アダンダラを怖こわがって近ちかづいてこないのだろうか？　私わたしの視し線せんに気きが付ついたのか、私わたしを見みてグルルと喉のどを鳴ならす。


……可か愛わいい。


動どう物ぶつや魔ま物ものが、警けい戒かいするような魔ま物ものには見みえないな。本ほんの情じょう報ほうが間ま違ちがっているとは考かんがえられない。やっぱりアダンダラではないのかな？　特とく徴ちょうはアダンダラまんまなんだけど。


森もりの中なかを進すすんでいると、少すこし離はなれた場ば所しょに気け配はいを感かんじて立たち止どまる。ソラを呼よんでバッグに入いれる。アダンダラは、気け配はいのする方ほう向こうへ視し線せんを向むけているが警けい戒かいしているようには見みえない。


「この気け配はいは冒ぼう険けん者しゃだと思おもう。討とう伐ばつされない様ように隠かくれて」


「グルル」


喉のどを鳴ならすと颯さっ爽そうと森もりの何ど処こかへと走はしりさる。心しん配ぱいだが、大だい丈じょう夫ぶだと信しんじよう。


村そん道どうへ戻もどる方ほう向こうを地ち図ずで確たしかめて、歩あるき出だす。冒ぼう険けん者しゃだとは思おもうが、少すこし人にん数ずうが多おおいような気きがする。気け配はいが動うごいているので、遭そう遇ぐうしないように気きを付つける。村そん道どうへ出でて、冒ぼう険けん者しゃたちの気け配はいを探さぐるが森もりの奥おくに行いったようだ。


よかった。


少すこしすると、また気け配はいを感かんじた。こちらも、気け配はいの薄うすさから冒ぼう険けん者しゃのようだ。先さきほどの冒ぼう険けん者しゃの数かずはグループにしては多おおかった、そしてまた冒ぼう険けん者しゃ。冒ぼう険けん者しゃが同おなじ場ば所しょに居いるという事ことは、討とう伐ばつ対たい象しょうの動どう物ぶつか魔ま物ものが出でた可か能のう性せいが高たかい。もしくは指し名めい手て配はいされた者ものが、森もりに逃にげ込こんだか。


ゆっくり深しん呼こ吸きゅうをして、広ひろめに気け配はいを探さぐる。もう一ひとつ、冒ぼう険けん者しゃだと思おもわれる気け配はいを見みつける事ことが出で来きた。似にたような気け配はいの薄うすさ、どちらも冒ぼう険けん者しゃだとすると、やはり森もりに何なにか問もん題だいがおきたのかもしれない。……どうしよう、冒ぼう険けん者しゃに聞きくべきか？　でも、本ほん当とうに冒ぼう険けん者しゃかな？　もし、違ちがったら……。


また違ちがう気け配はいを感かんじた。村そん道どうを歩あるいているようで、少すこしずつこちらに近ちかづいてくる。気け配はいから分わかる事ことは、四よ人にんという人にん数ずうだけだ。姿すがたが確かく認にんできる場ば所しょまで行いってみよう、それから判はん断だんしても遅おそくないはず。ただし、いつでも逃にげられるようにしておこう。


しばらくすると、遠とおくに冒ぼう険けん者しゃの格かっ好こうをした四よ人にんの男だん性せいが見みえた。おそらくあちらからも私わたしが見みえているだろう。感かんじる気け配はいは薄うすく、広ひろ場ばで感かんじた冒ぼう険けん者しゃたちと似にたような気け配はいで違い和わ感かんはない。大だい丈じょう夫ぶだろうか。ドキドキしながら冒ぼう険けん者しゃたちに近ちかづく。


「坊ぼう主ず、一ひと人りか？」


どう声こえをかけようか迷まよっていると、向むこうから声こえをかけてくれた。少すこし警けい戒かいをにじませながら、小ちいさく頷うなずく。


「ハハハ、そう警けい戒かいしないでくれ」


男だん性せい四よ人にんは少すこし離はなれた場ば所しょで止とまってくれた。私わたしを怖こわがらせないようにだろう。


「リーダーの顔かおが怖こわいからでしょ。大だい丈じょう夫ぶだよ、顔かおはこんなだけど優やさしいから」


「違ちがいない」


「お前まえらな～」


悪わるい人ひとたちには見みえないけど……。とりあえず、話はなしを聞きいても大だい丈じょう夫ぶかな？


「あの、森もりに何なにかありましたか？」


「おっ、坊ぼう主ずすごいな。気きが付ついたのか？」


気きが付つく？　冒ぼう険けん者しゃたちに？　少すこし首くびを傾かしげてしまう。


「いつもと違ちがう事ことに気きが付つくとは。まぁ集あつまった冒ぼう険けん者しゃの数かずが多おおいからな」


いつもと違ちがうかどうかは、初はじめて来きた場ば所しょなので分わからないが、冒ぼう険けん者しゃが多おおいのは分わかった。森もりは広ひろい、有ゆう名めいな洞どう窟くつでもない限かぎり、短たん時じ間かんで何なん組くみもの冒ぼう険けん者しゃグループに出で会あう事ことは少すくない。それは冒ぼう険けん者しゃたちが、森もりの中なかでは同どう業ぎょう者しゃに会あわないように避さけているからだ。同おなじ場ば所しょに冒ぼう険けん者しゃが集あつまる時ときは、問もん題だいが出でた場ば合あいだ。


「魔ま物ものだよ。ちょっと手てごわい魔ま物ものの情じょう報ほうが出でて討とう伐ばつ依い頼らいが出でたんだ」


アダンダラだったらどうしよう。


「どんな魔ま物ものですか？」


「オーガが数すう匹ひきだ。もしかしたら一〇匹ぴき以い上じょうとも言いわれている」


オーガか、アダンダラではなかった。よかった。


「あと少すこしで暗くらくなる。近ちかくに冒ぼう険けん者しゃたちが集あつまっている場ば所しょがある。夜よるは危あぶないから合ごう流りゅうした方ほうがいいぞ」


周まわりを見みる、確たしかに日ひが落おちる時じ間かんに近ちかづいている。オーガはたしか、人ひと食くいのかなり危き険けんな魔ま物ものだったはず。合ごう流りゅうさせてもらった方ほうが、いいかもしれないな。アダンダラは大だい丈じょう夫ぶかな？……大だい丈じょう夫ぶだと信しんじるしかないな。


「私わたしが行いっても、問もん題だいになりませんか？」


「大だい丈じょう夫ぶ。魔ま物ものの討とう伐ばつ依い頼らいが出でた場ば合あい、若わかい冒ぼう険けん者しゃや行ぎょう商しょう人にんたちを守まもる役やく目めも俺おれ達たちにはあるんだ」


……そういえば、そんな話はなしを聞きいた事ことがあるな。集あつまっている場ば所しょを聞きくと、一いっ緒しょに行いってくれるらしい。大だい丈じょう夫ぶだよね？


「そうだ、俺おれ達たちは炎ほのおの剣けんって言いうグループなんだけど、知しってるか？」


「すみません。冒ぼう険けん者しゃグループには詳くわしくなくて」


「そっか～。オトルワではちょっと有ゆう名めいなんだけど」


「オトルワ町まちには初はじめて行いくので」


「あっ、それは知しらなくて当あたり前まえだ。ごめんね」


「いえ」


少すこし歩あるくと、開ひらけた場ば所しょに出でたのだが少すこし驚おどろいた。大おお型がたテントの数かずが一五個こ以い上じょうある。かなり大おおがかりな討とう伐ばつなのかもしれない。
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炎ほのおの剣けんのリーダーは、セイゼルクさん。他ほかの三さん人にんは、ラットルアさん、シファルさん、ヌーガさん。私わたしに一いち番ばん話はなしかけてきたのはラットルアさんだ。


「テントは持もっているか？」


「はい」


「だったら、俺おれ達たちのテントの隣となりがまだ空あいているはずだ、そこを使つかえばいいだろう」


セイゼルクさんに教おしえてもらった場ば所しょを確かく認にんする。一ひと人り用ようのテントなので、余よ裕ゆうで設せっ置ちが出で来きそうだ。テントを設せっ置ちしている間あいだに、炎ほのおの剣けんのメンバーが私わたしの事ことを周まわりに知しらせてくれた。オーガについての情じょう報ほう交こう換かんもしているようだ。テントを張はり終おわって中なかを整ととのえて外そとに出でると、なぜかラットルアさんが待まち構かまえていた。


「今日きょう、食しょく事じ当とう番ばんなんだ。アイビーは食しょく事じどうするの？」


周まわりを見み回まわすと、火ひを焚たいて調ちょう理りをしている姿すがたがちらほら見みえる。調ちょう理りをしてもいいのなら、捌さばいた野の兎うさぎを焼やこうかな。


「えっと、野の兎うさぎでも焼やこうかと」


「えっ！　もしかして狩かりをしながら旅たびをしているの？　一ひと人りなのにすごい。あっでも、野の兎うさぎって臭くさくない？」


狩かりをした訳わけではない。もらいものだ、アダンダラからの。なので何なんだかちょっと後うしろめたいな。


「たまたまです。野の兎うさぎの臭くさみは、ちゃんと下したごしらえをするので大だい丈じょう夫ぶです」


「下したごしらえ？　それしたら臭くさいの無なくなるの？」


「えっ？……はい、そうですけど」


「そうなんだ！　知しらなかった。よし、一いっ緒しょに夕ゆう飯はんを作つくろう！」


「えっ？　えっ？」


「実じつは俺おれ、料りょう理りが苦にが手てなんだよな～。味あじ見みして作つくっているのに、いつも変へんな味あじがするって言いわれる。どうしてだと思おもう？」


どうしてと言いわれても、分わからない。


「よし、作つくろう！」


宣せん言げんの後あと、腕うでをギュッと掴つかまれた。顔かおを見みると、必ひっ死しな視し線せんが私わたしを見みている。まぁ、一いっ緒しょに作つくるのは特とくに問もん題だいがない。それに、そんな視し線せんを向むけられると断ことわれない。


「何なにを作つくるのですか？」


「えっと、肉にくを焼やいて、芋いもを焼やいて、ハクカを焼やいて、塩しおコショウ」


……料りょう理り？　葉は物もの野や菜さいのハクカはスープの方ほうがおすすめだけど。というか、焼やいて塩しおコショウだけなら私わたしは必ひつ要ようないと思おもうが。


「アイビーは料りょう理りが出で来きる？」


「簡かん単たんなスープなら」


「スープ！　すごい。俺おれは仲なか間ま達たちから二に度どと作つくるなって言いわれた」


どんなスープを作つくったんだろう？　二に度どと作つくるなって、ちょっと気きになるな。


「そうだ、アイビー、スープ作つくって！　夜よるはやっぱりスープが欲ほしいんだよね。体からだが温あたたまるし」


たしかに、それほど寒さむくはないが夜よるは温あたたかい物ものが欲ほしくなる。スープ、良いいな。


「駄だ目め？　駄だ目め？　調ちょう味み料りょうも食しょく材ざいも自じ由ゆうに使つかっていいから！」


ものすごく必ひっ死しに見みえるのは気きのせいかな？


「簡かん単たんなスープしか作つくれないですが、良いいですか？」


「大だい丈じょう夫ぶ！」


テントに戻もどって、野の兎うさぎの肉にくと森もりの中なかで集あつめたハーブなどが入はいったバッグを持もって出でる。ラットルアさんは自じ分ぶんたちのテントから、大おおきめの鍋なべを持もって来きてくれた。水みずも用よう意いしてくれたので、鍋なべに入いれて火ひにかけて温あたためる。野の兎うさぎの肉にくに臭くさみ取とりのハーブと塩しおをまぶしてもみ込こむ。温あたためたフライパンで一ひと口くち大だいに切きった野の兎うさぎの肉にくを焼やきながら、隣となりの鍋なべに野や菜さいなどを入いれて煮に込こむ。肉にくの表ひょう面めんが焼やけたら、鍋なべに移うつして、独どく特とくの香こうばしさがある木きの実みを入いれて塩しおで味あじを調ととのえる。ポイントは、臭くさみを消けすハーブを煮に込こむ時ときにも使つかう事こと。これでじっくり煮に込こめば完かん成せいだ。


「なんだか、良いい香かおり。嗅かいだ事ことが無ない香かおりだけど」







    
  
  




嗅かいだ事ことが無ない香かおり？　もしかして失しっ敗ぱいしたかな？　味あじ見みをする。野の兎うさぎの臭くさみはハーブで消きえているし、問もん題だいないと思おもうけど。ちょっと心しん配ぱいだな。


ラットルアさんが持もって来きた肉にくの塊かたまり。モウという動どう物ぶつの肉にくらしい、初はじめての食しょく材ざいだ。匂においを嗅かぐが、臭くさみは感かんじられない。ピリッとした辛からみを感かんじる乾かん燥そうハーブと塩しおを混まぜた物ものをすり込こむ。少すこし時じ間かんをおいてからフライパンで焼やく。ジュワ～っと上あがる、お肉にくの焼やける匂におい。そういえば匂においで魔ま物ものって寄よってこないのだろうか？


「あの、匂においで魔ま物ものが集あつまって来きたりしませんか？」


「匂におい？　あぁ、この周しゅう辺へんには魔ま物もの回かい避ひ剤ざいを使し用ようしているから。大だい丈じょう夫ぶ」


魔ま物もの回かい避ひ剤ざい？　たしか、匂においで魔ま物ものを寄よせ付つけなくするモノだったはず。かなり高こう額がくだと聞きいた事ことがある。それを使つかっているという事ことは、かなり上じょう位いの冒ぼう険けん者しゃが参さん加かしているという事ことだろうか？


……そういえば、炎ほのおの剣けんはオトルワ町まちで有ゆう名めいだって言いっていたような。目めの前まえの人ひとを見みる。お肉にくが焼やけるのを凝ぎょう視ししている……よだれが。有ゆう名めいにも、いろいろあるのかもしれない。


お肉にくをこんがり焼やきながら、スープの様よう子すを見みる。あと少すこしで完かん成せいだ。


「ラットルア、お前まえアイビーに作つくらせたのか？」


「えっ！　いや、一いっ緒しょに……あれ？　俺おれ、何なにもしてないな」


「はぁ～、悪わるいアイビー」


「いえ、大だい丈じょう夫ぶです。簡かん単たんですし」


「アイビーが作つくったのか？　なら今日きょうは美う味まいご飯はんにありつけるな。おっ、スープか。今日きょうは諦あきらめていたからうれしいよ」


セイゼルクさんがラットルアさんの頭あたまを軽かるく叩たたいている。ヌーガさんは申もうし訳わけなさそうな顔かおをしながらも、視し線せんがちらちらと焼やける肉にくに向むいている。シファルさんは、まっすぐスープの鍋なべに。皆みんな、お腹なかが空すいているようだ。


スープとお肉にくをそれぞれ分わけていると、セイゼルクさんが黒くろパンを持もって来きて切きり分わけてくれた。私わたしの分ぶんもあるようでうれしい。黒くろパンか、二に回かいぐらいしか食たべた事ことが無ないな。


「うまそ～……はぅっ……」


シファルさんがスープを口くちに含ふくみちょっと止とまった。あれ？　もしかして不ま味ずかった？　どうしよう。


「なにこれ、美う味まい！」


違ちがった、美お味いしいようだ。短たん時じ間かんで作つくったので、ちょっと心しん配ぱいだったのだ。


「本ほん当とうだ、美う味まい。これってもしかして野の兎うさぎ？」


「はい、そうです」


「野の兎うさぎって、干ほし肉にくの時ときは燻くん製せいされているから気きにならないけど、独どく特とくの臭くさみがあるよな？　これには感かんじないが」


「アイビーってすごいんだよ。下したごしらえっていうので、臭くさいのなくすんだって」


下したごしらえって、当あたり前まえじゃないのかな？……料りょう理りには絶ぜっ対たい下したごしらえって必ひつ要ようだよね？


「この微かすかな匂においって薬やく草そうですよね。薬やく草そうで匂においを消けしているのですか？」


薬やく草そう？……ハーブの事こと？


「はい、森もりにある葉はっぱを乾かん燥そうさせて使つかっています」


「すごいだろ」


「ラットルアがどうして自じ慢まんげなんだ。肉にくの方ほうも、ピリッとした味あじが良いいな」


「あぁ、これは美う味まい。ラットルアが当とう番ばんで不ふ安あんだったが、アイビーのおかげで美う味まい飯めしにありつけた。ありがとう」


「いえ、気きに入いっていただけてうれしいです」


一ひと口くちスープを口くちに入いれる。広ひろがる香こうばしい香かおり、芋いもとハクカをもらって一いっ緒しょに煮に込こんだのだが、どちらも美お味いしい。うん、成せい功こうだ。


薬やく草そうか……ハーブとは違ちがったのか。あれ？　私わたし、どうしてハーブなんて知しっていたんだろう？　……もしかして、前まえの私わたしの記き憶おく？　まさか、違ちがうよね？
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夕ゆう食しょくの後あと片かた付づけはラットルアさんが全すべてやってくれた。


ただ、


「アイビー、ハーブ？　下したごしらえ？　俺おれでも料りょう理りできるようになるかも！　もっと教おしえて！」


「えっと、あの……」


ソラの食しょく事じがまだなので、テントに戻もどりたい。それに、今いまはそれについて触ふれないでほしい。どうしようかな。


「いい加か減げんにしろ！　悪わるいなアイビー、こいつは放ほう置ちして良いいから」


「ラットルアさん、すみません。おやすみなさい」


沸わかしておいたお湯ゆを持もって、テントの中なかに戻もどる。


「ふぅ～、疲つかれた」


テントの外そとの様よう子すに、耳みみを傾かたむける。ヌーガさんの声こえと、不ふ貞て腐くされているようなラットルアさんの声こえが聞きこえる。それもしばらくすると聞きこえなくなった。もう、大だい丈じょう夫ぶかな。ソラをバッグから出だして、小ちいさい声こえで話はなしかける。


「遅おそくなってごめんねソラ。他ほかのテントとの距きょ離りが近ちかいから静しずかにね。ご飯はん、すぐ用よう意いするね」


ソラは私わたしを見みてプルプルと震ふるえて、並ならべたポーションを食たべだした。


お湯ゆにタオルを浸ひたして、絞しぼる。体からだを拭ふきながら、薬やく草そうについて考かんがえる。薬やく草そうについては、占うらない師しからもらった本ほんで勉べん強きょうした。ポーションの原げん料りょうとなり、森もりに入はいれば見みつける事ことが出で来きる。ただ薬やく草そうそのままでは、劣れっ化か版ばんポーションより効こう果かが薄うすくあまり役やくに立たたない。そのため薬やく草そうの中なかでも毒どくを持もつものだけを覚おぼえたのだ。毒どく草そうは触ふれるだけで赤あかく腫はれるものもあり、注ちゅう意いが必ひつ要ようだったからだ。


新あたらしい服ふくに着き替がえて、ソラを見みる。体からだを伸のばしてプルプルしている。伸のびていると、色いろが綺き麗れいに上じょう下げに分わかれている事ことが分わかる。普ふ段だんの雫しずく形がただと、まだ混まざっている部ぶ分ぶんがあるのだ。それも日ひ々び、少すくなくなってはいるので変へん化かの途と中ちゅうなのだろう。これからも、色いろが増ふえたりするのかな？　どんどん増ふえたら、どうなるんだろう？……ソラを見みると、ずっと縦たて運うん動どうを続つづけている。まぁ、いいか。


マジックバッグから薬やく草そうの本ほんを出だす。ハーブを見みつけたのは確たしか、野のネズミの狩かりをしている時ときだったはず。懐なつかしい香かおりがしたので、周まわりを探さがして見みつけ出だしたんだ。


ん？　あれ？　おかしいよね。初はじめて見みたハーブというか薬やく草そう？　だったのに懐なつかしい？　やっぱり前まえの私わたしの記き憶おくが、かなり影えい響きょうしていたみたいだ。あの時ときは全まったく違い和わ感かんを感かんじなかったから、気きが付つかなかった。そう言いえば、集あつめたハーブを疑ぎ問もんに思おもう事ことなく乾かん燥そうさせたっけ。今いま思おもい出だせば、おかしな事ことばかりだな。


乾かん燥そうさせて持もち歩あるいているハーブを、全すべてバッグから取とり出だして薬やく草そうの本ほんに載のっている絵えと見み比くらべる。四よん種しゅ類るいは本ほんに載のっていなかったが、他ほかは全すべて薬やく草そうとして載のっていた。薬やく草そうだったのか。今こん度どから言いい間ま違ちがわない様ように気きを付つけよう。


ふぁ～っとあくびが出でる。驚おどろく事ことが続つづいたので、かなり疲つかれてしまったな。


「ソラ、寝ねようか」


小ちいさい声こえでソラを呼よぶ。毛もう布ふをソラと私わたしに掛かけて、寝ねる体たい勢せいを整ととのえる。明日あした、ラットルアさんにどう説せつ明めいしようかな？……全ぜん然ぜん思おもいつかない、眠ねむい、寝ねよう。


「ソラ、おやすみ」






テントの外そとの気け配はいで目めが覚さめる。なんだろう？　少すこし嫌いやな気け配はいだ。目めをそっと開あけて、テントの入いり口ぐちが閉とじられているのを確かく認にんする。気け配はいは相そう当とう抑おさえられているが、こちらの様よう子すを窺うかがっているのを感かんじる。炎ほのおの剣けんの四よ人にんから感かんじたモノとは違ちがう、不ふ快かい感かんを覚おぼえる嫌いやな気け配はいに、少すこし体からだが震ふるえる。怖こわいな。


「誰だれですか？」


声こえをかけると、すっと気け配はいが離はなれていく。何なんだったんだろう？　ソラの事ことが、ばれたのだろうか？　もう一いち度どテントの入いり口ぐちを確かく認にんする。大だい丈じょう夫ぶ、隙すき間まなく閉しまっているし、外そとから開あけられない様ようにしておいた。ソラをギュッと抱だきしめる。何なんだか、不ぶ気き味みだな。


周まわりが少すこし明あかるくなった頃ころ、ソラを入いれたバッグを肩かたから提さげて、テントから出でる。既すでに冒ぼう険けん者しゃたちが、慌あわただしく動うごき回まわっている。昨日きのうの夜よるより人にん数ずうが多おおいような気きがする。気きのせいだろうか？


「おはよう。アイビー」


冒ぼう険けん者しゃたちを眺ながめていると、後うしろからラットルアさんの声こえが聞きこえ、ビクッと肩かたが震ふるえてしまう。


「えっ？　大だい丈じょう夫ぶ？　アイビー？」


「ふぅ、大だい丈じょう夫ぶです。おはようございます」


深しん呼こ吸きゅうして、速はやくなっていた呼こ吸きゅうを落おち着つかせる。ラットルアさんが、心しん配ぱいそうに顔かおを覗のぞき込こんでくる。それにちょっと驚おどろき、思おもわず後うしろに一いっ歩ぽ下さがってしまう。


「何なにを襲おそっているんだ！」


「襲おそう？　えぇ～違ちがうよ。ね、アイビー違ちがうよね！」


「はい。ヌーガさん違ちがいます」


「そうか？　嫌いやな事ことされたら俺おれに言いえ。ぶん殴なぐってやるから」


「ちょっと、ヌーガひどい！　俺おれ、無む実じつ！」


「おはよう。朝あさから騒さわがしいなラットルアは」


「おはよう。アイビー」


「おはようございます。セイゼルクさん……シファルさん」


シファルさんの名な前まえがちょっと出でて来こなかった。危あぶなかった。


「アイビー。俺おれの名な前まえ忘わすれてたでしょ！」


「うっ、すみません」


「……可か愛わいい～。こんな弟おとうと欲ほしい！」


いきなり横よこから、ラットルアさんに抱だきしめられた。驚おどろきすぎて声こえも出でない。バキッという音おとがすると、ラットルアさんが離はなれてくれた。視し線せんを向むけると、痛いたそうな顔かおをして頭あたまを押おさえている。


「大だい丈じょう夫ぶですか？」


「気きにするな、問もん題だいない」


何な故ぜかヌーガさんが答こたえてくれた。問もん題だいないのかな？　かなり痛いたそうな顔かおをしているのだが。


「朝あさごはん、一いっ緒しょにどうだ？　いつもは何なにを食たべているのだ？」


「えっと、干ほし肉にくと木きの実みです。あとお茶ちゃです」


「へぇ～お茶ちゃ？　珍めずらしいね、お茶ちゃって高たかいでしょ？」


お茶ちゃって珍めずらしいの？　高たかい？　そういえば、お茶ちゃを飲のんでいる人ひとってあまり見みかけなかったかも。どう説せつ明めいすれば、変へんに思おもわれないかな？


「このお茶ちゃは、森もりにある木きから採とっているのでお金かねは掛かかっていません」


「森もり？　お茶ちゃって、専せん用ようの畑はたけでしか採とれないでしょ？」


どうしよう、この知ち識しきも駄だ目め？　とりあえず、お茶ちゃを振ふる舞まって様よう子すを見みてみよう。お茶ちゃの用よう意いを五ご人にん分ぶんしていると、ヌーガさんが黒くろパンとコップ四よっつを持もってきた。


「はい、これやるよ。お茶ちゃはよろしく」


黒くろパンを渡わたされたので少すこし驚おどろくが、お礼れいを言いって受うけ取とる。コップ四よっつにお茶ちゃを入いれて渡わたす。自じ分ぶん用ようのコップにもお茶ちゃを入いれる。香かおりを嗅かぐと、ホッとする。


「いい香かおりだ。なんだか落おち着つくな」


「確たしかに、前まえに飲のんだお茶ちゃとは違ちがうけど、これも美う味まいな」







    
  
  




セイゼルクさんとシファルさんは、お茶ちゃを気きに入いったようだ。ラットルアさんは、なんだか不ふ思し議ぎな顔かおをして飲のんでいる。ヌーガさんは特とくに反はん応のうは無ないが、最さい初しょの一ひと口くちが恐おそる恐おそるだった。四よ人にんの反はん応のうを見みて、本ほん当とうに馴な染じみのないお茶ちゃなのだと判はん断だんできる。……ハーブに続つづきお茶ちゃも？　どうしよう。
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朝ちょう食しょくの後あと片かた付づけをしながら、お茶ちゃの説せつ明めいをどうしようかと考かんがえる。ラトミ村むらでは、皆みんなが飲のんでいる事ことにしたらどうだろう？　あっ、駄だ目めだ。ラトミ村むらを知しっている人ひとがいたら、すぐにばれてしまう。誰だれかに教おそわった事ことにしようかな？　でも誰だれに？　占うらない師し？……大たい切せつな人ひとを利り用ようするのは嫌いやだな。それに、あまり嘘うそはつきたくない。何ど処こかでぼろが出でてしまいそうで、不ふ安あんになる。


そうだ、たまたま森もりの中なかで香かおりが気きになって見みつけた事ことにしようかな。正せい確かくには知しっている香かおりが気きになって、見みつけたのだけど。うん、嘘うそは言いっていない。ただ、色いろ々いろ省はぶいただけだ。……よし、誰だれかに聞きかれたらこれで押おし通とおそう。


冒ぼう険けん者しゃたちが一いっヶ所しょに集あつまっている。どうやら本ほん格かく的てきな討とう伐ばつを開かい始しするらしい。私わたしはどうしようかな？　この場ば所しょで、待たい機きした方ほうがいいのかな？　それとも旅たびを続つづけても問もん題だいないかな？


「セイゼルクさん」


冒ぼう険けん者しゃたちの話はなし合あいが終おわって、戻もどって来きたセイゼルクさんに声こえをかける。


「どうした？」


「旅たびを続つづけても大だい丈じょう夫ぶそうですか？」


「やめた方ほうがいい。昨日きのうの夜よるの目もく撃げき情じょう報ほうなどを考かんがえると、オーガの数かずが予よ想そうより多おおい」


「一〇匹ぴき以い上じょういるという事ことですか？」


「それ以い上じょうかな。討とう伐ばつ隊たいのリーダーの予よ測そくでは、三〇匹ぴきぐらいだと言いっていた」


「それは多おおいですね」


「あぁ、なのでここからは離はなれないほうがいいだろう」


「分わかりました。移い動どうは討とう伐ばつが終おわるまで待まちます」


「悪わるいな。速そっ攻こうで仕し留とめてくるからな」


「怪け我がなどしないように、気きを付つけてくださいね」


「……おぅ、なんかいいな。その言こと葉ば」


言こと葉ば？　気きを付つけてくださいかな？　どういいのかは不ふ明めいだが、気きに入いってくれたようだ。


「アイビー、ちょっと手て伝つだってもらえないか？」


ヌーガさんが、手て招まねきする。近ちか付づくと、彼かれらのテントの前まえにゴミが集あつめられていた。


「はい、手て伝つだえる事ことがあったら何なんでも手て伝つだいます」


「広ひろ場ばの中ちゅう心しん部ぶ分ぶんでゴミを処しょ理りしているのだが、このゴミを持もっていってくれないか？」


ゴミの処しょ理りという事ことは、スライムに会あえるだろうか？　処しょ理りするところを見みたかったので、ありがたい。


「分わかりました」


「悪わるいが、周まわりの冒ぼう険けん者しゃたちのゴミも頼たのんでいいか？」


「はい。大だい丈じょう夫ぶです」


「ごめんね。ありがとう」


知しらない人ひとから声こえがかかる。そちらに視し線せんを向むけると、女じょ性せい冒ぼう険けん者しゃのグループのようだ。他ほかにもこちらに手てを振ふってアピールしているグループがいる。皆みんな、討とう伐ばつに向むかうので忙いそがしいのだろう。


冒ぼう険けん者しゃたちを見み送おくったあと、ゴミを集あつめながら中ちゅう心しん部ぶ分ぶんへ向むかう。テントとテントの間あいだを抜ぬけると、スライムがゴミの処しょ理りを行おこなっている場ば所しょに出でた。スライムの数かずは全ぜん部ぶで一四匹ひき。冒ぼう険けん者しゃは四よ人にん、男だん性せい三さん人にん、女じょ性せい一ひと人り。全ぜん員いんがテイマーだろうか？


「すみません。此こ処こに置おいても良いいですか？」


「おっ、もしかして炎ほのおの剣けんが連つれてきた坊ぼう主ずか？」


近ちかくにいた男だん性せいが私わたしを見みて少すこし驚おどろいた後あと、何なにか納なっ得とくするように頷うなずく。


「はい、お世せ話わになっています」


「ハハハ、律りち儀ぎだな。ゴミはそこでいいぞ」


ゴミを置おくと、一いっ匹ぴきのスライムが近ちかづいてくる。集あつめてきたゴミには、汚よごれた布ぬのや空からになったポーションのビン、折おれた短たん剣けんもある。どれを渡わたせばいいのかな？


「あれ？　もしかして剣けんがある？」


女じょ性せいから声こえがかけられる。


「はい。折おれていますが」


「それ、この子こが処しょ理りするから持もってきてもらえる？」


「はい」


折おれた短たん剣けんを持もって、女じょ性せいのそばに居いるスライムの前まえに置おく。剣けんを食たべるスライムはレアスライムでとても珍めずらしい。スライムの様よう子すを見みていると、短たん剣けんの上うえに乗のってじっとしている。変へん化かが無ないので、不ふ思し議ぎに思おもいながら見みつめる。


「ふふふ、見みていても分わからないと思おもうわよ」


「え？」


「剣けんは、ものすごく時じ間かんがかかるから」


「そうなのですか……知しらなかった」


ゴミを置おいた場ば所しょに戻もどると、数すう匹ひきのスライムが処しょ理りをしてくれていた。空からのビンを処しょ理りできるスライムもいるようだ。見みていると、違い和わ感かんを感かんじた。一いっ本ぽんのビンを処しょ理りする時じ間かんが長ながい。


……ソラだと、あっという間まなのに。


消しょう化か中ちゅうだと思おもわれるスライムを見みていると、ぞくっとした不ふ快かい感かんを感かんじた。体からだがビクつく。急いそいで周まわりを確かく認にんするが、誰だれの姿すがたも確かく認にんできない。何なんだろう、朝あさの感かんじに似にている。気き持もち悪わるいな。


「大だい丈じょう夫ぶ？　ちょっと顔かお色いろが悪わるいけど」


「えっ。……大だい丈じょう夫ぶです。ありがとうございます」


先さきほど話はなした女じょ性せいが心しん配ぱいそうに声こえをかけてくれたのに、ビクついてしまった。女じょ性せいは少すこし驚おどろいた顔かおをしたが、すぐに柔やわらかく笑わらうと手てを差さし出だした。







    
  
  




「私わたしは緑みどりの風かぜのメンバーで、テイマーのミーラ。よろしくね」


「あっ、私わたしは一ひと人りで旅たびをしています。アイビーです」


「一ひと人りなんだ。まだ未み成せい年ねんだよね？」


「はい」


「何なにか心しん配ぱい事ごとがあるなら話はなしてね。冒ぼう険けん者しゃの先せん輩ぱいとして役やく立だつわよ！」


「ありがとうございます」


首くびのあたりにちりっとした不ふ快かい感かんが走はしる。まただ。さっと、周まわりに視し線せんを走はしらせるが、何なにも捉とらえる事ことが出で来きない。何なんだろう本ほん当とうに、気き持もちが悪わるい。


「何なにか感かんじるの？」


「えっ…あっ」


不ふ快かい感かんに気きを取とられて、話はなしていたミーラさんを忘わすれてしまった。静しずかに首くびを横よこにふるが、頭あたまにポンと手てが置おかれる。


「こう見みえて私わたし、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃグループのメンバーなの。話はなしだけでも聞きかせて？」


話はなして大だい丈じょう夫ぶかな？　でも、どう言いえばいいのだろう？


「なんでもいいのよ？」


「あの……不ふ快かい感かんを感かんじて。首くびの辺あたりがちりって……」


こんな事ことを言いわれても困こまるよね。でも、どう説せつ明めいして良いいのかが分わからない。ミーラさんは、少すこし険けわしい顔かおをする。


「不ふ快かい感かんを感かんじるのは大たい切せつな事ことよ。身みを守まもる事ことに繋つながるのだから」


「身みを守まもる？」


「そう。視し線せんに不ふ穏おんな何なにかを感かんじたのだと思おもう。不ふ快かい感かんはいつから？」


「今日きょうの朝あさからです」


「という事ことは、この討とう伐ばつメンバーの中なかに問もん題だいがあるのね」


信しんじてくれたのだろうか？


「討とう伐ばつメンバーで信しん頼らいしている者もの達たちに言いっておくわ。アイビーは一ひと人りにならないように注ちゅう意いして」


「……はい。でも間ま違ちがいだったら」


「間ま違ちがいだったら笑わらい話ばなしにすればいいの。でも本ほん当とうだった場ば合あい、狙ねらわれてる可か能のう性せいがあるという事こと。不ふ快かい感かんや嫌けん悪お感かんは身みを守まもる大たい切せつな感かん覚かくよ。決けっして疎おろそかにしてはいけないわ」


怖こわいな。不ふ快かい感かんは確たしかに感かんじている。誰だれかに狙ねらわれているっていう事ことなのだろうか？　体からだがぶるっと震ふるえる。


「大だい丈じょう夫ぶ。炎ほのおの剣けんのメンバーにも話はなしておくわ。彼かれらも上じょう位い冒ぼう険けん者しゃだから」


「えっ！」


それはそれで驚おどろきです。
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「アイビー！　アイビー！　アイビー！」


ラットルアさんの声こえが、広ひろ場ばに響ひびき渡わたり驚おどろく。声こえが私わたしに近ちかづいてくるにつれ、周まわりからの視し線せんを感かんじる。顔かおが熱あついので、きっと赤あかくなっている事ことだろう。隣となりにいたミーラさんからは、憐あわれみの視し線せんを送おくられているような気きがする。


上じょう位い冒ぼう険けん者しゃだと教おしえてもらったが、ラットルアさんを見みていると本ほん当とうに不ふ思し議ぎに思おもう。色いろ々いろな経けい験けんを積つんだ上じょう位い冒ぼう険けん者しゃって、もっと落おち着つきがある人ひと達たちだと思おもっていた。いや、ラットルアさん以い外がいは落おち着ついている。彼かれが特とく別べつなのだろうか？　目めの前まえに来きたラットルアさんに、両りょう肩かたを掴つかまれてしまう。


「大だい丈じょう夫ぶ？　何なにもされていない？　アイビーに不ふ埒らちな視し線せんを向むけるなんて！」


不ふ埒らちって何なんの事ことだろう？　彼かれはいったい、どんな説せつ明めいを聞きいてきたのだろう？　話はなしがおかしな方ほう向こうへ、向むかっているような気きがするな。


「ちょっと、ラットルア。大おお声ごえで呼よぶなんて、アイビーが可か哀わい想そうでしょ」


ミーラさんが、掴つかまれていた肩かたから彼かれの手てを払はらいのけて、私わたしの心こころの声こえを代だい弁べんしてくれた。ありがとうございます。


「ん？　何なにが？」


……通つうじなかった。ラットルアさんを見みると、本ほん当とうに不ふ思し議ぎそうにミーラさんを見みている。大おおきくため息いきをついて、首くびを横よこに振ふるミーラさん。何なんだか、疲つかれさせたようで申もうし訳わけないです。


「ミーラ、ありがとう」


セイゼルクさんが少すこし遅おくれて歩あるいて来きた。ヌーガさんの姿すがたもあるが、シファルさんの姿すがたがない。周まわりを見み回まわすと、他ほかの冒ぼう険けん者しゃと話はなしをしているようだ。


「いいのよ。だってアイビーってば弟おとうとみたいで可か愛わいいし」


「だよね～。俺おれの弟おとうとにならないかな。アイビーどう？」


どうと言いわれても困こまるので、小ちいさく首くびを横よこに振ふる。


「え～、ちょこっとだけ！」


ちょこっとだけの弟おとうとってなんだろう？　首くびをひねると、いきなりヌーガさんがラットルアさんの頭あたまに、握にぎった拳こぶしを落おとした。ゴンっという音おとと共ともに頭あたまを押おさえるラットルアさん。涙なみだ目めでヌーガさんを睨にらんでいる。


「まったく、いつまでたってもラットルアは落おち着つきが無ないわね」


「うるさいよミーラ」


「お前まえらの関かん係けいも変かわらないな」


セイゼルクさんが呆あきれたように、ラットルアさんとミーラさんを見みながらつぶやく。


「あら、これでもずいぶんとマシになったと思おもうけど。私わたしが大人おとなになって」


「そうか？　あいつの前まえだと昔むかしと同おなじように見みえるがな」


セイゼルクさんの言こと葉ばに、少すこし不ふ貞て腐くされた顔かおをするミーラさん。ミーラさんとラットルアさんは昔むかしからの知しり合あいの様ようだ。そう言いえば、一いち番ばんくだけた話はなし方かたと言いうか、言こと葉ばの応おう酬しゅうと言いうか、ミーラさんの視し線せんに容よう赦しゃがない。セイゼルクさんが、私わたしに視し線せんを合あわせるように少すこし腰こしをかがめた。


「アイビー」


何なんだろう、とても真しん剣けんな顔かおをしている。


「はい」


「話はなしは聞きいた。この広ひろ場ばに来きてからなんだよな？」


「はい、そうです」


「そうか。悪わるい。俺おれ達たちが此こ処こに連つれて来きてしまったから……」


「えっ、それは違ちがいます。此こ処こに連つれて来きてもらった事ことは、本ほん当とうに感かん謝しゃしています」


「だが……」


「森もりで夜よるを過すごしていたら、オーガに遭そう遇ぐうしていた可か能のう性せいがあります。だから本ほん当とうに、感かん謝しゃしているんです」


「セイゼルクさん。オーガの問もん題だいもある以い上じょう、此こ処こに連つれて来くるのは仕し方かたのない事ことだわ。これからの事ことを話はなし合あわないと」


ミーラさんの言こと葉ばにセイゼルクさんが苦にが笑わらいをする。


「確たしかにそうだな。詳くわしく話はなしを聞きいてもいいか？」


「はい」






シファルさんが戻もどって来きたので、みんなにお茶ちゃを用よう意いする。ミーラさんが興きょう味み津しん々しんで、お茶ちゃを入いれる私わたしを見みつめている。やっぱり、お茶ちゃって珍めずらしいのだな。


ヌーガさんに促うながされて、朝あさからの事ことを説せつ明めいする。不ふ快かい感かんを感かんじて起おきたら、テントの外そとに誰だれかの気け配はいを感かんじた事こと。昼ひる間ま、何なん度ども不ふ快かい感かんを感かんじたので周まわりを見み回まわしたが、誰だれも見みつけられなかった事ことなど。話はなし終おわると、セイゼルクさんとヌーガさんが険けわしい顔かおをしている。シファルさんは、表ひょう情じょうこそあまり変かわらないが何なにかを考かんがえ込こんでいる。ラットルアさんは、周まわりを睨にらみ付つけている。それは止やめてほしいな、意い味みも分わからず睨にらまれて怯おびえている人ひとがいるので。


「奴やつらか？」


奴やつら？　セイゼルクさんには、思おもい当あたる存そん在ざいがあるようだ。


「やっぱり、それを思おもいつくわよね」


ミーラさんも何なにか思おもい当あたるようだ。何なんだろう？　ヌーガさんの表ひょう情じょうが、とても怖こわくなっている。


「ヌーガさん、顔かおで人ひとが殺ころせそうよ」


ミーラさんの一ひと言ことに、頷うなずくラットルアさん。視し線せんではなく顔かお、その表ひょう現げんはどうなんだろう。ヌーガさんは一ひとつ咳せき払ばらいをしてお茶ちゃを飲のむ。


「アイビー、よく聞きいてくれ。オトルワ町まちには問もん題だいになっている厄やっ介かいな組そ織しきがある」


「組そ織しきですか？」


ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうが言いっていた組そ織しきだろうか？　取とり締しまりが強きょう化かされたと聞きいたけど。


「人ひとをさらっては、奴ど隷れいとして売うりさばいている組そ織しきだ。町まちの自じ警けい団だんが一いっ斉せいに取とり締しまる予よ定ていだったのだが、何ど処こからかその情じょう報ほうが洩もれてしまったみたいなんだ。取とり締しまりは失しっ敗ぱい、奴やつらには逃にげられた」


セイゼルクさんは、かなり悔くやしそうな顔かおをしている。


「捕つかまえる事ことが出で来きたのは、組そ織しきについては何なにも知しらない下したっ端ぱばかりだ。時じ間かん稼かせぎに、切きられたんだろうな」


ヌーガさんの言こと葉ばに、どことなくなげやりな印いん象しょうを受うける。どうしたのだろう？


「はぁ、実じっ際さいに人ひとがさらわれているのに、不ふ審しんな人じん物ぶつの目もく撃げき情じょう報ほうが少すくなすぎる」


「……私わたしが、その組そ織しきに狙ねらわれているという事ことですか？」


「まだ、そうとは言いい切きれない。だが、その可か能のう性せいがある。だから絶ぜっ対たいに一ひと人りにはならないように、注ちゅう意いしてくれ」


真しん剣けんに言いわれたので、セイゼルクさんの目めを見みて一ひとつ頷うなずく。頭あたまを撫なでられて、緊きん張ちょうで固かたまっていた体からだから少すこし力ちからが抜ぬけた。


「アイビー、私わたしの仲なか間まも紹しょう介かいしておくわね。……ふふふ」


何なんだろう、ミーラさんの視し線せんが他ほかの冒ぼう険けん者しゃに向むかった瞬しゅん間かん、笑え顔がおが怖こわくなった。ミーラさんの視し線せんを追おって、同おなじ方ほう向こうを見みてみるが沢たく山さんの冒ぼう険けん者しゃがいて何なにを見みているのか分わからない。


「ちょっと、此こ処こで待まっていてね」


「はっ、はい」


優やさしいはずの声こえが、どことなく刺とげ々とげしく感かんじた。セイゼルクさんとヌーガさんが、乾かわいた笑わらいをこぼす。ミーラさんの姿すがたを追おっていると、二ふた人りの男だん性せいの前まえに立たった。そして……二ふた人りの頭あたまを掴つかんでぶつけた。


「[image: あ゛]～、痛いたそ～。アイビー、あの二ふた人りがミーラの仲なか間まだ。兄きょう妹だいでグループを組くんでいて、ミーラは一いち番ばん下したの妹いもうとなんだ」


兄きょう妹だいなのか、それにしても痛いたそうだ。少すこし離はなれた場ば所しょにもかかわらず、ゴチンと言いう音おとが聞きこえた。ミーラさんは怒おこらせない様ようにしよう。
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「初はじめまして、緑みどりの風かぜのミーラの兄あにでトルトだ。こっちが弟おとうとのマルマだ」


驚おどろいた。同おなじ顔かおが並ならんでいた。もしかして、双ふた子ご？


「アイビー、驚おどろいた？　兄あにたちは双ふた子ごなの。珍めずらしいのよ」


珍めずらしい？……そうなのかな？　ミーラさんがそう言いうのなら、そうなのだろう。どうも私わたしの知しっている知ち識しきが、前まえの私わたしに随ずい分ぶんと影えい響きょうされているような気きがして、下へ手たな事ことが言いえない。でも確たしかに今いままで行いった村むらに、双ふた子ごと思おもわれる人ひと達たちはいなかった。珍めずらしいのか。覚おぼえておこう。


「初はじめて見みました。よろしくお願ねがいいたします。アイビーです」


「お～、いい子こだね」


トルトさんもマルマさんも、笑え顔がおで対たい応おうしてくれた。……でも、なんだろう？　弟おとうとさんのマルマさんに何なにか……気きのせいかな？


「そうでしょ！　とってもいい子こなのよ」


「集あつまっていたのか」


随ずい分ぶんと、どっしりとした落おち着ついた声こえが聞きこえた。声こえに視し線せんを向むけると、がっしりとした体からだつきに少すこし強こわ面もての男だん性せいがこちらに歩あるいて来きていた。とても、頼たよりがいのある雰ふん囲い気きが漂ただよっている。初しょ対たい面めんの人ひとに、そんな印いん象しょうを持もったのは初はじめてだ。不ふ思し議ぎな人ひとだな。


「リーダー。先さきほど話はなしをしたアイビーです」


「えっ、あっと、アイビーです。よろしくお願ねがいいたします」


ぼーっと男だん性せいを見みていたら、不ふ意いに名な前まえを呼よばれて驚おどろいた。何なんとか挨あい拶さつしたけど、大だい丈じょう夫ぶかな？　それにしても討とう伐ばつ隊たいのリーダーだったのか、なるほど。


「討とう伐ばつ隊たいのリーダーをしている、ボロルダだ。よろしくな」


そう言いうと、軽かるく頭あたまを撫なでられた。何なんだろう、雰ふん囲い気きかな？　初しょ対たい面めんのはずなのに、頭あたまを撫なでられると落おち着つく。やっぱり不ふ思し議ぎな人ひとだ。


「ミーラはずっとこの広ひろ場ばにいるな？」


「えぇ、そのつもり。というか、スライムのテイマーが討とう伐ばつに参さん加かする事ことは無ないでしょ？」


「ハハハ、確たしかにそうだ。貴き重ちょうなテイマーを失うしなうような事ことはしない。アイビーとなるべく一いっ緒しょにいてやってくれ」


「もちろんよ。任まかせて！」


ミーラさんが私わたしに向むけてウィンクをするので、少すこし笑わらってしまう。でも、貴き重ちょうなテイマーってなんだろう。テイマーってそれほど多おおくないのだろうか？　その辺あたりを聞ききたいけど……今こん度どにした方ほうがいいよね。考かんがえ込こんでいると、ギューッとラットルアさんが後うしろから抱だき着ついてきた。


「俺おれも出で来きるだけ一いっ緒しょにいるからね！　頼たよってね！」


あまり頼たよりすぎるのもどうかと考かんがえる。だが。


「はい。お願ねがいします」


過か度どに遠えん慮りょする事ことは、相あい手てにとって失しつ礼れいになる。甘あまえる時ときは甘あまえて、出で来きる事ことで役やくに立たちなさい。占うらない師しが、人ひとと付つき合あう上うえで大たい切せつな事ことだと話はなしてくれた言こと葉ばを思おもい出だした。過か度どの遠えん慮りょの範はん囲いが分わからないが、ここは甘あまえさせてもらおう。正しょう直じき、あの不ふ快かい感かんが怖こわい。


緑みどりの風かぜのミーラさん達たち三さん人にんは、明あ日す会あう約やく束そくをして別わかれた。討とう伐ばつ隊たいリーダーのボロルダさんはセイゼルクさんと何なにか話はなしがあるようで、二ふた人りで何ど処こかに行いってしまった。


「あの、ラットルアさん。食しょく材ざいをもらえますか？　夕ゆう飯はんを作つくりたいのですが」


「いいの？　昨日きのうのスープもお肉にくも美う味まかったから、実じつはお願ねがいしようと思おもっていたんだよね」


「うれしいです。頑がん張ばって作つくりますね」


ラットルアさんのにこにこした表ひょう情じょうにつられて、笑えみがこぼれる。テントに戻もどり、バッグの中なかにいるソラに小ちいさな声こえで話はなしかける。


「ごめんねソラ。当とう分ぶんは窮きゅう屈くつな思おもいをさせる事ことになりそう」


ソラはバッグの中なかで、二に回かい大おおきく縦たてに伸のびたが出でて来くる気け配はいはない。いつもならバッグから飛とび出だしてくるのに。ソラは、私わたしが置おかれた状じょう況きょうを理り解かいしているのだろうか？　そっと撫なでると、うれしそうにプルプルと揺ゆれる。


「皆みんな、いい人ひとたちでよかった」


私わたしの言こと葉ばにソラは、揺ゆれるのをやめて私わたしをじっと見みつめてくる。……何なんだろう？　いつもと反はん応のうが違ちがう。ソラに話はなしかけようとすると、テントの外そとで少すこし大おおきな音おとがする。気きになるが、あとにしよう。ソラの入はいっているバッグにポーションを入いれる。討とう伐ばつは何い時つ頃ごろまで続つづくだろう。ソラのポーションが心こころ細ぼそくなってきたな。


「ソラ、頑がん張ばってご飯はん作つくってくるね」


縦たてに伸のびて揺ゆれているソラを撫なでてから、バッグを閉とじて毛もう布ふの上うえに乗のせる。調ちょう味み料りょうをバッグから出だしてテントから出でる。既すでにラットルアさんが火ひをおこして、鍋なべや水みずの準じゅん備びをしてくれていた。


「すみません。遅おそくなって」


「大だい丈じょう夫ぶ。食しょく材ざいはこれでいいかな？　そうだ、明日あしたは新しん鮮せんなお肉にくが手てに入はいるよ。今日きょう討とう伐ばつしたモウを明あ日す配くばるって言いっていたから」


モウの新しん鮮せんなお肉にく。それはうれしいな。


貰もらった食しょく材ざいを適てき度どな大おおきさに切きって、お鍋なべに入いれていく。今日きょうのお肉にくは塩しお漬づけにされたコッコと言いうお肉にくらしい。コッコ……なんだろう、何なにか思おもい浮うかんだけど知しらない動どう物ぶつだ。とりあえず、塩しお漬づけなので味あじ付つけに気きを付つけないと、塩しお辛からくなってしまう。持もってきた薬やく草そうを数すう種しゅ類るい、お肉にくと一いっ緒しょにお鍋なべに入いれて煮に込こんでいく。


ちりっと首くびの辺あたりに不ふ快かい感かんを感かんじた。さっと周まわりを見みる。冒ぼう険けん者しゃが多おおいので、誰だれなのか判はん断だんできない。それに、周まわりを見みる時ときには不ふ快かい感かんは消きえてしまっている。誰だれなんだろう……。


ポンと頭あたまに手てが乗のる。


「大だい丈じょう夫ぶ。俺おれ達たちがいるからね」


ラットルアさんが、笑え顔がおで私わたしの頭あたまをポンポンと撫なでる。


「ありがとうございます。スープ、そろそろ完かん成せいです。コッコを焼やいていきますね」


塩しお抜ぬきしておいたコッコに、薬やく草そうをまぶして焼やいていく。ちょっと独どく特とくな香かおりがする薬やく草そうだけど、大だい丈じょう夫ぶかな？　ヌーガさんがテントから出でてきて、焼やいているお肉にくのそばに座すわる。何ど処こかに行いっていたシファルさんも、いつの間まにかスープのお鍋なべのそばに座すわっていた。まったく気け配はいを感かんじさせなかったシファルさん、さすが上じょう位い冒ぼう険けん者しゃ？……なんか、ちょっと違ちがうような気きがするな。


「ん？　どうしたの？」


「いえ、もう少すこしだけ待まってくださいね。セイゼルクさんもまだなので」


「セイゼルクは放ほう置ちでいいよ」


「えっ？」


「シファル、お前まえな」


セイゼルクさんの声こえが聞きこえたので、視し線せんを向むける。何なんだか疲つかれた表ひょう情じょうで、シファルさんを見みている。


「あぁ、お帰かえり」


「悪わる気ぎが無なく本ほん気きなところが、シファルの怖こわいところだよな」


「やだな～。俺おれは怖こわくないよ」


「よく言いうぜ。俺おれの分ぶんも食たべようとしていたくせに」


「食しょく事じの時じ間かんに、戻もどってこないほうが悪わるい。残のこすのはもったいないからね」


「いやいや、俺おれの分ぶんを残のこしておこうという気きはないのか？」


「……冷さめたら、もったいないからね」


シファルさんって、最さい初しょの印いん象しょうとはかなり違ちがうな。なんとなく、ふんわりというイメージがあったのだけど。何なんだっけ……我わが道みちを行いく感かんじ？　あってるかな？　まぁ、ちょっと変かわってる。


「食しょく事じにしましょう」


なぜかずっと、言いい合あいをしているセイゼルクさんとシファルさんを止とめるために声こえをかける。お肉にくを見みつめているヌーガさんが何なに気げに、どんどん不ふ機き嫌げんになってきているような気きがするし。……ラットルアさんだけでなく、炎ほのおの剣けんってみんな個こ性せい的てきかも。
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食しょく事じを終おえて、お湯ゆを持もってテントの中なかに戻もどる。入いり口ぐちをしっかりと閉しめて、外そとから開ひらかないように金かな具ぐを留とめる。


「よし、大だい丈じょう夫ぶ」


マジックバッグを開あけて、ソラの様よう子すを窺うかがう。ソラは私わたしを見みると、ピョンと跳はねてバッグから飛とび出だしてきた。今いまは大だい丈じょう夫ぶと判はん断だんしたソラは、やはり私わたしの状じょう況きょうを理り解かいしているようだ。いつも思おもうけど、ソラは頼たよりになるな。


そういえば、アダンダラは大だい丈じょう夫ぶだろうか？　この周しゅう辺へんの森もりから、離はなれた所ところに行いってくれていればいいけれど。見みたという情じょう報ほうは入はいってきていないから、見みつかってはいないだろう。でも、心しん配ぱいだ。


ソラを見みると、いつもの上じょう下げ運うん動どうで体からだを動うごかしている。何なんだか、この運うん動どうを一いち日にちに一いっ回かいは見みないと落おち着つかないな。……変へんだな、ずっと見み続つづけているからかな？


体からだを拭ふきながら、セイゼルクさんと話はなした内ない容ようを思おもい出だす。正しょう直じき、とっても怖こわい。最さい初しょに命いのちを狙ねらわれた時ときは、恐きょう怖ふより悔くやしさが強つよかった。テントの時ときは、恐きょう怖ふもあったが戸と惑まどいの方ほうが強つよかった。でも、今こん回かいはとにかく怖こわい。


「はぁ～。ソラ、どうしよう。私わたし……狙ねらわれているみたい」


言こと葉ばにすると、なんだか恐きょう怖ふ感かんが増ましてしまった。ブルっと震ふるえると、ソラは運うん動どうを止やめて、座すわっている私わたしの足あしに体からだをすり寄よせた。心しん配ぱいしてくれたようだ。


「大だい丈じょう夫ぶだよ。炎ほのおの剣けんのみんながいてくれるから」


何なんとか、気き持もちを落おち着つかせる。ソラはピョンピョンと跳はねてプルプルと揺ゆれだした。いつものソラの様よう子すに、少すこし笑わらってしまう。


「それにね、テイマーのミーラさんも一いっ緒しょにいてくれるって」


スライムについて、訊きいてみようかな。ソラについても何なにか分わかるかもしれない。ソラに視し線せんを向むけると、ソラが動うごきを止とめて私わたしをじっと見みつめている。


「えっ？」


その様よう子すは、夕ゆう方がたの時ときと同おなじだ。いつものソラの様よう子すとは違ちがう、何なにかを訴うったえるような視し線せん。夕ゆう方がたの時ときは確たしか「皆みんな、いい人ひとたちでよかった」って話はなした後あとだったはず。……まさか、皆みんなという言こと葉ばに反はん応のうしたの？　炎ほのおの剣けんの話はなしをした時ときは、いつも通どおりの反はん応のうだった。今いまのこの反はん応のうは……ミーラさん？　ソラにとって、ミーラさんはいい人ひとではない？　嘘うそだ。だってミーラさんは私わたしを本ほん気きで心しん配ぱいしてくれている様よう子すだった。でも、ソラはいつも私わたしを危き険けんから遠とおざけてくれている。間ま違ちがって毒どく草そうに触ふれそうになった時ときは、体たい当あたりで知しらせてくれたし。木きの魔ま物ものの時ときだって、知しらせてくれた。……本ほん当とうにミーラさんに？


「ソラ、炎ほのおの剣けんのみんなは大だい丈じょう夫ぶ？」


ソラはピョンと跳はねて揺ゆれている。


「討とう伐ばつ隊たいのリーダー、ボロルダさんは大だい丈じょう夫ぶ？」


ピョンピョンと跳はねてプルプルっと揺ゆれる。炎ほのおの剣けんよりなんだか力ちから強づよい跳はね方かただが、問もん題だいないだろう。


「……緑みどりの風かぜのミーラさんは？」


全すべての動うごきを止とめて、私わたしを見みつめるソラ。……ソラはミーラさんに何なにかを感かんじている？　それは何なに？　ソラの様よう子すから考かんがえると、私わたしにとって良よい事ことではない、絶ぜっ対たいに。両りょう手てをギュッと握にぎりしめる。いい人ひとだと思おもったのだけど、違ちがうの？　でも、違い和わ感かんも不ふ快かい感かんも感かんじなかった。あれ？　そうだっけ？　何なにか感かんじたような気きがする……そうだ、マルマさんだ。彼かれの笑え顔がおを見みた時とき、ほんの少すこし違い和わ感かんを感かんじた。あの時ときは分わからなかったけど……思おもい出だした。あれはモノを品しな定さだめする目めだ。ラトミ村むらの村そん長ちょうと同おなじ目めだった。利り用よう価か値ちがあるかどうかを、判はん断だんする目め。ほんの一いっ瞬しゅんだったから、見み間ま違ちがいかと思おもったけど。あれは、見み間ま違ちがいではない。なら、やっぱりミーラさんを含ふくめた緑みどりの風かぜの彼かれらが組そ織しきの関かん係けい者しゃ？


……どうしよう。セイゼルクさんに相そう談だんする？　でも、どう言いえばいいのだろう。ミーラさんが組そ織しきの仲なか間まかも知しれないって？　証しょう拠こがないのに、信しんじてもらえるわけがない。ソラの感かん覚かくだけなのだから。私わたしはソラを信しんじている。ずっと一いっ緒しょに旅たびを続つづけて来きたのだから。ソラが感かんじた事ことを信しんじる。でも、ソラは証しょう拠こにはならないし、見みせる事ことは出で来きない。誰だれが信しんじてくれるだろう？……分わからない。太ふとももに重おもさを感かんじた。座すわり込こんでいる私わたしの足あしに、ソラが乗のって来きたのだ。そして私わたしを見みつめてプルプルと震ふるえる。


「ありがとう。ソラ」


明日あした、ミーラさん達たちと会あう約やく束そくをしてしまっている。セイゼルクさんにも、ミーラさんといるから大だい丈じょう夫ぶと言いってしまった。ソラをゆっくりと撫なでる。今いまから、この場ば所しょを離はなれる？　でも、オーガの討とう伐ばつが終おわっていない。森もりの中なかでオーガに遭そう遇ぐうしたら、きっと殺ころされてしまう。それに、この場ば所しょには魔ま物ものの見み張はり役やくが絶たえずいる。見みつからずに離はなれるのは無む理りだろう。昼ひる間まは森もりの中なかには冒ぼう険けん者しゃがいるし、彼かれらに見みつからないように隠かくれて移い動どうする技ぎ術じゅつなんて持もっていない。はぁ、この場ば所しょから誰だれにもばれずに逃にげ出だす事ことは出で来きそうにないな。


だったら、できる事ことは何なんだろう。今いまできる事ことは……相あい手てに不ふ信しん感かんを抱いだかせない事ことかな。まずは私わたしが疑うたがっている事ことを、知しられないようにしないと。不ふ信しん感かんを持もっているとばれたら、何なにかしてくるかもしれない。でも本ほん当とうにミーラさんが？　はぁ、明日あしたから気きを付つけないと。ばれないように、だまし通とおせるかな？　やるしかないよね。


ふぅ～、悲かなしい。気きにかけてくれて、優やさしくしてくれて、出で会あえてうれしかったのに。グッと歯はを食くいしばって、零こぼれそうになる涙なみだを抑おさえる。


「泣なくモノか、泣ないてなんてやらない、絶ぜっ対たいに」


まだ、ミーラさんが組そ織しきの一いち員いんだと決きまったわけではない。もしかしたらソラの間ま違ちがいかもしれない。でも、マルマさんが私わたしを見みた時ときのあの視し線せんが、答こたえのような気きがしてしょうがない。そして私わたしはソラを信しんじている。


「ふぅ～」


ソラが太ふとももの上うえで私わたしをじっと見みつめている。そうだ、私わたしに何なにかあればソラにも影えい響きょうする。乗のり切きるしかない。人ひとさらいの組そ織しきだと言いっていた。なら、目もく的てきは私わたしをさらう事ことだろうか？　とりあえずミーラさんといる時ときには不ふ自し然ぜんにならないようにしないと。ギュッとソラを抱だきしめる。怖こわいけど、やるしかない。頑がん張ばろう、私わたしとソラのために。大だい丈じょう夫ぶ、きっと大だい丈じょう夫ぶ。







    
  
  




人ひとの話はなし声ごえや動うごく気け配はいで、ふっと目めが覚さめた。どうやらソラを抱だきしめた状じょう態たいで、眠ねむってしまったようだ。ソラを毛もう布ふの上うえに乗のせ、腕うでを伸のばすとギシギシっと音おとがする。寝ねていたはずなのに、疲つかれたな。大おおきく深しん呼こ吸きゅうして、気き持もちを切きり替かえる。


「大だい丈じょう夫ぶ。大だい丈じょう夫ぶ」


ソラがじーっと私わたしを見みている。


「大だい丈じょう夫ぶだよ」


撫なでて、ポーションをソラの前まえに並ならべる。すぐ近ちかくのテントからも音おとがする。炎ほのおの剣けんの誰だれかが起おきてきたのだろう。ソラは食しょく事じを終おえると、縦たてに運うん動どうを開かい始しした。少すこし様よう子すを見みて、バッグに入いれる。


「ごめんね、行いってきます」


長ながく息いきを吐はき出だして、気き持もちを切きり替かえてテントの金かな具ぐを外はずして外そとへ出でる。大だい丈じょう夫ぶ。
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「おはようございます」


テントの外そとではヌーガさんが、朝あさごはんの用よう意いをしていた。


「おはよう。スープをありがとう」


「いえ」


昨日きのう、夕ゆう食しょく用ようのスープとは別べつに、翌よく朝あさに食たべられるようにスープを作つくっておいたのだ。ヌーガさんは、スープの鍋なべを温あたためながら干ほし肉にくを切きり分わけている。


「おっはよう！」


朝あさから元げん気きな声こえが後うしろから聞きこえ、そして頭あたまをポンポンと軽かるく撫なでられる。ラットルアさんは私わたしが狙ねらわれていると知しってから、少すこし接せっ触しょくが増ふえたような気きがする。心しん配ぱいをしてくれているのだろうが、それとは何なにか違ちがう物ものを少すこし感かんじる。ただそれは、不ふ快かい感かんや違い和わ感かんではない。ほんの少すこし感かんじるだけなので、それが何なんなのかは掴つかみかねている。


「おはようございます」


セイゼルクさんと、シファルさんもすぐにテントから出でてきて、全ぜん員いんで朝ちょう食しょくを食たべ始はじめる。「はいこれ」と渡わたされた黒くろパンを受うけ取とりながら、不ふ思し議ぎに感かんじる。私わたしは部ぶ外がい者しゃだと思おもうのだが、炎ほのおの剣けんの皆みんなは何なんの違い和わ感かんもなく受うけ入いれてくれている。当あたり前まえのように一いっ緒しょに食たべて、当とう然ぜんのように私わたしのパンがある。……手ての中なかの黒くろパンを見みつめる。組そ織しきの事ことを思おもうと不ふ安あんだが、仲なか間まがいるようで少すこしホッとする。


「そうだ～、セイゼルク。今日きょう俺おれお休やすみね」


「はぁ……あ～、まぁ仕し方かたないか」


何なんだろう？　ラットルアさんは、今日きょうはお休やすみ？　討とう伐ばつ中ちゅうにそんな事ことってあるのかな？　聞きいた事ことが無ないけど……まぁ、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃとは初はじめて関かかわるし、あるのかな。


「やったね。アイビーと一いっ緒しょにいられるね」


これって、もしかして私わたしのため？　ミーラさんの事ことを考かんがえるとうれしいが、駄だ目めだと思おもう。


「あの、私わたしは大だい丈じょう夫ぶですから」


「いいの～、セイゼルクの許きょ可かは取とったしね」


セイゼルクさんを見みると、肩かたをすくめるだけで撤てっ回かいはしないようだ。いいのかな？　本ほん当とうに？ 


「気きにする事ことはない。ラットルア、あとでリーダーに許きょ可かを取とりに行いくぞ」


「了りょう解かい！」


ヌーガさんの言こと葉ばに、ラットルアさんはうれしそうだ。なんとなく、セイゼルクさんに向むかって頭あたまを下さげた。セイゼルクさんは、苦にが笑わらいで軽かるく手てをあげる。正しょう直じきに言いえばミーラさんが怖こわいので、ラットルアさんが一いっ緒しょに居いてくれると心こころ強づよい。ホッと体からだから力ちからが抜ぬけた。これからの事ことを考かんがえて、自じ分ぶんが思おもっていた以い上じょうに緊きん張ちょうしていたようだ。


朝ちょう食しょくを食たべ終おわってしばらくすると、ヌーガさんとラットルアさんが討とう伐ばつ隊たいのリーダーの元もとに説せつ明めいに向むかう。本ほん当とうにいいのかな？　って思おもいながら後うしろ姿すがたを見み送おくる。


「アイビー、悪わるいな」


「いえ、私わたしの方ほうこそすみません。ラットルアさんを休やすませるような事ことになってしまって」


「それは違ちがう。休やすむのはラットルアのためなんだ」


えっ？　ラットルアさんのため？


「……まぁ、色いろ々いろとな」


「えっ？」


なぜか、いつも冷れい静せいなセイゼルクさんの表ひょう情じょうが苦にが々にがしいモノに変かわる。それに驚おどろいて、じっと見みつめてしまう。私わたしの視し線せんに気きが付ついたのか、その表ひょう情じょうは消きえて苦にが笑わらいを浮うかべる。


「まぁ、なんて言いうか。……アイビーが組そ織しきに狙ねらわれていると知しって、ちょっと不ふ安あん定ていになっていてな。だから悪わるいが今日きょうは一いっ緒しょに居いてやってくれ」


「そうなのですか？　私わたしも一いっ緒しょに居いてくれると心こころ強づよいので、助たすかります」


……セイゼルクさんの表ひょう情じょうから、何なにかがあるのかも知しれないなと感かんじた。だが、知しり合あってすぐの子こ供どもである私わたしが、踏ふみ込こんで良よい事ことではないだろう。不ふ安あん定ていになっているのかは分わからないが、ラットルアさんが頭あたまを撫なでる回かい数すうは増ふえている。あれは、自じ分ぶん自じ身しんが安あん心しんするためなのかもしれないな。


「あぁでも、めんどくさくなったら殴なぐっても良いいからな」


「殴なぐる、ですか？」


「そうそう。大だい丈じょう夫ぶだアイビーが殴なぐるぐらいでへこたれないから」


セイゼルクさんの表ひょう情じょうは本ほん気きだ。不ふ安あん定ていだと言いっていたのに、殴なぐっていいものなのか？


「アイビー。何なに、俺おれの話はなし？」


「リーダーはなんて？」


「すっごい大おおきなため息いきついていたけど問もん題だいなし！」


そんな簡かん単たんに？


「アイビー、今日きょうは一いっ緒しょだね！」


「はい。うれしいです」


討とう伐ばつに向むかうセイゼルクさん達たちを見み送おくり、朝ちょう食しょくの後あと片かた付づけをする。昨日きのうと同どう様ように、ゴミを集あつめて処しょ理りをしているスライムの下もとへ向むかう。途と中ちゅうで他ほかの冒ぼう険けん者しゃたちのゴミも集あつめていく。すると、首くびの辺あたりに不ふ快かい感かんを感かんじた。今日きょうは周まわりを確たしかめる前まえに、どちらの方ほう向こうからの視し線せんなのか探さぐってみる。……分わかりづらいな。すっと視し線せんを周まわりに走はしらせる時ときには、不ふ快かい感かんは消きえていた。


ギュッと手てを握にぎられた。驚おどろいて視し線せんをあげると、ラットルアさんが私わたしを見みて笑わらっている。


「大だい丈じょう夫ぶだよ」


その笑え顔がおと言こと葉ばにホッとする。笑わらい返かえすと、ラットルアさんが視し線せんを前まえに戻もどす。


「えっ？」


「どうしたの？」


「いいえ、手て伝つだってもらってありがとうございます」


「問もん題だいないよ。暇ひまだしね」


「セイゼルクさんに聞きかれたら、怒おこられますよ」


「ハハハ」


何なんだろう。一いっ瞬しゅんだけ、ラットルアさんが泣なきそうな表ひょう情じょうをしたように見みえた。気きのせいかな？　今いまの彼かれは、いつもと変かわらない。何なんだろう？　視し線せんを前まえに向むけると、笑え顔がおで手てを振ふっているミーラさんがいた。一いっ瞬しゅん、ラットルアさんと繋つないでいる手てに力ちからが入はいってしまう。


「……」


不ふ思し議ぎそうにラットルアさんが、私わたしを見みているのを感かんじる。でも、どう言いえばいいのかは分わからないので、繋つながっている手てを引ひっ張ぱる様ように足あしを速はやめる。


「ゴミの処しょ理りをお願ねがいしましょう」


「あ～……うん。そうだ、ミーラのスライムって少すこし特とく殊しゅなんだよ。見みた？」


ミーラさんの名な前まえが耳みみに入はいった瞬しゅん間かん、体からだがびくっと震ふるえてしまった。気き付づかなかった事ことにして、話はなしに乗のる。


「剣けんを処しょ理りするスライムなら見みせてもらいました」


「見みたんだ。そうあれ。すごいよね～。かなりレアなんだよ」


「そうなんですか。すごいですね」


少すこし視し線せんを下したにして深しん呼こ吸きゅうを繰くり返かえす。顔かおを見みただけで、名な前まえを聞きいただけで動どう揺ようしてしまった。落おち着つけ、これでは気き付づかれてしまう。落おち着つけ、大だい丈じょう夫ぶ。何なん度ども、心こころの中なかで唱となえる。長ながく息いきを吐はいて、すっと視し線せんをミーラさんに向むける。


「大だい丈じょう夫ぶ」


「ん？　どうしたの？」


心こころの中なかの言こと葉ばが、小ちいさくこぼれてしまったようだ。首くびを横よこに振ふって、ミーラさんの元もとへ向むかう。大だい丈じょう夫ぶ。


「アイビー、おはよう。どうしてラットルアがいるのかしら？」


「今日きょうはお休やすみ～」


「何なにそれ？　そんなの許ゆるされないでしょ？」


「ハハハ、本ほん当とうに休やすみ。リーダーの許きょ可かも取とってあるよ」


「そうなの？　まぁいいけど。それよりゴミはそれぞれのスライムの前まえによろしくね」


「了りょう解かい！」


スライムの前まえにゴミをおいていく。どの子こも……ソラのように勢いきおいよく消しょう化かはしない。もしかして、皆みんなお腹なかがいっぱいなのだろうか？


「どうしたの？」


スライムをじっと見みていたのが気きになったのか、ラットルアさんが声こえをかけてくれた。


「ゆっくり消しょう化かしているので」


「ん？　こんなもんでしょ？」


えっ、……これが普ふ通つう？　この、のんびりした消しょう化か速そく度どが？　ポーションが入はいっていた空から瓶びんを、ソラの五ご分ぶんの一いちくらいの速そく度どで消しょう化かするスライム。ソラってやっぱり特とく別べつすぎるような気きがする。
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「どうかしたの？」


ミーラさんの声こえに、体からだがびくっとなりそうなのを必ひっ死しに抑おさえ込こみ、どうにか平へい静せいを装よそおう。不ふ信しん感かんを持もたれない様ように静しずかに深しん呼こ吸きゅうして、ミーラさんに視し線せんを向むける。ふんわりと笑わらうミーラさんの表ひょう情じょう。昨日きのうは安あん心しんできたその表ひょう情じょうに恐きょう怖ふを感かんじてしまうが、何なんとか笑え顔がおを返かえす。まだ、ミーラさんが組そ織しきの人にん間げんだと決きまったわけではないと、何なん度ども頭あたまの中なかで繰くり返かえしながら。


「スライムが不ふ思し議ぎで」


緊きん張ちょうしているからだろうか、言こと葉ばが上う手まく出でてこない。どうしよう。


「スライム？」


「消しょう化か速そく度どがゆっくりだな～って話はなしていたんだ」


隣となりからラットルアさんの声こえが聞きこえる。そうだ、私わたしは一ひと人りではないのだから、大だい丈じょう夫ぶ。ラットルアさんに視し線せんを向むけると、「ねっ！」と言いいながらウィンクしてくる。


「消しょう化か速そく度どがゆっくり？　それを言いうなら、私わたしのテイムしているスライムが一いち番ばん遅おそいわよ」


「一いち番ばん遅おそい？」


「そうそう、剣けんを消しょう化かするレアスライムを持もっているけど、一いち日にちかかっちゃうもの」


ラットルアさんは、剣けんを消しょう化かするスライムはレアスライムだって言いっていた。レアスライムでも、それだけの時じ間かんがかかるのか。


「アイビー、スライムが気きになるなら、こっち来きて見みていて良いいよ？」


一いっ匹ぴきのスライムを手てに持もって、私わたしに見みせるミーラさん。これは見みせてもらった方ほうが怪あやしまれないよね。でも……。


「悪わるいミーラ。討とう伐ばつもそろそろ終しゅう盤ばんだから、掃そう除じを頼たのまれているんだよ」


「掃そう除じ？」


「そっ、リーダーから。休やすむなら掃そう除じをしとけってさ。人ひと使づかい荒あらいよね～。で、アイビーと一いっ緒しょにやる予よ定てい」


あれ？　そんな話はなし、聞きいていないけどな。言いい忘わすれ？


「そっか。討とう伐ばつも後あと一いち日にちぐらいらしいしね。そういえば今日きょうはモウのお肉にくが分わけられるんでしょ？」


「そうそう。オーガ討とう伐ばつ中ちゅうにうまい具ぐ合あいに狩かれてね。みんなで分わけても十じゅう分ぶんな量りょうだよ」


「夕ゆう飯はん、私わたしたちと一いっ緒しょに食たべない？」


「……別べつにいいけど、リーダーも一いっ緒しょだよ？　ミーラの兄あに貴きたちって確たしかリーダーが苦にが手てじゃなかったっけ？」


「えっ、あぁ、そうね～。嫌いやがるかも。残ざん念ねんだわ」


「ハハハ、ほんと残ざん念ねんだね。そろそろ掃そう除じを始はじめるよ」


「分わかった。またねアイビー」


「はい」


何なんだろう？　知しらない間あいだにいろいろと話はなしが決きまっているのだけど。モウの生なま肉にくが手てに入はいるのは聞きいていたけど、リーダーも一いっ緒しょに夕ゆう飯はん？　そうか、今日きょうは一ひと人り分ぶんが追つい加かになるのか。頑がん張ばって作つくらなきゃな。それにしても、ラットルアさんのおかげでミーラさんと二ふた人りっきりになる事ことは回かい避ひできたみたい。よかった。


「ふぅ～」


無む意い識しきにこぼれたため息いきに、慌あわてて近ちかくにいるラットルアさんを見みる。


「ん？　どうかした？」


……気き付づかれなかったようだ。頭あたまを軽かるく撫なでてくるラットルアさんに、慌あわてて首くびを横よこに振ふる。


「あ～、ごめんな。掃そう除じとか勝かっ手てに決きめちゃってさ」


「いえ。お世せ話わになっているので、役やくに立たてるならうれしいです」


「そっか。そう言いってもらえると、無む断だんで了りょう解かいした身みとしては助たすかる」


少すこし笑わらい合あってから、広ひろ場ばの全ぜん体たいの掃そう除じを始はじめる。それぞれテントの間あいだに落おちているゴミなどを集あつめて行いく。毎まい日にちゴミは集あつめてはいるが、それでも見み逃のがされるゴミが結けっ構こうある。広ひろ場ば全ぜん体たいで集あつめると、それなりの量りょうが集あつまる。だが、綺き麗れい好ずきな冒ぼう険けん者しゃが多おおかったのか、覚かく悟ごしたほどゴミは集あつまらなかった。村むらで用よう意いされている冒ぼう険けん者しゃ用ようの広ひろ場ばは、正しょう直じき汚きたない場ば所しょが多おおい。


「綺き麗れいだろ？」


「そうですね。冒ぼう険けん者しゃの広ひろ場ばを想そう像ぞうしてたので驚おどろきました」


「リーダーの仲なか間まの一ひと人りが綺き麗れい好ずきでさ。汚きたなく使つかったら怖こわいんだよ。何なんだろう静しずかな威い圧あつって言いうの？」


「静しずかな威い圧あつ？」


「そう、気け配はいを消けして背はい後ごに立たたれて、『汚きたないな』ってぼそって囁ささやかれるんだ。その時とき、一いっ瞬しゅんだけど殺さっ気きに襲おそわれて……アレは怖こわい」


何なんだか、ラットルアさんの表ひょう情じょうが少すこし怯おびえているように見みえる。


「……ラットルアさんも経けい験けんがあるんですか？」


「あ～、冒ぼう険けん者しゃになりたての時ときに。今いまも、不ふ意い打うちで会あったりするとビクついちまうんだよな～」


ラットルアさんが、姿すがたを見みただけでビクつく存そん在ざい？　何なんだか、見みたいような、決けっして見みたくないような。そういえば、リーダーの仲なか間まって……もしかしてその人ひとも一いっ緒しょに、夕ゆう飯はんを食たべるのだろうか？


「その方かたも、一いっ緒しょに夕ゆう飯はんを食たべるのですか？」


「あ～、たぶん？」


何なんだか、歯は切ぎれが悪わるいな。でも、そうか。今日きょう、会あうのか……皆みんなが帰かえって来くる前まえに、テント周まわりをしっかり掃そう除じしておこう。


「大だい丈じょう夫ぶだよ！」


私わたしの様よう子すを見みて、慌あわてているラットルアさん。


「あの人ひとはそんな怖こわい人ひとではないから。ただ、馬ば鹿かみたいに汚よごす奴やつだけに厳きびしいってだけで」


そうなのか。だったら、大だい丈じょう夫ぶかな？　そんな汚きたなくなるような使つかい方かたはしていないし。……とりあえず、もう少すこししっかりと掃そう除じをしておこう。






「お、帰かえってきた」


ラットルアさんの視し線せんを追おって、広ひろ場ばに戻もどってきている冒ぼう険けん者しゃたちを見みる。何なんだか、ずいぶんと今日きょうは賑にぎやかだな。


「あの様よう子すだと、オーガを全すべて討とう伐ばつ出で来きたのかも」


なるほど。それで皆みんな、笑え顔がおなのか。討とう伐ばつが終おわれば、町まちへ戻もどれるから笑え顔がおにもなるよね。私わたしはどうしよう。狙ねらわれているなら、町まちへは行いかないほうがいいのかな？


「お疲つかれ」


「お疲つかれ様さまです」


「あぁ、本ほん当とうに疲つかれたよ。それにしても随ずい分ぶんと綺き麗れいになっているね？」


シファルさんが肩かたからマジックバッグをおろし、テントのそばに置おきながら周まわりを見み回まわす。テントの周まわりは、入にゅう念ねんに掃そう除じをした。そしてテントも気きになったので、拭ふいて掃そう除じしておいた。なので、綺き麗れいになったと言いってもらえるのはうれしい。


「でしょっ！　アイビーが頑がん張ばったんだよ。俺おれ、ちょっとリーダーのところに行いってくるから、アイビーをよろしく！」


「了りょう解かい。それにしてもアイビー、もしかしてテントも掃そう除じした？」


「はい。ラットルアさんに許きょ可かはもらいましたが」


「ありがとう！　いつも適てき当とうだったから気きになっていたんだよね。久ひさ々びさに綺き麗れいになっててうれしいよ」


よかった、気きに入いってもらえたようだ。それにしても、さっきのラットルアさんは随ずい分ぶんと慌あわてていたようだけど、大だい丈じょう夫ぶかな？　そういえば、討とう伐ばつ隊たいが戻もどって来きてから随ずい分ぶんとそわそわしていたな。


「どうしたの？」


「いえ。今日きょうで討とう伐ばつは終おわりですか？」


「そう！　目もく撃げきされた数かずのオーガの討とう伐ばつが終しゅう了りょう！　明日あしたはまだ周しゅう辺へんを調ちょう査さする必ひつ要ようがあるけどね」


「そうですか。本ほん当とうにお疲つかれ様さまです」


「いいね～。なんだか癒いやされる」


そう言いうと、頭あたまを撫なで回まわされる。シファルさんは印いん象しょうとは違ちがい、結けっ構こう力ちから強づよいので首くびが少すこし痛いたい。


「シファル、力ちからを加か減げんしてやれ」


ヌーガさんがシファルさんの手て首くびをつかみ動うごきを止とめる。それにちょっと感かん謝しゃする。


「ヌーガさん、お疲つかれ様さまです」


「あぁ。そうだ、これ」


そう言いって渡わたされたのは巨きょ大だいな葉はに包つつまれた何なにか。開あけると巨きょ大だいな生なま肉にく。おそらくモウのお肉にくなのだろう。


「味あじ付つけ、よろしく」


そう声こえをかけて、ヌーガさんはテントの中なかに入はいって行いく。なるほど、ハーブ……ではなくて薬やく草そうでの味あじ付つけかな？　これだけ大おおきいと少すこし時じ間かんがかかるな。一ひと口くちサイズに切きって、揉もみ込こもう。スープにも使つかって大だい丈じょう夫ぶかな？　よし、夕ゆう飯はんを作つくろうかな。


「アイビー、これも追つい加かで」


もう一ひとつ、同おなじサイズのモウの肉にくが追つい加かされる。え？　持もってきたラットルアさんを見みる。


「リーダーたちの分ぶん。リーダーのメンバーは全ぜん員いんで四よ人にんだから」


……すぐに取とり掛かかろう。九く人にん分ぶんとなると大たい変へんだ。
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ラットルアさんと協きょう力りょくして、何なんとか全ぜん員いん分ぶんの夕ゆう飯はんを作つくる事ことが出で来きた。おかわりを考かんがえて一五人にん分ぶんのスープを作つくったが、お鍋なべが三みっつになって大たい変へんだった。お肉にくの下した味あじをつける時ときに、薬やく草そうが足たりず、三みっつの味あじにして誤ご魔ま化かした。大だい丈じょう夫ぶのはず……だと思おもいたい。


「お～良いい匂においだな。と言いうか、なんだか不ふ思し議ぎな匂においだな」


「でも、美お味いしそうだね」


「味あじは保ほ証しょう付つき。アイビーって料りょう理り上じょう手ずだから。ね！」


ラットルアさんに保ほ証しょうされたけど、どうだろう？　今日きょうは本ほん当とうに色いろ々いろぎりぎりだったからな。特とくに薬やく草そうが。


「あぁ、アイビー。俺おれの仲なか間まを紹しょう介かいしておく。リック、ロー、マールだ」


あれ？　名な前まえが短みじかい、あだ名なかな？　リーダーの紹しょう介かいに、三さん人にんが憮ぶ然ぜんとした表ひょう情じょうでため息いきをつく。


「人ひとを紹しょう介かいするのに、略りゃくした名な前まえで紹しょう介かいするか？　俺おれはリックベルトだ。よろしくアイビー」


「別べつにそれほど気きにする事ことか？」


「常じょう識しき的てきに考かんがえろ。失しつ礼れいだろう」


「そうか？」


「まったく。そういえば今日きょう、俺おれとロークリークを呼よび間ま違ちがえていたぞ！」


「……あ～、特とくに問もん題だいなかったからいいだろう」


挨あい拶さつをしたいが、話はなしが途と切ぎれない。それにしても、リーダーの印いん象しょうが最さい初しょの時ときと少すこし違ちがう。もう少すこし……何なんだろう、気きを張はっていたような。


「リーダーは何ど処こか抜ぬけているんだよな。今日きょうは予よ備びの剣けんを忘わすれてたし」


リーダーって抜ぬけているのか。最さい初しょの時ときは、頼たよれる印いん象しょうだけだったけど。仲なか間ま達たちの中なかにいると、安あん心しん感かんから素すが出でるのかな？　でも、さすがに予よ備びの剣けんを忘わすれるのはどうなのだろう？


「初はじめまして、ロークリークです。まぁローでいいよ。略りゃくされて呼よばれるのに慣なれているから」


「初はじめまして、アイビーです」


「俺おれはマールリークだ」


「……初はじめまして」


同おなじリーク？　兄きょう弟だい？　ロークリークさんとマールリークさんの顔かおを交こう互ごに見み比くらべる。顔かおの作つくりが全まったく違ちがうな。


「兄きょう弟だいじゃないよ。名な前まえが似にているけど」


ラットルアさんが私わたしの視し線せんに気きが付ついて、そっと教おしえてくれた。


「食たべないのか？」


ヌーガさんが、肉にくを見みつめたまま苛いら立だたしげな声こえを出だす。どうやら、ちょうどいい具ぐ合あいにお肉にくが焼やけたみたいだ。急いそいでスープを分わけて、お肉にくはラットルアさんに分わけてもらう。木きの実みの入はいったパンをリーダーが持もって来きてくれたので、切きり分わける。


「いただきます」


スープを一ひと口くち飲のむと、お肉にくの旨うま味みが口くちに広ひろがる。薬やく草そうも、いい感かんじにコクを引ひき出だしてくれた。よかった、美お味いしい。


……ん？　何なんだろう、やたら静しずかなのだけど……もしかして不ま味ずい？　周まわりを見み回まわすと、なんだかスープを無む言ごんで飲のんでいる。……えっ怖こわい！


「あの……味あじ、大だい丈じょう夫ぶですか？」


「ん？　あぁ、すっごく美う味まい。美う味ますぎてビックリ」


ラットルアさんが、笑え顔がおで答こたえてくれた。よかった。


「確たしかに、かなり料りょう理りが得とく意いなようだな」


マールリークさんが空からになったスープ皿ざらを持もって立たち上あがる。早はやっ！　もう食たべ終おわっている。……スープ、もっと作つくった方ほうがよかったかな？　あっ、シファルさんもおかわりした。ん～作つくる量りょうが少すくなかったかも。


「足たりるかな？」


「アイビー、気きにするな。いつもより量りょうが多おおいから充じゅう分ぶん足たりる」


リーダーの言こと葉ばにホッとする。だが、本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶなのだろうか？　スープが入はいっているお鍋なべの前まえでマールリークさんとシファルさんが睨にらみ合あっているような気きがするが。……あっ、スープの中なかのお肉にくを取とり合あっている。


「ぅわ、このお肉にく美う味まい！……もしかして薬やく草そう？」


ローさんがお肉にくを食たべて、聞きいてくる。不ふ安あんがあった味あじ付つけだけに、ホッとする。


「はい、下した味あじで薬やく草そうを揉もみ込こんでいます」


「したあじ？　もみこむ？」


やっぱり下した味あじって、馴な染じみがない調ちょう理り方ほう法ほうなのかな。揉もみ込こむ方ほう法ほうは、普ふ通つうだと思おもったけど違ちがうのか？　まぁ、今いまは考かんがえなくてもいいかな。


「はい、その方ほうが味あじがお肉にくに染しみ込こみますので」


「へぇ～、あれ？　こっちは味あじが違ちがうんだ。あ～、こっちも美う味まい！」


薬やく草そうが足たりなくて思おもいつきで味あじを変かえたけど、気きに入いってくれたようだ。よかった。そういえば、さっきからヌーガさんの食たべている肉にくの量りょうが気きになる。ちょっと食たべすぎでは？


「ヌーガ、お前まえちょっと食たべ過すぎだろ！」


「……気きにするな」


「気きになるわ！　他ほかの奴やつにも回まわせ、それ」


「無む理り」


「なんでだよ！」


あ～、スープに続つづきヌーガさんとリックベルトさんが争そう奪だつ戦せんを始はじめてしまった。やっぱり足たりないのでは？　色いろ々いろ心しん配ぱいしたが、何なんとかみんなが満まん足ぞくする量りょうはあったようだ。それにしても想そう像ぞう以い上じょうの食たべっぷり。


「アイビー悪わるいな。忙いそがしかっただろ？」


セイゼルクさんが心しん配ぱいそうに聞きいてくれる。


「いえ、大だい丈じょう夫ぶです。料りょう理りを作つくるのは好すきなので」


「そうか。ならよかった。ところでアイビーは、討とう伐ばつが終おわったらオトルワ町まちへ行いく予よ定ていだったな」


「……それは」


「ん？　予よ定てい変へん更こうか？　だが、狙ねらわれている状じょう態たいで一ひと人りでの移い動どうはやめた方ほうがいいぞ。一ひと人りになるのを待まっている可か能のう性せいがあるからな」


そうか、オトルワ町まちへ行いかなくても狙ねらわれている以い上じょうは危あぶないのか。だったら、どうしたらいいのだろう？


「オトルワ町まちへは、俺おれ達たちと一いっ緒しょに行いかないか？」


「セイゼルクさん達たちとですか？」


「あぁ、此こ処こから町まちまで二ふつ日かぐらいだ。どうだ？」


「迷めい惑わくになりませんか？」


「それは無ない。美う味まい飯めしも食くえるしな」


薬やく草そうは、スープに使つかう物ものならまだある。役やくに立たてるのなら、良いいかな？　正しょう直じき、一ひと人りになるのはとても怖こわいし。


「すみませんが、よろしくお願ねがいします」


「本ほん当とうに律りち儀ぎだな～」


セイゼルクさんに軽かるく頭あたまを撫なでられる。


「何なに々なに、どうしたの？」


マールリークさんが、何なんだかハイテンションで間あいだに割わり込こんでくる。そして、香かおるお酒さけの臭におい。


「あっ、お酒さけはまだ早はやいだろ！　明日あしたもあるんだぞ！」


「何なにうぉ言いう！　美お味いしい食しょく事じにはぁ酒さけだ！　酒さけ～」


「はぁ、リーダー。　マールリークが酔よってるぞ！」


「あ？　酒さけなんて持もって来きてないぞ」


「あぁー！」


シファルさんの声こえがテントから響ひびく。そして、ものすごい形ぎょう相そうでテントから飛とび出だしてくる。あまりの怖こわさに近ちかくにいたセイゼルクさんとラットルアさんの腕うでを掴つかんでしまう。シファルさんは周まわりを見み回まわし、マールリークさんを見みつけると【にっこり】とまるで音おとがするような、ものすごい笑え顔がおをマールリークさんに見みせる。テンションの上あがっていた彼かれもシファルさんの様よう子すに一いっ転てん、顔かおを青あおくしている。笑え顔がおが無む表ひょう情じょうに変へん化かした。


「てめえか～」


シファルさんの声こえと同どう時じに走はしりだす、マールリークさん。後あとを追おうシファルさん。何なんだろう、何なにかあったのかな？　それにしても、お酒さけを飲のんだ後あとに走はしり回まわって大だい丈じょう夫ぶかな？


「悪わるいな、うちの馬ば鹿かが。どうやらシファルの酒さけを無む断だんで飲のんだようだ」


リーダーがため息いきを吐つきながら謝あやまる。セイゼルクさんは、苦にが笑わらいで肩かたをすくめる。


「アイビーも悪わるかったな。怖こわい思おもいさせちまって」


リーダーの視し線せんを追おうと、セイゼルクさんとラットルアさんの腕うでをしっかり掴つかんでいる私わたしの手て。


「あっ、すみません」


慌あわてて掴つかんでいた手てを離はなす。


「気きにしなくてもいいよ。シファル、怖こわかったもんね」


ラットルアさんの言こと葉ばに、ついつい頷うなずいてしまう。その時とき、何ど処こからか叫さけび声ごえが。何なんだかマールリークさんの声こえに似にているような……。


「あ～、勝しょう負ぶあったか」


マールリークさんだったのか。すごい声こえだったけど、大だい丈じょう夫ぶかな？　しばらくすると、楽たのしそうなシファルさんが戻もどってくる。その笑え顔がおに怖こわい印いん象しょうは無なく、すっきりとした印いん象しょうを受うける。本ほん当とうにマールリークさんは大だい丈じょう夫ぶなのかな？
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討とう伐ばつの終しゅう了りょうが宣せん言げんされ、沢たく山さんあったテントが次つぎ々つぎと片かた付づけられて消きえていく。その光こう景けいを見みながら、自じ分ぶんのテントを片かた付づける。横よこでは、ヌーガさんとシファルさんがテントを片かた付づけている。何ど処こからともなく、町まちへ帰かえれるうれしさと、怪け我がをせずに終おわれた喜よろこびの声こえが聞きこえてくる。様よう子すを見みていると、旅たび支じ度たくが終おわったグループから次つぎ々つぎと町まちへ帰かえっているようだ。


「ゆっくり話はなす事ことが出で来きなかったわね。残ざん念ねんだわ」


ミーラさんが近ちかづいて来くる。彼かの女じょの姿すがたに少すこし緊きん張ちょうする。


「いろいろとお世せ話わになりました」


おかしな態たい度どにならないように注ちゅう意いしながら、頭あたまを下さげてお礼れいを言いう。近ちかくにはシファルさんとヌーガさんがいる。大だい丈じょう夫ぶ。


「オトルワ町まちに着ついたら、町まちを紹しょう介かいするわね」


「……時じ間かんがあったら、お願ねがいします」


どうしよう。オトルワ町まちに着ついたら、一ひと人りだ。やっぱり、すぐに町まちを出しゅっ発ぱつした方ほうがいいかな？　でも、誰だれかに見み張はられている可か能のう性せいがあると言いっていたし、どうしたらいいのかな。


「アイビーは、しばらく俺おれ達たちと一いっ緒しょに行こう動どうする予よ定ていだ」


ん？　どういう事ことだろう。ヌーガさんを見みるが、まだ慌あわただしく旅たびの準じゅん備びをしている。


「そうだったの……まぁ、時じ間かんが空あいたら連れん絡らく頂ちょう戴だいね。ギルドに言いってくれたらいいから」


「はい」


ミーラさんを呼よぶ声こえが聞きこえる。声こえの方ほうを見みると、ミーラさんの兄きょう弟だいが離はなれた場ば所しょで手てを振ふっている。


「またね、アイビー」


「はい。また」


笑え顔がおで手てを振ふるミーラさんに手てを振ふりかえす。離はなれていく姿すがたに、自し然ぜんにホッとしてしまう。何なんとか今日きょうまで、二ふた人りきりになる事ことを回かい避ひできた。あの夕ゆう飯はんの後あとから、炎ほのおの剣けんの誰だれかがいつも一いっ緒しょに居いてくれた。他ほかにもローさんやマールリークさんも。


「お待またせ～」


討とう伐ばつ隊たいの仕し事ごとに、強きょう制せい参さん加かさせられていたラットルアさんが戻もどって来きた。その後うしろにセイゼルクさんの姿すがたとなぜか討とう伐ばつ隊たい四よ人にんの姿すがたも。


「お疲つかれ様さまです」


「リーダーってば、人ひと使づかいが荒あらい！」


「まだ元げん気きだな、仕し事ごとはまだまだあるぞ」


「勘かん弁べん！」


「ハハハ、アイビー、一いっ緒しょに町まちまで戻もどるから、よろしくな」


「よろしくお願ねがいします」


討とう伐ばつ隊たいも一いっ緒しょだったら心こころ強づよい。もしかして私わたしの為ためかな、という思おもいから、頭あたまを下さげる。皆みんなから、なぜか頭あたまを撫なで繰くり回まわされた。朝あさ、一いち応おう梳すいてきているのだがぼさぼさだろうなっと思おもっていると、ローさんが直なおしてくれた。その手てがなぜか手て慣なれているような気きがする。


「ローさん、何なにか手て慣なれてますね？」


「そうか？　あぁ、息むす子こたちの髪かみを整ととのえているからかな」


家か族ぞくがいるのか、知しらなかったな。


「息むす子こさんがいるんですか？」


「二ふた人り、可か愛わいいぞ～」


ローさんが家か族ぞくの話はなしをする時とき、なんだかその声こえに温あたたかみが増ます。何なんだか、良いいなそういうの。


「そろそろ、行いくか」


リーダーの声こえで動うごき出だす。皆みんな、大人おとなだから遅おくれないようにしないと。ソラは可か哀わい想そうだけど、当とう分ぶんバッグの中なかが続つづいてしまうな。バッグの外そとからそっと撫なでるように手てを動うごかす。ごめんね、ソラ。






二ふつ日か間かんの町まちへの旅たびは順じゅん調ちょうに進すすみ、あと少すこしで町まちへ着つく。


「アイビー、あそこが俺おれたちの住すむオトルワ町まちだよ」


ラットルアさんの視し線せんを追おって、町まちの方ほう向こうへ視し線せんを向むける。少すこし小こ高だかい丘おかの上うえから見みた町まちは、想そう像ぞうを超こえた大おおきさだった。


「すごい……大おおきい町まちですね」


「でしょ！　自じ慢まんの町まちだよ」


ラットルアさんに手てを引ひかれ、少すこし急いそぎ足あしで町まちへと向むかう。


「急いそぐとアイビーがこけるぞ」


後うしろからセイゼルクさんの声こえが聞きこえる。


「あっ、ごめん速はやかった？」


「ちょっとだけ、でも大だい丈じょう夫ぶです」


この二ふつ日か間かんの旅たびで、また少すこし関かん係けいが近ちかづいたような気きがする。そう言いえばリーダーたちは、雷らい王おうと言いうグループ名めいだった。討とう伐ばつ隊たいが名な前まえだと思おもっていたと言いったら、ものすごくリーダーが不ふ貞て腐くされた。雷らい王おうという名な前まえに思おもい入いれがあるようで、とても悪わるい事ことをしてしまったと思おもう。


オトルワ町まちにも立りっ派ぱな門もんがあり門もん番ばんがいる。門もん番ばんがラットルアさんの姿すがたを見みると、片かた手てを上あげて挨あい拶さつをしてきた。


「討とう伐ばつ、お疲つかれ様さまです。……どこで攫さらってきたんですか？」


さらって？


「そんな事ことするか！　それより手て続つづきしないと、こっち」


手て続つづき？　何なんの事ことだろう？　引ひっ張ぱられるように連つれていかれたのは、小ちいさい部へ屋や。そこで紙かみを渡わたされる。紙かみに書かかれている事ことを読よむと、【名な前まえ・出しゅっ身しんの町まち・目もく的てき】を書かく欄らんがある。出しゅっ身しんの町まちはどうしよう。そういえば、ラトミ村むらから逃にげてきた事ことは言いっていないな。書かいた方ほうがいい？


「あっ、読よめなかった？　悪わるい」


「いえ大だい丈じょう夫ぶです。あの出しゅっ身しんの町まちは書かかないと駄だ目めですか？」


「ん？……そう言いえば、聞きいていなかったな。何ど処こ？」


「……ラトミ村むらです」


「ラトミなのか？」


ラットルアさんとは違ちがう声こえが聞きこえて、慌あわてて声こえのした方ほうへ視し線せんを向むける。そこには門もん番ばんの人ひとと同おなじ服ふくを着きている男だん性せい。自じ警けい団だんの人ひとだろうなと思おもいながら、視し線せんを合あわせて頷うなずく。


「そうか。誰だれかに保ほ証しょうされているか？」


保ほ証しょう……オグト隊たい長ちょうの事ことだろうか？　でも、どうやってそれを証しょう明めいするのだろう。


「えっと、ラトメ村むらのオグト隊たい長ちょうに」


「何なにか作つくったか？」


「商しょう業ぎょうギルドで口こう座ざを」


「見みせてもらえるか？」


「はい」


腰こしに巻まきつけているバッグから財さい布ふにしている小ちいさいバッグを取とりだし、白しろいプレートを取とり出だす。


「この石いしの近ちかくに持もって来きてくれるか？」


……大だい丈じょう夫ぶなのかな？　中なか身みが表ひょう示じされるのかな？


「ん？　あぁ大だい丈じょう夫ぶ。本ほん物ものか確たしかめるだけだから」


「はい」


石いしに近ちかづけると、石いしが白しろく光ひかって消きえた。


「問もん題だいなし」


「はぁ」


何なにが起おこっているのだろう？　よく分わからないのでラットルアさんを見みつめる。すると、ちょっと驚おどろいた顔かおをしていた。


「？」


「アイビーってオグト隊たい長ちょうに保ほ証しょう人にんになってもらってたんだな。すごいな」


「えっ？」


「知しらない？　オグト隊たい長ちょうってすごい冒ぼう険けん者しゃだったんだよ」


「冒ぼう険けん者しゃをしていたのは聞ききましたが、そうなのですか」


「あぁ、憧あこがれている人ひとも多おおいぞ」


「悪わるいな。名な前まえと目もく的てきだけでいいから、書かいてもらえるか？」


「あっ、はい」


紙かみに名な前まえと旅たびの目もく的てき……目もく的てきは何なんだろう？　捨すて場ば？　それは書かけないな、えっと旅たびの途と中ちゅうかな。紙かみを渡わたすと少すこし笑わらわれた。なぜだろう？


「旅たびの途と中ちゅうって書かく奴やつ、初はじめて見みたな。はい」


何なにか渡わたされる。見みてみると、木きの棒ぼうで作つくられた許きょ可か証しょうのようだ。


「町まちへの出で入いりに必ひつ要ようになるから。あと、町まちから離はなれる時ときは返かえしてくれ」


「はい。ありがとうございます」


大おおきな町まちは出で入いりする人にん数ずうも多おおくなるから、許きょ可か証しょうが必ひつ要ようになるのかな。すごいな。


「終おわったか～」


声こえに振ふり返かえると、リーダーが部へ屋やの入いり口ぐちに立たっている。


「終おわったよ～。アイビー行いこう」


「はい。ありがとうございました」


「おぉ」


なぜか許きょ可か証しょうをくれた男だん性せいが驚おどろいた表ひょう情じょうでリーダーを見みている。知しり合あいなのかな？　よく分わからないが、ラットルアさんが急せかすので頭あたまを一ひとつ下さげて部へ屋やを出でる。部へ屋やの外そとには皆みんながいた。どうやら少すこし待またせてしまったみたいだ。


「すみません。遅おそくなりました」


「そうだ、アイビーって隣となりの村むらのオグト隊たい長ちょうと知しり合あいだった」


「そうなのか？」


「はい。保ほ証しょう人にんになってくれて」


「保ほ証しょう人にん？」


「ラトミ村むらから逃にげて来きたので」


「ラトミか。話はなしは聞きいているよ。大たい変へんだったな」


リーダーが優やさしく頭あたまを撫なでる。ラトミ村むらの名な前まえを聞きくと、皆みんな少すこし苦くるしそうな顔かおをする。今いま、どんな状じょう態たいなのか分わからないが、ひどいのかも知しれないな。








第だい３章しょう　不ふ穏おんな組そ織しき
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町まちの説せつ明めいを受うけながら、冒ぼう険けん者しゃ広ひろ場ばへ向むかう。家か族ぞくがいるロークリークさんと彼かの女じょがいるシファルさんは、待まっている人ひとの元もとへ帰かえった。ヌーガさんとマールリークさんは、知しり合あいに会あいに行いくそうだ。


残のこったのはセイゼルクさん、ラットルアさん、ボロルダさん、リックベルトさん。彼かれらは広ひろ場ばで一いっ緒しょに過すごしてくれるらしいが、彼かれらの拠きょ点てんはこの町まちだ。きっと住すみ慣なれた家いえがあるはずなのに、いいのだろうか？　広ひろ場ばには、多おおくの冒ぼう険けん者しゃがいる。誰だれかの目めがある場ば所しょなら、一ひと人りでも大だい丈じょう夫ぶだと思おもうのだけど。私わたしの気き持もちを察さっ知ちしたのか、ラットルアさんが頭あたまを優やさしく撫なでてくれた。


「気きにしなくていいよ、アイビー。セイゼルクもボロルダも、行いくところが無ない状じょう態たいなんだから」


ラットルアさんがニヤリと笑わらいながら話はなす。その悪わる巧だくみの顔かおにちょっと驚おどろいてしまった。それにしても、行いくところが無ない状じょう態たいの意い味みが分わからず首くびを傾かしげる。


「二ふた人り揃そろって、討とう伐ばつ前まえに彼かの女じょの家いえを追おい出だされているんだよ。原げん因いんはあえて聞きいてないけどな」


ラットルアさんに続つづいて、リックベルトさんもなんとも言いえない表ひょう情じょうで参さん加かしてきた。なるほど彼かの女じょさんに追おい出だされたから行いき場ば所しょが無ないのか……原げん因いんが気きになるな。二ふた人りとも性せい格かくが良よさそうなのに……。


「お前まえらな、余よ計けいな事ことを……というか、なんで知しってるんだ？」


ボロルダさんが焦あせったように声こえを荒あらげ、セイゼルクさんもちょっと焦あせった様よう子すを見みせる。その二ふた人りの反はん応のうを見みていると、ものすごく追おい出だされた原げん因いんが知しりたくなるが、二ふた人りと視し線せんが合あうと、ものすごい勢いきおいで逸そらされた。ラットルアさんとリックベルトさんが二ふた人りの反はん応のうに大おお笑わらい。なんとなく可か哀わい想そうになったので、聞きくのは遠えん慮りょしておく事ことにした。とりあえず、セイゼルクさんと、ボロルダさんは大だい丈じょう夫ぶのようだ。


「ラットルアさんはいいのですか？」


「あぁ、俺おれには家か族ぞくがいないからね」


一いっ瞬しゅんつらそうな表ひょう情じょうを浮うかべたが、すぐにいつもの笑え顔がおに戻もどる。おそらく、この事ことには触ふれないほうがいいのだろう。


「そうですか。ラットルアさんがいてくれると心こころ強づよいです」


「俺おれも問もん題だいないよ。家か族ぞくからいい加か減げん家いえを出でていけって追おい出だされたから」


……それは、問もん題だいないと言いえるのだろうか？　違ちがう問もん題だいがあるような気きがするが、リックベルトさんの笑えみを見みているとなんとなく聞きいてはいけないような……。


「えっと、ありがとうございます」


一いっ緒しょに居いてくれるのはとても心こころ強づよい。なので、感かん謝しゃだけは、しっかりと言いっておこう。


広ひろ場ばに着つくと、町まち同どう様ようかなり広ひろい。広ひろ場ば用ようの許きょ可か証しょうは無ないようだが、出で入いり口ぐちの場ば所しょには管かん理り人にんだろう人ひとが立たっていた。その人ひとにセイゼルクさんたちは手てをあげて、私わたしは頭あたまを下さげて広ひろ場ばへ入はいる。


「すごい、広ひろいですね」


「だろ～。この他ほかにも冒ぼう険けん者しゃ用ようの広ひろ場ばは四よんヶ所しょあって、全ぜん部ぶで五ごヶ所しょ。どれもここと同おなじぐらい広ひろいかな」


広ひろ場ばが五ごヶ所しょ、すごい。ボロルダさんが空すいている場ば所しょを指さして。


「あのあたりが広ひろさ的てきに良いいだろうな。他ほかのテントとも少すこし離はなれているしな」


「そうだな」


セイゼルクさんも賛さん成せいなので、見みつけた空くう間かんにテントを設せっ置ちしていく。討とう伐ばつの時ときに見みた大おお型がたテントが出でてくると思おもっていたので、四よ人にんがそれぞれ違ちがうテントを取とり出だした時ときは驚おどろいた。


「大おお型がたテントではないのですね」


「ずっと仲なか間まと一いっ緒しょというのはな、気きが休やすまらないからな。これは個こ人じん用ようのテントだよ」


ボロルダさんが、固こ定ていのための杭くいを打うちながら教おしえてくれる。


「なるほど」


一ひと人り用ようと言いっても、私わたしのテントよりかなりサイズは大おおきい。見みた目めから言いえば、三さん人にん用ようぐらいのテントと言いってもいい大おおきさだ。それが四よっつも並ならぶと、なんとも迫はく力りょくがある。皆みんなのテントの間あいだに自じ分ぶんのテントを張はらせてもらい、中なかを整ととのえる。それが終おわるとマジックバッグの中なか身みを確かく認にんしていく。あっ、ソラのポーションの残のこりが、明日あしたの朝あさまで無ない。急いそいで取とりに行いかないと。でもどうしよう。捨すて場ばまでポーションを取とりに行いくためには一ひと人りになる必ひつ要ようがある。でも、狙ねらわれているのに一ひと人りになりたいって変へんだよね。ん～、どうにか誤ご魔ま化かす方ほう法ほうを考かんがえないと。とりあえずテントから出でて、少すこし頭あたまを整せい理りしよう。何なにか良よい案あんが浮うかんでくるかもしれない。テントから出でると、討とう伐ばつの時ときに見みかけた冒ぼう険けん者しゃがボロルダさんと話はなしていた。


「分わかった。全ぜん員いんに集あつまる様ように言いっておいてくれ」


「分わかりました。では、お願ねがいします」


「あぁ」


冒ぼう険けん者しゃは急いそいでいるようで、すぐに走はしり去さる。


「アイビー」


走はしり去さった後うしろ姿すがたを見みていると、ボロルダさんに声こえを掛かけられる。視し線せんを向むけると、真しん剣けんな表ひょう情じょうのボロルダさん。ちょっと不ふ安あんになりながら、傍そばに寄よる。


「少すこし用よう事じが出で来きた。一ひと人りになるが大だい丈じょう夫ぶか？」


一ひと人り。最さい近きんは一ひと人りになる事ことは少すくない。なので、ちょっと緊きん張ちょうするが、いつまでもこれではいけない。それに、ポーションを取とりに行いく必ひつ要ようもあるし。


「はい」


「気きを付つけろ」


頷うなずくと、頭あたまを軽かるく撫なでられた。他ほかの三さん人にんもテントの設せっ置ちが終おわったようで、そのまま集しゅう合ごう場ば所しょへ行いくようだ。ラットルアさんが、何なん度ども振ふり返かえりながら手てを振ふっている。その姿すがたに心こころが温あたたかくなる。一いち度どテントに戻もどり、しっかりと扉とびらを閉しめて金かな具ぐで留とめてから、ソラをバッグから出だす。


「ごめんね、全ぜん然ぜん外そとに出だせなくて」


プルプルと揺ゆれるソラを撫なでる。


「まだ、狙ねらわれている状じょう態たいなんだ。だからもうしばらく我が慢まんしてね」


それにしても、テントが設せっ置ち出で来きたのはよかった。旅たびの道どう中ちゅうはテントを使し用ようしなかったため、ソラとの時じ間かんがぐっと減へっていた。テントの中なかなら、ソラをバッグから出だす事ことが出で来きる。伸のびる運うん動どうをしているソラを見みる。やっぱり、バッグの中なかは窮きゅう屈くつだよね。


「ソラ、運うん動どうが終おわったらポーションを取とりに行いこう！」


なるべく多おおくポーションを確かく保ほしたい。一いち番ばん容よう量りょうが大おおきいバッグを持もっていこう。狙ねらわれていると分わかってから、一ひと人りで行こう動どうするのは初はじめてだな。ふ～っと大おおきく息いきを吐はき出だして、外そとの気け配はいに気きを配くばる。こちらを監かん視ししているような気け配はいは感かんじ取とれない。


「ソラ、行いこう」


ピョンと跳はねて私わたしの元もとに来くるソラを、専せん用ようのバッグに入いれて肩かたから提さげる。テントから出でると、しっかりと入いり口ぐちを閉しめる。周まわりの気け配はいをもう一いち度ど確かく認にんしてから、広ひろ場ばを出でる。


歩あるきながら周まわりの気け配はいを探さぐる。やはり、大おお通どおりは人ひとが多おおくて気け配はいが読よみにくい。だからといって、人ひとの少すくない道みちを歩あるくのは駄だ目めだよね。町まちの中なかも油ゆ断だんしないようにと、ラットルアさんから再さい三さん注ちゅう意いを受うけている。


門もんで許きょ可か証しょうを見みせて、町まちから出でる。周まわりを確かく認にんして、捨すて場ばのある場ば所しょを予よ測そくする。あまり離はなれている場ば所しょではないだろう。あれ程ほど大おおきな町まちだと、ゴミの量りょうも多おおいはず。遠とおすぎる場ば所しょだと、違ちがう場ば所しょに捨すてる人ひとが出でてきてしまうはずだから。


「あった」


やはり大おおきな町まちだけあって、捨すて場ばの広ひろさはすごい。だが、ラトメ村むらと同おなじくらいだ。もしかしたらテイマーを多おおく抱かかえているのかもしれないな。


「ふぅ～」


何なん度ども気け配はいを探さぐりながら、森もりを歩あるくのは正しょう直じきいつもより疲つかれる。気きを緩ゆるめる事ことは出で来きないし。この状じょう態たいでは、ソラをバッグから出だしてもあげられない。早はやくポーションを拾ひろって帰かえろう。捨すて場ばに入はいり、必ひつ要ようなポーションを手て当あたり次し第だいバッグに入いれる。拾ひろうのは、ソラに不ふ可か欠けつな青あおのポーションと赤あかのポーションだけだ。それ以い外がいは、まだ大だい丈じょう夫ぶだった。持もってきた劣れっ化か版ばんマジックバッグの容よう量りょういっぱいにポーションを詰つめ込こむ。捨すて場ばから出でると、さすがに拾ひろう量りょうが多おおかったのか少すこし暗くらくなりかけていた。急いそいで帰かえろう。町まちの方ほうへ足あしを向むけると、気け配はいがこちらに近ちかづいてくるのが分わかった。すぐに木きの後うしろに隠かくれて様よう子すを窺うかがう。やはり近ちかづいてきている。緊きん張ちょうで手て足あしが冷つめたくなる。深しん呼こ吸きゅうをして気け配はいを読よまれないように、自し然ぜんと調ちょう和わするように意い識しきする。風かぜの流ながれに呼こ吸きゅうを合あわせるように、静しずかに……静しずかに……。しばらくすると捨すて場ばへ物ものを捨すてる音おとが聞きこえてきた。そして、町まちへ戻もどっていく気け配はい。よかった、私わたしを狙ねらっていた者ものではないみたいだ。大おおきく深しん呼こ吸きゅうして、もう一いち度ど周まわりの気け配はいを探さぐる。大だい丈じょう夫ぶだね。そういえば、上う手まく気け配はいを消けせたかな？　旅たびの途と中ちゅう、セイゼルクさんに気け配はいの消けし方かたを教おしえてもらった。森もりの中なかでは、自し然ぜんに調ちょう和わするように消けす方ほう法ほうが一いち番ばんいいらしい。これは隠かくれた時ときに一いち番ばん効こう果かを発はっ揮きすると、ボロルダさんも言いっていた。


少すこし急いそぎ足あしで町まちへ戻もどる。周まわりの気け配はいを探さぐるが、違い和わ感かんも不ふ快かい感かんも感かんじない。許きょ可か証しょうを見みせて町まちへ入はいると、どっと疲つかれが押おし寄よせてきた。疲つかれた……。
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広ひろ場ばへ戻もどる途と中ちゅう、不ふ意いに不ふ快かい感かんを覚おぼえた。討とう伐ばつ隊たいと一いっ緒しょに寝ね泊とまりしていた広ひろ場ばで感かんじた不ふ快かい感かんより強つよい。その不ふ快かい感かんを追おうと、複ふく数すうの人ひとの気け配はいがする。一いっ瞬しゅん足あしが止とまりかけるが、今いまいる場ば所しょは人ひとが少すくない。走はしらないように気きを付つけながら、急いそぎ足あしで広ひろ場ばへ向むかう。人ひとが多おおすぎる場ば所しょは、注ちゅう意い力りょくが散さん漫まんになるから駄だ目め。でも少すくなすぎると、もしもの時とき助たすけを呼よべないから駄だ目め。ラットルアさんから聞きいた注ちゅう意い事じ項こうを頭あたまに浮うかべながら、道みちを選えらんで広ひろ場ばへ戻もどる。


管かん理りの人ひとに頭あたまを下さげて、広ひろ場ばに入はいる。テントの中なかで待まち伏ぶせされる事こともあるので、入はいる前まえには気け配はいを調しらべるようにとも言いわれている。怖こわいので、テントから少すこし離はなれた場ば所しょから気け配はいを探さぐる。よかった、テントの中なかには誰だれもいない。テントの中なかに入はいり、入いり口ぐちをしっかりと閉しめて金かな具ぐで留とめる。


「はぁ～……」


両りょう手てを見みると微かすかに震ふるえている。そういえば、怖こわすぎて誰だれなのかを確かく認にん出で来きなかったな。ソラをバッグから出だして、ギュッと抱だきしめる。何なにかを感かんじたのだろう、テントの中なかでは鳴ないた事ことが無ないのに小ちいさく「ぷぷ～」と鳴ないている。テント周しゅう辺へんの気け配はいを探さぐる。少すこし離はなれた所ところから、話はなし声ごえが聞きこえる。人ひとが動うごく音おともするが、こちらを気きにかけている気け配はいはない。


「ありがとう、ソラ」


ソラの前まえにポーションを並ならべる。食たべ始はじめるのを確かく認にんしてから、捨すて場ばから拾ひろってきたソラ用ようのポーションを整せい理りする。専せん用ようバッグに入いれていくが、数かずが多おおすぎたのか少すこし入はいりきらなかった。それらをテントの隅すみにまとめておく。途と中ちゅう、何なん度ども外そとの気け配はいを探さぐる。ふぅ～、何なにかをしていないと落おち着つかない。でも、テントの外そとには出でたくないな。ポーションを入いれてきたバッグの中なかに手てを入いれる。そして、小こ型がたのナイフを手てに取とる。ポーションを拾ひろっている時ときに目めについて、思おもわず拾ひろってしまった物ものだ。


村むらを出でる時とき、小こ型がたの剣けんを持もっていた。だが、森もりの中なかを走はしり回まわっている時ときに落おとしてしまい、それ以い来らい武ぶ器きは持もっていなかった。私わたしには大おおきすぎたし、逃にげる時ときに邪じゃ魔まだったからだ。でも、このナイフを見みた時とき、自し然ぜんと手てに取とっていた。このナイフで何なにか出で来きるのか……たぶん何なにも出で来きないだろうな。セイゼルクさんの話はなしだと、手て慣なれた人じん物ぶつが多た数すういる組そ織しきの可か能のう性せいがあるそうだ。攻こう撃げきスキルを何なにも持もっていない私わたしが、ナイフ一いっ本ぽんで出で来きる事ことはほとんどない。それでも、ナイフを持もつと少すこし落おち着つく。


食しょく事じが終おわったソラが、ピョンピョンと私わたしの周まわりを跳はねまわっている。何なんだか、その姿すがたに体からだから余よ分ぶんな力ちからが抜ぬけた。


「ソラ、ありがとう」


お礼れいを言いって、揺ゆれるソラをゆっくりと撫なでる。ソラがいてくれてよかった。


テントの外そとで音おとがする。気け配はいを探さぐると、知しっている気け配はいだ。これは、セイゼルクさんにラットルアさん。


「アイビー、いるか？」


「はい」


ラットルアさんの声こえに、返へん事じをする。ソラをバッグに入いれて、テントの入いり口ぐちを開あける。


「よかった。夕ゆう飯はんを買かってきたから食たべようか」


「えっ？　夕ゆう飯はん？」


周まわりを見みると、既すでに明あかりが灯ともされているテントが見みえる。気きが付つかないうちに夕ゆう方がたになっていたみたいだ。


「そう。この町まちの名めい物ぶつなんだ。アイビーに食たべてほしくて買かってきちゃった」


ラットルアさんが、カゴを持もちあげて見みせてくれる。


「うれしいです。ありがとうございます」


テントから出でて、周まわりを確かく認にんする。ボロルダさんとリックベルトさんが、机つくえを用よう意いしている姿すがたが見みえた。ドンッ。少すこし重おもたい物ものが置おかれる音おとがすると、机つくえの真まん中なかに大おおきな酒さけビン。今日きょうはお酒さけが解かい禁きんのようだ。それを見みて、ラットルアさんが持もっていたカゴを急いそいで机つくえに並ならべていく。


「よし、食くおう！」


ボロルダさんは食くおうと言いいながら、お酒さけをコップに注そそぎ飲のみ干ほす。


「あ～、久ひさ々びさの酒さけは美う味まい！」


「討とう伐ばつ隊たいのリーダーなんかになるからだろ。そのせいで俺おれたちも飲のめなかった」


リックベルトさんが、愚ぐ痴ちをボロルダさんにこぼす。


「仕し方かたないだろ、あの時ときは他ほかの奴やつがこの町まちにいなかったんだから。いたらしてね～よ」


ボロルダさんとリックベルトさんが交こう互ごに勢いきおいよく飲のんでいく。すごい！　まるで水みずみたいに飲のんでいる。


「二ふた人りとも、少すこし大人おとなしく飲のめ」


セイゼルクさんが、呆あきれたように酒さけのビンを取とり上あげる。


「「あ～……酒さけ！」」


取とり上あげられた酒さけビンに、手てを伸のばす二ふた人りの姿すがたに笑わらいが込こみ上あげる。


「セイゼルク、返かえせ！」


ボロルダさんが取とり上あげられた酒さけを取とり返かえすと、コップに酒さけを足たして飲のむ。セイゼルクさんは呆あきれた顔かおをしている。私わたしの中なかでボロルダさんの印いん象しょうって、どんどん変かわっていく。不ふ思し議ぎな人ひとだな。


「アイビー、気きにしなくていいよ。はい、これがこの町まちの名めい物ぶつ。モウの煮に込こみスープです！」


お皿さらに盛もられたスープは、モウの大おおきなお肉にくがごろごろと入はいったとろみのあるスープ。口くちに入いれると、懐なつかしい味あじに近ちかい。何なんだっけ……懐なつかしいって事ことは前まえの私わたしだな。ビーフシチューという言こと葉ばが浮うかぶ。どうやらビーフシチューという料りょう理りに味あじが似にているらしい。


「美お味いしくない？」


「えっ！」


じっと味あじを考かんがえているのを、不ま味ずいと勘かん違ちがいさせてしまったみたいだ。ラットルアさんが不ふ安あんそうに私わたしの顔かおを覗のぞき込こむ。


「違ちがいます。知しっている味あじに似にていたので」


あっ、これは駄だ目めだ。


「知しっている味あじ？」


「……はい。昔むかしにちょっと」


説せつ明めいとか無む理りです。ラトミ村むらでは、お肉にくは野のネズミぐらいだった。しかもほとんど干ほしてある物もの。どう言いえば、問もん題だいないかな。


「そっか～、美お味いしい？」


「はい。美お味いしいです」


「よかった。これは俺おれの好こう物ぶつなんだ」


「私わたしもこの味あじ、大だい好すきです」


「あっ、それはうれしい」


ラットルアさんは少すこし照てれたような、ただ少すこし寂さびしげに見みえる笑え顔がおを見みせた。時とき々どき、こんな表ひょう情じょうをする。すぐに隠かくされてしまうが、その表ひょう情じょうを見みると悲かなしくなる。きっと冒ぼう険けん者しゃの人ひとたちって、いろいろあるんだろうな。つらい事こととかも。


「アイビー！　君きみも飲のめ！」


「えっ？」


ちょっと目めが据すわったリックベルトさんがコップをずいっと差さし出だす。いきなり何なんだろう。それに私わたしが未み成せい年ねんだと知しっているよね。


「やめんか！　ったく。悪わるいなアイビー、今日きょうのリックベルトは絡からみ酒ざけだ」


セイゼルクさんが、私わたしに差さし出だされているコップを取とりあげた。それに不ふ服ふくそうな表ひょう情じょうを見みせるリックベルトさん。何なんだか新あたらしい一いち面めんだな。ただ、ものすごく目めが据すわっているから怖こわいけど。


「あちゃ～、今日きょうのリックベルトはめんどくさい方ほうだね」


「めんどくさい？」


「そう、酔よい方かたが三さん種しゅ類るいあるんだ彼かれ。笑わらい酒ざけ、絡からみ酒ざけ、あと自じ慢まん酒ざけ。今日きょうは一いち番ばん厄やっ介かいな絡からみ酒ざけだ」


ラットルアさんが、苦にが笑わらいしながら説せつ明めいしてくれた。


「ご飯はん食たべ終おわったら、テントに戻もどった方ほうがいいかな。あ～なると長ながいから」


セイゼルクさんに絡からんでいるリックベルトさんを見みる。


「いいか、今こん回かい俺おれは本ほん当とうに頑がん張ばったんだ。なのに誰だれだよ、俺おれの手て柄がらを～！」


絡からみ酒ざけというか、愚ぐ痴ちを隣となりで言いい続つづけられるのか。それは確たしかに嫌いやだな。よし、周まわりの物ものを片かた付づけてさっさとテントに戻もどろう。汚よごれたお皿さらなどを、静しずかに片かた付づける。リックベルトさんに見みつからないように、静しずかにテントに戻もどる。


「おやすみなさい」


私わたしのちいさな声こえに気きが付ついたセイゼルクさんが、片かた手てをあげてくれた。明日あした、皆みんな大だい丈じょう夫ぶかな？
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うっすらと目めを開あける。テントに微かすかな光ひかりが当あたっている事ことから、明あけ方がただろう。不ふ快かいに感かんじる気け配はいを探さぐるが、近ちかくには存そん在ざいしない。ホッと息いきをつくと、腕うでを伸のばして体からだをほぐす。


「ふぅ～」


起おき上あがって横よこを見みると、ソラが何なんとも気き持もちよさそうに熟じゅく睡すい中ちゅうだ。もう一いち度ど眠ねむりたい欲よっ求きゅうを抑おさえて、着き替がえに手てを伸のばす。


昨日きのう、捨すて場ばに向むかったのはポーションの事こともあったが、もう一ひとつ確かく認にんしたかったからだ。本ほん当とうに私わたしが、狙ねらわれているのかどうか。広ひろ場ばで数すう度どにわたり感かんじた不ふ快かい感かんは、二ふつ日か間かんの旅たびの道どう中ちゅうでは全まったく察さっ知ち出で来きなかった。もしかしたら、討とう伐ばつ隊たいの雰ふん囲い気きに慣なれない私わたしが、錯さっ覚かくしてしまったのではないかと考かんがえた。ソラを信しんじてはいるが、少すこしだけ勘かん違ちがいであってほしいという思おもいもあった。でも昨日きのう察さっ知ちした不ふ快かい感かんには、それ以い外がいに粘ねん着ちゃく質しつな視し線せんも感かんじた。正しょう直じき、こんな早はやく事ことが起おこるとは思おもわなかった。でも、分わかった以い上じょうは考かんがえなければならない。狙ねらわれているのが間ま違ちがいないのなら、どうすればいいのか。そしてミーラさんの事ことを……。ラットルアさんとミーラさんはとても仲なかが良よさそうだった。信しんじてくれるだろうか？　不ふ安あんがよぎるが、正しょう直じきに話はなす方ほうがいいだろう。たとえ、それで……嫌きらわれて、見み放はなされても。


「よし！」


毛もう布ふの上うえで気き持もちよさそうに寝ねているソラを見みて気き持もちを落おち着つかせてから、テントの入いり口ぐちを開あける。テントの外そとで、もう一いち度ど腕うでを伸のばして体からだをほぐす。


周まわりを見みて……机つくえに突つっ伏ぷして寝ねている、リックベルトさんとボロルダさんを発はっ見けんした。酔よいつぶれて、寝ねてしまったようだ。えっと、とりあえず朝ちょう食しょくに、消しょう化かに良よく、さっぱりしたスープでも作つくろうかな。確たしか、まだ薬やく草そうが残のこっていたはずだ。話はなしを聞きいてもらうには、まずはしっかりと起おきてもらわないと。火ひをおこして、鍋なべに水みずと薄うすくスライスした干ほし肉にく、料りょう理りに使つかっていいともらった根こん野や菜さいを入いれて煮に込こむ。野や菜さいが柔やわらかくなったら、薬やく草そうを入いれてスープは完かん成せい。後あとは……。


「良いい匂におい」


ボロルダさんが匂においにつられたのか、机つくえからむっくと起おき上あがる。リックベルトさんも起おき上あがって、不ふ思し議ぎそうに周まわりを見み回まわしている。


「あれ？　……なんでここに？」


その様よう子すを見みていたボロルダさんは大おおきなため息いきをついて、頭あたまを掻かいている。


「あれだけ、俺おれに絡からんでおいてすっかり記き憶おくから消けし去さるんだから……。ほんとお前まえってめんどくさいわ～」


「あ～……」


二ふた人りの声こえはなんだかぼそぼそと、少すこし聞ききづらい。喉のどでも痛いたいのかな？


「アイビー、おはよう！　悪わるい寝ね過すごした」


「「ぅわ……声こえが……」」


ラットルアさんがいつもの調ちょう子しで声こえを出だすと、ボロルダさんとリックベルトさんが頭あたまを抱かかえた。


「大だい丈じょう夫ぶですか？」


「アイビー、おはよう。その二ふた人りだったら放ほう置ちして構かまわない。ただの二ふつ日か酔よいだ」


セイゼルクさんが、テントから出でてきて紙かみ袋ぶくろをラットルアさんに渡わたす。


「そうそう。あれだけ注ちゅう意いしたのにな」


「声こえを抑おさえてくれ。響ひびく」


リックベルトさんが、心しん底そこ嫌いやそうな顔かおをしている。本ほん当とうにつらいようだ。


「それより悪わるい。俺おれも寝ね過すごしてしまった」


謝あやまってくるセイゼルクさんに、首くびを横よこに振ふる。スープを器うつわに取とり分わけていると、ボロルダさんが机つくえに並ならべてくれた。ラットルアさんは、紙かみ袋ぶくろから黒くろパンを取とり出だして切きり分わけてくれたようだ。


「いただきます」


二ふつ日か酔よいの二ふた人りは、少すこし迷まよってからスープに手てを出だした。


「あっ、すごいさっぱりだ」


「ほんとだ」


二ふつ日か酔よいでも食たべてもらえる味あじだったようで、ホッとした。


食しょく事じが終おわって、お茶ちゃを飲のむ。


どうしよう、ここでいきなり話はなし出だしてもいいのかな？　もう少すこし、落おち着ついてから？


「アイビー、少すこし話はなしがあるのだが大だい丈じょう夫ぶかな？」


「はい」


私わたしも話はなしがあるので丁ちょう度どいい。あれ……何なんだろう、セイゼルクさんの表ひょう情じょうは何なにかとてもつらそうだ。それにラットルアさんが、どことなく不ふ機き嫌げんに見みえる。ボロルダさんも、何なんとも言いえない表ひょう情じょうをしている。リックベルトさんは、下したを向むいていて表ひょう情じょうが分わからない。……何なにが始はじまるの？


「…………えっとだな」


セイゼルクさんが言いいづらそうに話はなし出だす。


「はい」


「無む理りだったら断ことわってくれてもいいからな。それを前ぜん提ていに聞きいてほしい。アイビーに組そ織しきを捕つかまえる手て伝つだいをしてほしい……囮おとりになってほしいという事ことなんだが」


「……いいですよ」


逃にげ続つづける事ことは出で来きない。だったらどうするべきか、ずっと考かんがえていた。今いまの私わたしの状じょう態たいを考かんがえて、囮おとりという言こと葉ばが浮うかんだ。正しょう直じき怖こわい、でも現げん状じょうを打だ破はするには最さい適てきな方ほう法ほうだと感かんじた。


「アイビー、駄だ目めだ！　そんな簡かん単たんに！」


ラットルアさんが、泣なきそうな表ひょう情じょうで私わたしの肩かたを掴つかむ。その顔かおを見みると、申もうし訳わけなく思おもう。でも、これ以い外がいに何なにか方ほう法ほうがあるならきっと、セイゼルクさんは私わたしにこんな話はなしはしない。おそらく方ほう法ほうが無ないのだろう。







    
  
  




「私わたしもお願ねがいしようと思おもっていました。このままでは私わたしは身み動うごきが出で来きません。だから協きょう力りょくしてほしいと」


「「「「えっ！」」」」


全ぜん員いんが驚おどろいた顔かおをした。


「それと……」


心しん臓ぞうが嫌いやな音おとを立たてる。これを言いったら、誰だれも手て伝つだってくれなくなるかもしれない。それでも、言いわないと駄だ目めだから。


「緑みどりの風かぜのミーラさんたちは、組そ織しきの人にん間げんかもしれません」


ラットルアさんと視し線せんを合あわせていたが、最さい後ごは俯うつむいてしまった。信しんじてもらえないかも知しれない。私わたしを嘘うそつきだと思おもうかもしれない。怖こわい。でも、この事ことは隠かくしておけない。


「……アイビーが疑うたがっていたのは知しっている。それに……ミーラが裏うら切ぎり者ものだって事ことも昨日きのう分わかった」


「えっ？」


ラットルアさんの寂さびしそうな声こえに顔かおをあげる。そこには、何なんとも言いえない表ひょう情じょうをした彼かれがいた。


「討とう伐ばつ隊たいの広ひろ場ばに居いた時とき、一いっ生しょう懸けん命めい何なにかを隠かくそうとしていたでしょ？　最さい初しょは分わからなかった。でも、見みていて気きが付ついた。ミーラをすごく怖こわがっている事ことに」


討とう伐ばつ中ちゅうって、そんな前まえから？　でも、昨日きのうって？


「ラットルアから夕ゆう飯はんを一いっ緒しょに食たべてほしいとお願ねがいされた時ときに、一いち応おう理り由ゆうは聞きいていた。だが信しんじてはいなかった、ミーラは仲なか間まだからな。だが、昨日きのうミーラたちを見みて裏うら切ぎり者ものが誰だれか理り解かいした」


ボロルダさんの言こと葉ばに、疑ぎ問もんが浮うかぶ。夕ゆう飯はんを一いっ緒しょにっていつの事ことだろう？　それに、裏うら切ぎり者ものがいた事ことは分わかっていたという事こと？


「しかしあれは驚おどろいたな。討とう伐ばつから広ひろ場ばに戻もどったら、いきなりラットルアが頭あたまを下さげるんだから」


暗くらくなりすぎた雰ふん囲い気きを変かえるためか、ボロルダさんが明あかるい声こえを出だす。それに釣つられてセイゼルクさんもラットルアさんも笑わらう。討とう伐ばつの時ときの夕ゆう飯はん……あっ、ラットルアさんが討とう伐ばつを休やすんだ日ひの事ことかな。あの日ひミーラさんに夕ゆう飯はんを一いっ緒しょにと誘さそわれて、どうしようかと思おもっていたらラットルアさんが「リーダーと、もう予よ定ていがある」って……でも違ったのか。そっか、私わたしの態たい度どで気きが付ついて、助たすけてくれたのか。


「ラットルアさん、ありがとうございます」


「いや、あの時ときは半はん信しん半はん疑ぎだった。でもアイビーといっぱい話はなして、誰だれかを騙だまそうとする子こではないと思おもったから」


深ふかく頭あたまを下さげる。正しょう直じき、信しんじてくれるとは思おもっていなかった。だって、ミーラさんたちは今いままで苦く楽らくを共ともにした仲なか間まだ。それなのに、半はん信しん半はん疑ぎとはいえ、ずっと私わたしを守まもってくれていた。涙なみだがこぼれる。頭あたまがそっと撫なでられた。


「ごめんな。もっと早はやく話はなせばよかったよな。でも……ミーラを信しんじたかった」


首くびを横よこに振ふる。当あたり前まえだ、仲なか間まなのだから。それを思おもうと、よけいに涙なみだがこぼれる。何なんとか深しん呼こ吸きゅうをして涙なみだを止とめる。顔かおをあげると、ボロルダさんがタオルでそっと顔かおを拭ぬぐってくれた。
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タオルを受うけ取とって、目め元もとに残のこっている水すい分ぶんを拭ふき取とる。


「ありがとうございます」


「アイビーはどうして、ミーラの事ことに気きが付つけたんだ？」


リックベルトさんの疑ぎ問もんは当とう然ぜんだろう。冒ぼう険けん者しゃとして未み熟じゅくな私わたしが、どうやって気きが付ついたのか。どう答こたえるべきだろう。嘘うそはつきたくない。信しんじてくれた人ひとたちだ。必ひつ要ような事ことだけ、言いえばいいかな……。


「私わたしは、テイマーなんです。それで……少すこし変かわったスライムをテイムしている状じょう態たいなのですが、その子こが教おしえてくれました」


緊きん張ちょうのせいで、少すこし変へんな言いい方かたをしてしまった。大だい丈じょう夫ぶかな？


「えっ、テイマーだったの？　それにスライムが教おしえてくれたって？」


ラットルアさんの驚おどろいた表ひょう情じょう。やっぱり無む理りがあるかな。でもスライムにはいろいろ種しゅ類るいがいて、まだ不ふ明めいな点てんも多おおいと聞きいたのだけど。


「かなり珍めずらしいスライムである事ことは間ま違ちがいないな。誰だれにも知しられていない種しゅ類るいなのだろう。スライムは、まだまだ未み解かい明めいなところが多おおいからな」


セイゼルクさんの言こと葉ばに少すこしホッとする。未み解かい明めいな存そん在ざいと言いわれているなら、少すこし見みられたとしても誤ご魔ま化かす事ことが出で来きる。これからの旅たび、少すこし余よ裕ゆうが持もてるかもしれない。


「しかし、消しょう化か以い外がいの能のう力りょくを持もつスライムか、かなりレアだな」


リックベルトさんの言こと葉ばに、やはり見みられるのは駄だ目めかもしれないと思おもい直なおす。


「テイムしているスライムが、ミーラが裏うら切ぎり者ものだって教おしえてくれたのか？」


ボロルダさんが、少すこし不ふ思し議ぎそうに聞きいてくる。その質しつ問もんに少すこし考かんがえる。どう言いえば正せい解かいだろう？


「ソラ、スライムはソラって言いうのですが、私わたしの話はなしにいつも色いろ々いろな反はん応のうをしてくれます。でも、ミーラさんの話はなしには反はん応のうが無なくて。気きになったので他ほかの人ひとの名な前まえを出だして反はん応のうを確たしかめました。そうしたらやっぱりミーラさんにだけ反はん応のうが無なくて、そこから判はん断だんしました」


「そうか、反はん応のうで……しかし、そうなるとアイビーのスライムは人ひとを区く別べつ出で来きているな。本ほん当とうにかなりレアだ」


「区く別べつですか？」


「あぁ、一いっ般ぱん的てきなスライムはテイムした者ものは認にん識しきするが、周まわりにいる者ものたちまで区く別べつ出で来きないと思おもわれている」


そうだったんだ、という事ことはミーラさんにだけ無む反はん応のうだと思おもったのは私わたしの気きのせいということ？　いやでも、ソラにオグト隊たい長ちょうさんの話はなしをした時ときと、ヴェリヴェラ副ふく隊たい長ちょうさんの話はなしをした時ときでは確かく実じつに反はん応のうは違ちがった。あれは気きのせいではないと思おもう。という事ことは本ほん当とうにソラはかなり珍めずらしいスライムって事ことなのかな。


ボロルダさんが、眉み間けんに皺しわを寄よせて何なにかを考かんがえ込こんでいる。セイゼルクさんも、少すこし複ふく雑ざつそうだ。何なにか、問もん題だいでもあるのだろうか？　やっぱり、ソラの事ことを話はなすのは駄だ目めだったのかな？


「アイビー、そのスライムだが、ミーラに見みられた可か能のう性せいはあるか？」


セイゼルクさんの硬かたい声こえに少すこし震ふるえる。


「無ないと思おもいます」


「そうか。他ほかに知しっている者ものは？」


「……いないと思おもいます」


「だったら、問もん題だいが解かい決けつするまでは誰だれにも見みせては駄だ目めだ。絶ぜっ対たいに」


セイゼルクさんの真しん剣けんな目めが怖こわい。声こえが出でなくて頷うなずくが、どうしてだろう。無む防ぼう備びに見みせるつもりはないが……。


「知しられてしまうと、アイビーの価か値ちが上あがる。奴やつらにとって付ふ加か価か値ちが付ついた者ものは、何なにが何なんでも手てに入いれようとするだろうからな」


価か値ちが上あがる？　レアなスライムをテイムしている事ことで、付ふ加か価か値ちが付ついた？　そんな事ことで？　ボロルダさんの言こと葉ばに、全ぜん身しんが硬こう直ちょくする。ギュッと握にぎり込こんだ手てに、温あたたかな何なにかを感かんじた。見みると、ラットルアさんが私わたしの握にぎり込こんだ手てをそっと包つつみ込こんでくれていた。


「大だい丈じょう夫ぶ。俺おれたちがいるから」


「……はい」


私わたしの状じょう態たいを見みてリックベルトさんが、少すこし落おち着つこうと新あたらしいお茶ちゃを入いれてくれた。ゆっくりと飲のむと、心こころがスーッと落おち着つく。強こわ張ばっていた体からだからも力ちからが抜ぬける。大だい丈じょう夫ぶ。守まもってくれる人ひともいるし、ソラもいる。だから大だい丈じょう夫ぶ。


「昨日きのうさ。一いち度ど俺おれたちここまで戻もどってきたんだよ。夕ゆう方がたより少すこし前まえかな」


ラットルアさんの明あかるい声こえが、場ばの雰ふん囲い気きを少すこし明あかるくした。


「えっ、そうだったのですか？」


「そう、なのにアイビーがいなかったから慌あわてた。もしかして攫さらわれたのかもって」


「あっ、すみません。私わたし、どうしても確かく認にんしたくて。旅たびの間あいだ、不ふ快かいを感かんじる事ことが無なかったので、もしかして気きのせいだったのかもしれないって。だから一ひと人りになれば、何なにか分わかるかもしれないと思おもったんです」


「えっ、そうだったのか。俺おれたちは……」


ボロルダさんの少すこし慌あわてた声こえに首くびを傾かしげる。


「はい？」


「ほら、アイビーは年ねん齢れいの割わりにしっかりしているから違ちがうって言いっただろ！」


「悪わるい。あ～、そのつまり、ラットルア以い外がいは無む防ぼう備びに遊あそびに行いきやがってってまぁ……なぁ？」


ボロルダさんの言こと葉ばに驚おどろく。まさかそんな風ふうに見みられていたとは……でもそうか、狙ねらわれているのに一ひと人りで行こう動どうしたから。


「すみません。軽かるはずみな行こう動どうしてしまって……」


私わたしの謝しゃ罪ざいに、ボロルダさんが真ま顔がおで、


「本ほん当とうにアイビーって八はっ歳さい？」


なんて聞きいてきた。八はっ歳さいだけど何なんだろう。あれ？　でも今日きょうって確たしか八はち月がつの初はじめだったな、なら。


「九きゅう歳さいになりました」


「……そういう事ことではないのだが。って、九きゅう歳さい？　えっ、数すう日じつ前まえは八はっ歳さいだったよね」


「昨日きのうです。七しち月がつの終おわりが誕たん生じょう日びだと聞きいているので。おそらく九きゅう歳さいになりました」


「そんな淡たん々たんと……って、おめでとう」


ラットルアさんが、なぜか苦にが笑わらいしながら誕たん生じょう日びを祝いわってくれた。何なんだか久ひさ々びさにその言こと葉ばを聞きいたような気きがする。五ご歳さいの誕たん生じょう日びに聞きいたのが最さい後ごだ。ここ数すう年ねんは、気きが付ついたら誕たん生じょう日びは終おわっていたし。


「うれしいです。ありがとうございます」


ラットルアさんの言こと葉ばに、気き持もちが和なごむ。これにはちょっと、自じ分ぶんでも驚おどろいた。言こと葉ば一ひとつで、本ほん当とうに心こころがぽかぽかとなったのだから。なぜか少すこし驚おどろいた表ひょう情じょうをしたラットルアさんは、私わたしの頭あたまを優やさしく撫なでてくれた。彼かれは本ほん当とうに優やさしい。


「問もん題だいが解かい決けつしたら、盛せい大だいに誕たん生じょう日びをお祝いわいしような」


「えっ、別べつにそれは」


「いいの、いいの。そうだ、疑うたがったボロルダとセイゼルクに奢おごらせよう」


「いや、悪わるいですから。それに無む断だんで行こう動どうした私わたしも悪わるいですし」


ラットルアさんの言こと葉ばに慌あわててしまう。うれしいという気き持もちが大おおきいが、さすがにそれは悪わるい。


「いいぞ奢おごってやる。アイビーの行こう動どうのおかげで、分わかった事ことがあるからな」


私わたしの行こう動どう？


「私わたし、何なにかしましたか？」


何なにか問もん題だいのある行こう動どうでも、してしまったのだろうか？　一ひと人りで町まちの中なかを歩あるき回まわった以い外がいは、何なにもしていないと思おもうのだけど。


「アイビーは悪わるくないよ。逆ぎゃくに俺おれたちは感かん謝しゃをしている。昨日きのうアイビーも、通とおりで察さっ知ちしただろ？」


昨日きのうの通とおりというなら、あの不ふ快かい感かんの事ことだろうな。私わたしは静しずかに頷うなずく。ボロルダさんは、少すこし悲かなしそうな表ひょう情じょうを見みせる。


「あの時とき、通とおりの反はん対たい側がわにミーラがいたんだ」


「そうですか、ミーラさんが」


「その時とき、ミーラと一いっ緒しょにいた人じん物ぶつが問もん題だいでな。まぁ、そのお蔭かげで俺おれたちは、裏うら切ぎり者ものが誰だれなのか判はん断だん出で来きたんだが」


一いっ緒しょにいた人じん物ぶつ？　その人ひとかな、あの粘ねん着ちゃく質しつな視し線せんを向むけてきたのは。ミーラさんだけなら、不ふ快かい感かんだけのような気きがする。


「どうした？」


「えっ……あっ、昨日きのうは不ふ快かい感かんだけではなく、粘ねん着ちゃく質しつな視し線せんのようなモノも気きになったので……」


私わたしの言こと葉ばに、四よ人にんが息いきを呑のむ。そしてお互たがいに顔かおを見み合あわせている。何なんだろう、何なにかおかしなことを言いったのかな？


「どうしたんですか？」


「アイビーってテイマー以い外がいに、看かん破ぱスキルを持もっているのか？」


「かんぱ？　いえ、持もっていませんが」


かんぱって何なんだろう。聞きいた事ことが無ないな。


「そうか。だとすると身みの危き険けんを感かんじて、視し線せんの種しゅ類るいを見み破やぶったのかもしれないな」


身みの危き険けんを感かんじて？　確たしかにあの視し線せんは気き持もちが悪わるかった。すぐに何ど処こかに身みを隠かくしたくなったもんな。あんなの、二に度どと感かんじたくない。
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「粘ねん着ちゃく質しつな視し線せんか……くそっ！　なんでなんだ」


不ふ意いに聞きこえたリックベルトさんの、感かん情じょうを押おし殺ころしたような声こえに体からだが震ふるえる。他ほかの三さん人にんはリックベルトさんを見みると、気きまずそうに視し線せんを逸そらした。何なんとも言いえない雰ふん囲い気きが辺あたりに漂ただよいだした事ことに、微かすかに体からだが震ふるえた。


「[image: あ゛]～」


リックベルトさんが、大おおきな声こえを出だして頭あたまを掻かきむしった。その行こう動どうに驚おどろいて、小ちいさな声こえが口くちから飛とび出だしてしまう。


「あっ、ごめん。悪わるいなアイビー。驚おどろかせちまった。ちょっと気き持もちが抑おさえられなくて」


「いえ……大だい丈じょう夫ぶですか？」


昨日きのうからリックベルトさんは少すこし苛いら立だっていた。どうしてなのか不ふ思し議ぎだったが、ミーラさんたちの事ことだったのか。


「昨日きのう、ミーラと一いっ緒しょに兄あにのマルマもいたんだ」


「マルマさんも？」


「マルマは俺おれの幼おさな馴なじ染みだ。俺おれの命いのちの恩おん人じんでもある。……どこで間ま違ちがっちまったんだろうなぁ？」


その答こたえは、ここには無ない。誰だれにも答こたえる事ことが出で来きない質しつ問もんだ。泣なきそうな表ひょう情じょうで少すこし笑わらったリックベルトさんに、心しん臓ぞうがギュッと軋きしむような気きがした。


「リック、この件けんから降おりてもいいぞ」


「いや、俺おれの手てで捕つかまえたい。それにまだ……信しんじたい気き持もちもある」


「そうか」


ボロルダさんが、リックベルトさんの肩かたを数すう回かい軽かるく叩たたく。ラットルアさんもセイゼルクさんも、少すこし苦くるしそうだ。本ほん当とうに大たい切せつな仲なか間まなのだ。ミーラさんもマルマさんも、トルトさんも。悲かなしいな。


「ふ～、話はなしを続つづけないとな。アイビーには全すべてを話はなしておいた方ほうが良よさそうだ。疑ぎ問もんもあるだろ？」


確たしかにある。昨日きのう何なにがあったのか、何なにを見みたのか。気き持もちを落おち着つけて、ボロルダさんと向むき合あう。


「少すこし前まえに、取とり締しまりをしたが失しっ敗ぱいした、という話はなしを覚おぼえているか？」


「はい。情じょう報ほうが漏もれていたという事ことでした」


「そうだ。その情じょう報ほうは限かぎられた者ものにしか知しらされていなかった。つまり、知しっていた者ものたちの中なかに裏うら切ぎり者ものがいるという事ことだ」


「自じ警けい団だんの団だん長ちょう、副ふく団だん長ちょう、そしてギルマスが独どく自じに情じょう報ほうを知しっていた者ものたちを調ちょう査さしたらしい。だが、証しょう拠こを見みつける事ことは出で来きなかったそうだ。だが裏うら切ぎり者ものはいると断だん言げんされたよ、それが討とう伐ばつに行いく前ぜん日じつだ」


「その話はなしを聞きかされたのは俺おれたち四よ人にんだけだ。ちょっとギルマスと飲のむ機き会かいがあってな」


ボロルダさんもセイゼルクさんも、淡たん々たんと話はなしを続つづけていく。仲なか間まを調ちょう査さする事ことになった人ひとたちは苦くるしかっただろうな。そして、それを聞きかされた彼かれらも。あぁそうか、この話はなしを知しっていたから四よ人にんは私わたしと一いっ緒しょにいてくれたのか。


「昨日きのう討とう伐ばつ隊たいの集あつまりの後あと、ギルマスに挨あい拶さつに行いったのだが、そこである依い頼らいをされた。ある商しょう人にんが特とく殊しゅな商しょう品ひんを扱あつかっている証しょう拠こが見みつかった。まだ証しょう拠こ能のう力りょくとしては弱よわいため、情じょう報ほうを集あつめてほしいと」


「商しょう人にんが扱あつかっているのが人ひとなんだが、その……まぁ、何なんだ。アイビーには言いいにくいのだが……」


何なんだろう？　ボロルダさんが、突とつ然ぜんしどろもどろになりだした。セイゼルクさんも眉み間けんにすごい皺しわが。それほど言いいにくい事ことなのだろうか？　商しょう人にんが扱あつかうのが人ひとというのは予よ測そく出で来きる。人ひとを攫さらって売うりさばく、おそらく裏うらの奴ど隷れい商しょう人にん。これ以い上じょうに何なにか言いいにくい事ことなのだろうか？　しかも私わたしに？


「あ～、つまり……気き分ぶんが悪わるくなったら言いってくれ？」


「はい」


ものすごく真しん剣けんにボロルダさんが言いうので緊きん張ちょう感かんが増ます。


「こいつの扱あつかっている商しょう品ひんは、子こ供どもなんだ。とくに男おとこの子こだ。そのだな……大人おとなにはその、特とく殊しゅな性せい癖へきというか、その……間ま違ちがった愛あい情じょうを子こ供どもに向むける奴やつがいてな、そんな奴やつらのための商しょう人にんなんだよ……大だい丈じょう夫ぶか？」


なるほど、幼よう児じ性せい愛あい者しゃ……変へん態たい。その商しょう人にんに狙ねらわれているという事ことか……子こ供どもに性せい欲よく？


「アイビー、大だい丈じょう夫ぶか？」


考かんがえ込こんでしまった私わたしを心しん配ぱいして、ラットルアさんが声こえを掛かけてくれた。黙だまっていたので気き分ぶんが悪わるくなったと、思おもわれたのかもしれない。


「大だい丈じょう夫ぶです。えっと、……大だい丈じょう夫ぶです」


いや、大だい丈じょう夫ぶではない。頭あたまの中なかがぐるぐるしていて気き分ぶんが悪わるい。そんな対たい象しょうに……私わたしが……。少すこし、違ちがう事ことを考かんがえて落おち着つこう。


「あの、炎ほのおの剣けんも雷らい王おうも上じょう位い冒ぼう険けん者しゃですよね。そんな人ひとたちと一いっ緒しょにいるのに、狙ねらう理り由ゆうは何なんですか？　リスクが高たかいですよね？」


「……金かねだな。そして今いままで培つちかってきた自じ信しんだろう」


「お金かねと自じ信しん？」


「表おもてに出だせない性せい癖へきだからな、そういう対たい象しょうで狙ねらわれた子こ供どもはかなり高こう額がくで取とり引ひきされる。とくに国くにの取とり締しまりが厳きびしくなって、罰ばつが重おもくなったおかげで値ね段だんが跳はね上あがった」


ボロルダさんが、大おおきなため息いきをつく。取とり締しまりが強きょう化かされたのは良いいが、逆ぎゃくに値ねが吊つり上あがり、金かねになる商しょう売ばいになってしまったのか。何なんだか、やるせない気き持もちになるな。


「それと組そ織しきについて、まだ何なにも発はっ覚かくしていないと思おもっているため、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃごときには邪じゃ魔まはされないと考かんがえているんだろうな。今いままで通どおり仕し事ごとをすれば問もん題だいないと」


セイゼルクさんの声こえに嫌けん悪お感かんが交まじる。


「今こん回かいだって裏うら切ぎり者ものだと知しっていなければ、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃではないが、緑みどりの風かぜにも商しょう人にんの情じょう報ほうが流ながれたはずだ。そうなれば商しょう人にんはすぐさま消けされただろう」


あれ？　今いま、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃではないがって言いった？


「緑みどりの風かぜも上じょう位い冒ぼう険けん者しゃですよね？」


「いや、違ちがうぞ。なんであいつらを上じょう位い冒ぼう険けん者しゃだと思おもったんだ？　本ほん人にんが言いったのか？」


えっ？　違ちがうの？　上じょう位い冒ぼう険けん者しゃのメンバーって言いっていたような気きがするけど、聞きき間ま違ちがえたのかな？


「えっと、ミーラさんの話はなし方かたから、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃだと判はん断だんしたのですけど」


「ミーラの話はなし方かたで？　まぁ違ちがうと言いっても、ある貴き族ぞくからの推すい薦せんで扱あつかいはほぼ上じょう位い冒ぼう険けん者しゃと変かわらなくなっているからな。もしかしたらアイビーの警けい戒かい心しんを無なくすために、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃだと思おもわせたのかもしれないな」


セイゼルクさんの言こと葉ばに疑ぎ問もんが浮うかぶ。貴き族ぞくさんが推すい薦せん？　その貴き族ぞくさんと知しり合あいだったとか？　親しん戚せき関かん係けいがあるとか？


「その貴き族ぞくさんと、緑みどりの風かぜって親したしいのですか？　もしくは親しん戚せきとか？」


「いや。その貴き族ぞくの話はなしでは、仕し事ごとで問もん題だいが起おきた時ときに、緑みどりの風かぜが親しん身みになって相そう談だんに乗のり解かい決けつしてくれたらしい。その仕し事ごとぶりから上じょう位い冒ぼう険けん者しゃにしてあげてほしいと推すい薦せんがあったそうだ。ギルマスの反はん対たいがあったから上じょう位い冒ぼう険けん者しゃにはなれなかったが、貴き族ぞくの顔かおを立たてて扱あつかいが俺おれたちとほぼ一いっ緒しょになったんだ。あっ、ちなみに親したしいとか血けつ縁えん関かん係けいで口くちを出だしたら、それは駄だ目め。貴き族ぞくと言いえど非ひ難なんされる」


仕し事ごとぶりを見みて推すい薦せんするのは別べつにおかしくはないかな。でも、何なにか気きになるな。


「あの緑みどりの風かぜを推すい薦せんした貴き族ぞくさんとはどんな人ひとなんですか？」


顔かおを立たてる必ひつ要ようがあると言いっていた、という事ことは結けっ構こう上うえの貴き族ぞくの人ひとだよね？


「まさかアイビー、その貴き族ぞくを疑うたがっているのか？」


セイゼルクさんが、驚おどろいた表ひょう情じょうをする。ボロルダさんもリックベルトさんもだ。


「ちょっと気きになっていて。そう言いえば、どうしてギルマスさんは緑みどりの風かぜを上じょう位い冒ぼう険けん者しゃにしなかったのですか？」


「確たしか、冒ぼう険けん者しゃとして、不ふ安あん要よう素そがあるとか言いっていたな」


不ふ安あん要よう素そ？　これは私わたしが考かんがえても理り解かい出で来きないな。


「貴き族ぞくさんたちがお世せ話わになっている冒ぼう険けん者しゃの事ことを、推すい薦せんする事ことは良よくある事ことなんですか？」


「たまにだな。ほとんどの貴き族ぞくは冒ぼう険けん者しゃを見み下くだしてる奴やつが多おおいから。緑みどりの風かぜを推すい薦せんした貴き族ぞくは、冒ぼう険けん者しゃには人にん気きの人ひとだよ。同どう等とうに扱あつかってくれるってな」


どうしてだろう？　いい話はなしのはずなのに聞きけば聞きくほど胡う散さん臭くさく感かんじる。これって私わたしだけ？　リックベルトさんたちを見みるが、特とくに何なにか感かんじているようには見みえない。やはり、私わたしの思おもい過すごしなのかな？


「その貴き族ぞくさんの仕し事ごとを、緑みどりの風かぜはどれくらい引ひき受うけていたのですか？」


「えっ？　どれくらい？」


「はい。推すい薦せんするぐらいですから一いっ回かい二に回かいではないですよね。さすがにそんな簡かん単たんに生せい来らいの性せい質しつが分わかる事ことはないと思おもうので」


あれ？　何なにか問もん題だい発はつ言げんでもしたのかな？　心こころなしか皆みんなの表ひょう情じょうが険けわしくなったのだけど。


「記き憶おくにある限かぎり一いっ回かいだ」


えっ一いっ回かい？　驚おどろいてセイゼルクさんを見みると頷うなずかれた。本ほん当とうに一いっ回かいらしい。


「そういえば、俺おれたちも一いっ回かい仕し事ごとを依い頼らいされたよな？」


「あぁ。……ボロルダのところはどうだ？」


セイゼルクさんがボロルダさんに聞きくと「一いっ回かいだけだ」と答こたえた。


「それってなんだか、自じ分ぶんたちの仲なか間まに出で来きるか見み極きわめているみたいですね」


私わたしが言いうと、全ぜん員いんが私わたしを凝ぎょう視しした。


「やたら質しつ問もんが多おおかったよな。親したしくなりたいからと言いわれたが。あれって俺おれたちを……」


リックベルトさんの言こと葉ばに何なにか思おもう事ことがあるのか、ボロルダさんが舌した打うちをした。


「貴き族ぞくにも注ちゅう意いが必ひつ要ようになるとしたら、少すこし厄やっ介かいだな。他ほかにも裏うら切ぎり者ものがいるかもしれないし」


ボロルダさんが、苦にが笑わらいを浮うかべる。ミーラさんが裏うら切ぎり者ものだった事ことで、誰だれが味み方かたで誰だれが敵てきなのか、分わからなくなっているみたいだ。誰だれかの大おおきなため息いきが聞きこえると、空くう気きが重おもくなった気きがした。


「ふぅ～」


少すこし気き分ぶんを変かえたくて周まわりを見みた瞬しゅん間かん、他ほかの冒ぼう険けん者しゃが目めに入はいりヒヤリと寒さむ気けがした。今いまの会かい話わを聞きかれた！　……あれ？　あの位い置ちなら今いまの会かい話わが聞きこえているはず。なのにこちらを気きにしている様よう子すがない。他ほかの所ところに目めを向むけるが、誰だれも私わたしたちの会かい話わを気きにしていない。もしかして、聞きこえていない？


「あの、会かい話わって何なにかで遮しゃ断だんでもしていたりします？」


「あれ？　今いま気きが付ついた？　防ぼう音おんアイテムを使つかっているんだ。魔ま物ものからドロップしたマジックアイテム。すごいでしょ」


ラットルアさんが、少すこし自じ慢まんげに机つくえの上うえの防ぼう音おんアイテムを指さす。気きが付つかなかった。それにしても魔ま物ものからのドロップアイテムか……この辺あたりがゲームなんだよね……ん？　何なんだろ今いまの、あぁ前まえの私わたしの知ち識しきか。でも、今いまの会かい話わで少すこし空くう気きが軽かるくなったようだ。よかった、ちょっと居い心ごこ地ちが悪わるかったんだよね。あれ？　そう言いえばミーラさんが裏うら切ぎり者ものってどうして分わかったんだっけ？　あっ、確たしか問もん題だいになっている人ひとと一いっ緒しょにいたからだったかな。でも、それだけ？
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「あの……」


「どうした？」


「ミーラさんの事ことを、どうして裏うら切ぎり者ものだと判はん断だんしたのですか？」


「「「「えっ？」」」」


全ぜん員いんが不ふ思し議ぎそうに私わたしを見みつめる。あれ？　もしかして話はなしてくれたっけ？　いや、まだだよね。聞きいたのは問もん題だいの人じん物ぶつと一いっ緒しょにいて、そこにマルマさんがいたって事ことだったはず。


「話はなしていなかったか……どうやら、まだ心こころの何ど処こかで認みとめたくないと思おもっているらしい」


セイゼルクさんが、苦く笑しょうを浮うかべた。ラットルアさん以い外がいの二ふた人りも同おなじような表ひょう情じょうだ。


「とりあえず、俺おれが裏うら切ぎり者ものだと判はん断だんした理り由ゆうだな。ラットルアの話はなしが気きにはなっていた、だから気きが付つけたんだろう。商しょう人にんとミーラとマルマが見みせた、ほんの一いっ瞬しゅんのアイビーを見みる目めに……以い前ぜん、奴ど隷れい商しょう人にんが見みせた値ね踏ぶみする視し線せんと同おなじものを察さっ知ちした。それが疑うたがうきっかけだ。そのあとのリックベルトとマルマの話はなしで決けっ定てい的てきになった」


「俺おれはその視し線せんには気きが付つかなかった。というかラットルアの話はなしは全まったく信しんじていなかったよ。仲なか間まを疑うたがうなんてってな。だから証しょう明めいしてやろうって、商しょう人にんと別わかれた二ふた人りに『見みかけない奴やつだな知しり合あいか』って声こえを掛かけた。そうだって言いってほしかったんだ。なのに『迷まい子ごらしい、ちょっと道みちを聞きかれた』だってさ」


「リックのその行こう動どうには焦あせったな。こちらが何なにか気き付づいたと知しったら、消けされる可か能のう性せいがあったからさ。だが、そのお蔭かげで商しょう人にんとは隠かくしておきたい関かん係けいだという事ことが分わかった。まぁ、俺おれはこの辺あたりからかな、二ふた人りに対たいして違い和わ感かんを抱いだいたのは」


「そのあと一いっ緒しょに夕ゆう飯はんを買かいに行いったんだが、疑うたがっていなければ気き付づけないほど巧こう妙みょうに隠かくしていたが、こちらを警けい戒かいしていた。……今いままでの裏うら切ぎり者ものと同おなじモノを感かんじたよ」


「そうでしたか」


リックベルトさんから時とき々どき感かんじた不ふ思し議ぎな視し線せんは、私わたしを疑うたがっていたからか。まぁ、いきなり現あらわれた私わたしより仲なか間まを信しんじるのは当あたり前まえだろうな。それを思おもえば、ラットルアさんはどうしてすぐに動うごいてくれたのだろう。


「はぁ、覚かく悟ごを決きめないとな。これからいろいろ大たい変へんになる」


セイゼルクさんは大おおきくため息いきをつく。ボロルダさんも、ラットルアさんも頷うなずいている。リックベルトさんは、少すこし寂さびしそうだ。


「アイビー、そこで相そう談だんがある」


「囮おとりの事ことなら大だい丈じょう夫ぶですよ」


「いや、それもそうなんだが。まずは誰だれにこの事ことを話はなすか一いっ緒しょに考かんがえてほしい」


えっと、ボロルダさんの言いっている事ことが、いまいち分わからない。誰だれにこの事ことを話はなすか？　もしかして、まだ誰だれにも話はなしをしていないのだろうか？　そうか、裏うら切ぎり者ものが緑みどりの風かぜだけとは限かぎらないから、話はなせないのか。


「他ほかにも裏うら切ぎり者ものがいる事ことを考かんがえてですか？」


「……まぁ、考かんがえたくはないがな。ラットルアがとりあえず五ご人にんで話はなしをしてからだって譲ゆずらなくて」


「アイビーを巻まき込こむって言いったからだろ。だったらアイビーの意い見けんも聞きくべきだ」


ラットルアさんは、私わたしが参さん加かする事ことには反はん対たいみたいだ。でも、巻まき込こむっていうより、既すでに中ちゅう心しんにいるような気きがする。狙ねらわれているわけだし。


「ラットルアさん、ありがとうございます」


「はぁ、アイビーがやる気きなら仕し方かたないけどね。でも、本ほん当とうに気きを付つけろよ」


「はい」


「話はなしを続つづけよう。アイビーの事ことも含ふくめてギルマスに全すべて話はなしてくる。ギルマスにある程てい度どは判はん断だんしてもらうよ。それと貴き族ぞくたちには伏ふせてもらう。ボロルダ、良いいか？」


「あぁ、誰だれが裏うら切ぎり者ものなのか分わからない以い上じょう、貴き族ぞくに話はなしが流ながれないようにした方ほうがいいだろう」


ボロルダさんとセイゼルクさんの会かい話わに首くびを傾かしげる。ボロルダさんは、貴き族ぞくに思おもい入いれでもあるのだろうか？


「ボロルダには尊そん敬けいしている貴き族ぞくが一ひと人りいるんだよ。いつもその人ひとには、全すべての情じょう報ほうが流ながれるようにしていたからさ」


私わたしの疑ぎ問もんを感かんじたのか、ラットルアさんが教おしえてくれた。


「どうして尊そん敬けいしているんですか？」


「確たしか、命いのちを助たすけられたんだよな？」


命いのち？　あれ？　リックベルトさんも確たしかそんな話はなしを。


「あぁ、俺おれにとっては命いのちの恩おん人じんだなって……なんか、全すべてが怪あやしく感かんじるな」


ボロルダさんがため息いきをついて、下したを向むいてしまう。命いのちの恩おん人じんか。恩おんを着きせて疑うたがいの目めを逸そらすって方ほう法ほうもあるよね。ん？　これって前まえの私わたしの知ち識しきだよね。前まえの私わたしって、どうしてこんな事ことに詳くわしいのだろう。そうとう、裏うら切ぎりがはびこっている世せ界かいで生いきてきたって事ことなのかな？　それは随ずい分ぶんと怖こわい世せ界かいだな。


「大だい丈じょう夫ぶかアイビー。俺おれは気きにしていないからな」


考かんがえ込こんでいると、ボロルダさんに頭あたまを撫なでられる。


「あっ、すみません。大だい丈じょう夫ぶです」


前まえの私わたしの事ことは後あとで考かんがえよう。それに、知ち識しきとしてはありがたい。


「そう言いえば、ギルマスさんという人ひとは信しん用よう出で来きるのですか？」


「ん？　……あっ、ギルマスって言いうのは冒ぼう険けん者しゃギルドのギルドマスター、トップの事ことだ。彼かれは大だい丈じょう夫ぶだから」


あぁ、ギルマスってギルドマスターの事ことかそっか。何ど処こかで聞きいた事ことがあると思おもった……えっ、いつだっけ？　……まぁいいか。


「誰だれに話はなすかは、お任まかせします」


「分わかった。俺おれたちの雷らい王おうとセイゼルクの炎ほのおの剣けんのメンバーには話はなしをする。ギルマスはおそらく自じ警けい団だんの団だん長ちょうと副ふく団だん長ちょうには話はなすだろう。あとは裏うら切ぎっていないと分わかるまで、全すべての情じょう報ほうを隠かくしてもらうように話はなしを付つけてくる」


「俺おれの所ところもだが、ボロルダの所ところの後あとの二ふた人りは問もん題だいないよな？」


「そこは信しんじている。というか信しんじたい」


「以い前ぜんですが、ソラは大だい丈じょう夫ぶと判はん断だんしましたよ？」


「そうなのか？」


「はい。心しん配ぱいなら今いま、確たしかめましょうか？」


「アイビー。確たしかめるなら、俺おれも一いっ緒しょに見みてていいかな？」


「えっと、ソラに聞きいてみます」


テントに戻もどって、寝ねているソラを起おこす。というか、まだ寝ねていたのか。ソラのマイペースには時とき々どき驚おどろかされる。


「ソラ、ラットルアさんが会あいたいって言いっているけど大だい丈じょう夫ぶ？」


プルプル揺ゆれるソラはテントの入いり口ぐちを見みている。これは大だい丈じょう夫ぶかな。


「ラットルアさん、どうぞ」


そっとテントに入はいってくるラットルアさん。ソラを見みて……固かたまった？　何なんだろう、何なにか問もん題だいがあるのかな？


「えっ、なにその色いろ。半はん透とう明めいのスライム？　えっ本ほん当とうに？」


見みかけないと思おもっていたけど、やっぱり半はん透とう明めいのスライムって珍めずらしいのか。やっぱりこの問もん題だいが解かい決けつしても、ソラは誰だれにも見みられないようにした方ほうがいいかな。


「ラットルアさん？」


「ぅお、あっ、ごめん。えっと、その子こがソラちゃん？」


「はい、半はん透とう明めいって珍めずらしいのですか？」


「……伝でん説せつや物もの語がたりでしか、聞きいた事ことないな」


「伝でん説せつ……」


あっ、今いまはそんな事ことはどうでもいいな。


「ソラ、えっとボロルダさんの仲なか間まの事ことを覚おぼえているかな？　声こえを出だすのは駄だ目めだから、問もん題だいなかったら揺ゆれて教おしえてほしい」


ソラは私わたしの質しつ問もんにプルプルと揺ゆれて、返へん事じをしてくれる。


「雷らい王おうの四よ人にんは私わたしにとって問もん題だいない？」


もう一いち度どソラはプルプルと揺ゆれる。


「大だい丈じょう夫ぶみたいです」


「ん～、本ほん当とうに分わかっているのかな？」


「たぶんですけど」


「ちょっとごめんねアイビー。ソラちゃん、俺おれは雷らい王おうの一ひと人りです」


ソラはじっとラットルアさんを見みているだけで揺ゆれない。やっぱり、理り解かいしているよね。


「違ちがうって思おもっているみたいですけど」


「ん～ちょっと待まってて」


何なんだろう。やっぱりスライムが、周まわりを認にん識しきしているのは不ふ思し議ぎな事ことなのだろうか。でも……分わかっていると思おもうけどな。


「悪わるい」


リックベルトさんがテントの中なかに顔かおを出だす。そしてスライムを見みて、驚おどろいた顔かおをした。やっぱり驚おどろくのか。


「ソラでいいんだよな？」


「はい」


「ソラ、俺おれはセイゼルクだ」


ソラは無む反はん応のう。あっ！


「ソラ、寝ねないで。すぐに終おわるから」


「ククク、悪わるいあと一ひとつだけ。俺おれはリックベルトだ」


チラッとリックベルトさんを見みてプルプルって揺ゆれた。でも、ちょっと不ふ機き嫌げんそうだ。







    
  
  




「試ためされた事ことを怒おこっているみたいだな。ごめんなソラ。ソラみたいなスライムは初はじめて見みるからさ」


リックベルトさんは、テントから出でると外そとで何なにやら騒さわいでいる。どうも、ソラの反はん応のうが面おも白しろかったようだ。


「ありがとう、ソラ」


私わたしの手てに体からだをすり寄よせてプルプル震ふるえる。ゆっくり撫なでると、機き嫌げんが直なおったのかピョンピョンと私わたしの周まわりを跳はねている。……不ふ機き嫌げんなソラってものすごく可か愛わいかった。
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とりあえずソラの判はん断だんは信しん用ようされた。それはいいのだが……リックベルトさんがソラから離はなれない。かなり、気きに入いってしまったみたいだ。ソラの事ことを撫なでては突ついてを繰くり返かえしたため、顔がん面めんに攻こう撃げきを受うけている。……ソラの攻こう撃げきを初はじめてみたが、あまり効こう力りょくは無ないようだ。攻こう撃げきを受うけたリックベルトさんの表ひょう情じょうが、気き持もちわ……残ざん念ねんな事ことになっている。跳はね返かえって転ころがってきたソラを、急いそいで抱だき上あげて彼かれから引ひき離はなす。


「ハハハ、悪わるい。そんな表ひょう現げん力りょく豊ゆたかなスライムって初はじめてで」


「いえ」


ソラのレア度どを知しれば知しるほど、信しん用ようのおける人ひとにしか見みせる事ことが出で来きないと確かく信しんしていく。半はん透とう明めいも、個こ別べつ判はん断だんも、ついでに表ひょう現げん力りょくが豊ゆたかなのも珍めずらしいらしい。そして何なにより、まだ言いっていないが食たべる物ものはポーション、しかもビンごとだ。……ソラはレアすぎる。


リックベルトさんが、私わたしの腕うでの中なかのソラを見みて手てをワキワキさせている。狭せまいテントの中なかだが、もう一いっ歩ぽだけ彼かれから離はなれる。信しん用ようが出で来きても、リックベルトさんはちょっと……ソラを見みせたのは失しっ敗ぱいしたと感かんじてしまう。


ボロルダさんがテントの中なかを覗のぞき込こみ、呆あきれた顔かおをする。そしてリックベルトさんの服ふくを掴つかみ、テントから引ひきずり出だしてくれた。抗こう議ぎをしているようだが、今いまはそれどころではないだろうと怒おこられている。確たしかに、その通とおりだ。何なんだかソラのおかげで、ずっと纏まとわりついていた鬱うつ々うつとした雰ふん囲い気きが一いっ新しんされている。


「ソラ、ごめんね。まだ話はなしがあるから行いってくるね」


テントの外そとに出でて、入いり口ぐちをしっかりと閉しめる。そしてその前まえに立たつ。私わたしの様よう子すを見みてリックベルトさんが、とても残ざん念ねんそうな顔かおをしている。……ソラを変へんた……守まもらないと。


「えっと、何なんだっけ」


セイゼルクさんの声こえに視し線せんを向むけるが、ちょっと緊きん張ちょう感かんが途と切ぎれすぎたようだ。何なんだか、皆みんなで笑わらってしまった。


「はぁ、よし。まずはギルマスに話はなしをして……ソラの事ことは伏ふせておこう。あれはレアすぎる」


セイゼルクさんが、苦く笑しょうをしている。やはりソラはレアすぎるようだ。皆みんなの話はなしを聞きいて、そうかなって思おもってはいたが、上じょう位い冒ぼう険けん者しゃから言いわれると重おもみがあるな。


「あと、四よ人にんには今日きょう中じゅうに話はなしを付つけよう。集あつまる名めい目もくは、仕し事ごと完かん遂すい祝いわいって感かんじでいいよな」


「そうだな。それで話はなしはどこでする？　あまり長ながくアイテムを使つかっているのもおかしいだろう」


「だったらテントの中なかで個こ別べつに話はなそう。それぞれが考かんがえる時じ間かんが必ひつ要ようだろうしな。落おち着つく時じ間かんも」


「分わかった。セイゼルクは仲なか間まの方ほうを頼たのむ。俺おれはギルマスに会あってくる。リックは……連つれていくわ。此こ処こに置おいておくとソラに突とっ進しんしそうだ」


ずっとテントを見みているリックベルトさん。何なにがそんなに嵌はまったのか、少すこし困こまった状じょう態たいだ。


「えっ、いや大だい丈じょう夫ぶだ。此こ処こでソラと待まっているから」


「「……駄だ目めだ」」


「え～」


欲よくがダダ漏もれだけど、大だい丈じょう夫ぶかな。私わたしに視し線せんを送おくってもどうする事ことも出で来きないので、


「行いってらっしゃい」


と、言こと葉ばを送おくると、セイゼルクさんとボロルダさんに笑わらわれてしまった。リックベルトさんは項うな垂だれている。


「リックベルトは、ああ見みえて可か愛わいい動どう物ぶつが好すきなんだよ。ただし、触さわりすぎて嫌きらわれる事ことが多おおいけど」


ラットルアさんの顔かおは呆あきれている。でも、確たしかにソラは可か愛わいい。可か愛わいい物ものが好すきな人ひとなら、嵌はまるだろうな。にしても嫌きらわれるまで触さわるって……そう言いえばさっきソラも既すでに……いや、まだ嫌きらいまではいっていないはず。


「さて、話はなしも纏まとまったし、ギルドに行いってくるわ。ほらリックさっさと動うごけ！」


リックベルトさんは何なん度ども振ふり返かえりながら、ボロルダさんに引ひきずられていった。何なんだか、ガラリと印いん象しょうが変かわってしまってどうしていいのか。……とりあえずソラを守まもる事ことを優ゆう先せんしよう。セイゼルクさんは四よ人にんの仲なか間まに集しゅう合ごうを掛かけると、広ひろ場ばを後あとにした。残のこったのはラットルアさん。


「あのさ、アイビーって本ほん当とうに九きゅう歳さい？」


いきなりの事ことに驚おどろいた。そう言いえば、私わたしが八はっ歳さいだと言いった時ときもなぜかみんなに驚おどろかれたっけ。


「はい。そうですが、何なにか可お笑かしいですか？」


何なんだろう、何なにか変へんなのかな？　私わたしは自じ分ぶんの手てを見みたりするが……分わからない。


「あ～それともう一ひとつ。本ほん当とうに男おとこの子こ？」


不ふ意い打うちだったために、固かたまってしまう。そしてこれはやってはいけない反はん応のうだ。どうしよう……誤ご魔ま化かす方ほう法ほうが思おもいつかない。


「ぅわ～、ごめん。そんな泣なきそうな顔かおをしないで！」


気きが付つかないうちに、泣なきそうな顔かおになっていたようだ。そっとラットルアさんを見みる。心しん配ぱいそうにこちらを見みているだけで、怒おこっているようには見みえない。それにホッとする。


「すみません。騙だましていて」


「それは違ちがうでしょ。アイビーは、身みを守まもるための手しゅ段だんを取とっていただけだよ。女おんなの子この一ひと人り旅たびは危あぶないからさ」


「ありがとうございます。でも、何なん度ども言いう機き会かいはあったのに言いわなかったので。あの他ほかの皆みんなも？」


「ん～、ボロルダとかセイゼルクは気きが付ついているかな。経けい験けん豊ほう富ふだから。リックベルトはたぶん気きが付ついていないよ。……無む神しん経けいだから」


何なんだろうリックベルトさんの名な前まえを言いう時ときだけ、ちょっと黒くろいモノが見みえたような。まさかね、優やさしいラットルアさんに限かぎってそれはないか。


「やっぱり、ばれてしまうのですね」


これからどうしよう、旅たびを続つづけていくのに。


「ん～、長ながく一いっ緒しょにいると違い和わ感かんを感かんじる程てい度どかな。というかそれより年ねん齢れいが九きゅう歳さいの方ほうが驚おどろくし」


そういえば、聞きかれたな。それはどういう意い味みなんだろう。


「あれ？　気きが付ついてないの、もしかして」


私わたしが首くびを傾かしげると、ちょっと彼かれは考かんがえ込こんでしまった。そして私わたしを見みると、難むずかしい表ひょう情じょうをする。何なんだろう、すごく緊きん張ちょうする。


「あのさ、アイビーって見みた目めが九きゅう歳さいには見みえないんだ。だいたい七なな歳さいぐらいに見みえるかな」


…………えっ！　七なな歳さいぐらい？　それはさすがに……だって、服ふくとかきつくなって大おおきく……あれ？　そういえば、五ご歳さいからこの年としまでで服ふくがきつく感かんじたのって一いち、二に回かいぐらい？　あれ？　本ほん当とうに成せい長ちょうしていないのでは？　……マジですか？


「そ、そんなに落おち込こまなくても……成せい長ちょうすると男おとこの子こには見みられなくなるから」


それは、成せい長ちょうしないほうがよかったのか、悪わるかったのか？　ばれない点てんではよかったのかな。でも、成せい長ちょう出で来きていない点てんでは……悲かなしい。


「年ねん齢れいを聞きくまで、俺おれたち全ぜん員いん七なな歳さいぐらいだろうって予よ測そくしていたんだ。子こ供どもになんて旅たびをさせているんだって、ヌーガとかマジで切きれてた。で、年ねん齢れい聞きいた後あとは……悲かなしくなった」


「悲かなしく？」


「一いっ緒しょにご飯はんを食たべている様よう子すから、病びょう気きの様よう子すは無ない。でも成せい長ちょうが遅おそいとなれば、過か酷こくな生せい活かつを送おくってきたのかなって想そう像ぞうして」


過か酷こく？　……そうなのだろうか？　過か酷こくだったのかな？　五ご歳さいのあの時ときから全すべてが変かわった。それから一ひと人りで、占うらない師しの助たすけを借かりながらだけど、生いきてきた。そうか、過か酷こくと言いえば過か酷こくな生せい活かつだったかもしれない。


「そうかもしれません」


「いつから旅たびを？」


「旅たびを始はじめたのは今こ年としです。でも森もりでの生せい活かつは……四よ年ねんです」


「そっか。ラトミ村むらは村そん長ちょうと領りょう主しゅが、かなりひどいらしいからな。冒ぼう険けん者しゃギルドの情じょう報ほうでは、半はん分ぶんぐらいの村そん民みんが逃にげたのではないかって」


「……そんなに……」


そんなに逃にげ出だしていたんだ。そういえば、村そん長ちょうが汚お職しょくした村むらがとても閑かん散さんとしていたな。あんな感かんじになっているのかな。
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ラトミ村むらの事ことは、正しょう直じき気きになるような、どうでもいいような……。それよりも、男おとこの子こに見みられる方ほう法ほうを探さぐらないと。今いまは、年ねん齢れいより幼おさなく見みえている事ことで誤ご魔ま化かせている？　……のだろうけど、これからの事ことを考かんがえると対たい策さくは必ひつ要ようだろう。とりあえず成せい長ちょうした時ときの対たい策さくって……私わたし、成せい長ちょうするよね？　大だい丈じょう夫ぶだよね？


そういえば、森もりで生せい活かつを始はじめたばかりの頃ころは、食たべる物ものと言いえば木きの実みだったな。罠わなを学まなんで仕し掛かけても、野のネズミすら捕つかまえる事ことが出で来きなかったし。そういえば、間ま違ちがって毒どく草そうを食たべた事ことも、毒どくを含ふくんだ果か実じつに手てを出だした事こともあったな。……なんだか落おち着ついて考かんがえると、かなり過か酷こくな生せい活かつをしていたような気きがしてきた。あの時ときは、考かんがえる暇ひまなんてなかったから思おもわなかったけど……。ふぅ、もう過か去この事ことだ。今いまは、男おとこの子こに見みられる方ほう法ほうを見みつける事ことが先せん決けつだよね。ラットルアさんに聞きけば、何なにか教おしえてもらえるかな？


「ラットルアさん、性せい別べつがばれないようにするためには、どうしたらいいのでしょうか？」


「えっ、難むずかしいな。一いち番ばんいい方ほう法ほうは顔かおを隠かくす事ことになるけど、顔かおを隠かくすのは町まちや村むらでは禁きん止しされているからな」


そうなんだよね。顔かおを隠かくせればいいのだが犯はん罪ざい者しゃを町まちや村むらに潜もぐり込こませないため、顔かおを隠かくす事ことは国くにで禁きん止しされている。


「ん～口くち元もとを覆おおうと少すこしは誤ご魔ま化かせるかな……でも、それでも注ちゅう意いを受うける事ことがあるからな。そういえば、かなり丁てい寧ねいなしゃべり方かただけどそれには意い味みがあるのか？」


「いえ、ラトミ村むらでよく見みた冒ぼう険けん者しゃのしゃべり方かたを真ま似ねしただけです」


「そうか、たぶんそいつは商しょう家かの三さん男なん以い降こうの冒ぼう険けん者しゃだな。商しょう家かの家いえは、幼おさない頃ころから徹てっ底てい的てきに話はなし方かたを教おしえ込こまれるから。でも三さん男なんともなれば跡あとは継つげないからな、冒ぼう険けん者しゃになる者ものが多おおいそうだ」


「そうなのですか？」


「聞きいた話はなしによればだけどな。喋しゃべり方かたをもう少すこし男おとこの子こっぽく」


「男おとこの子こっぽく……」


「ん～難むずかしいかな、喋しゃべり方かたを変かえるのは。不ふ意いな時ときに素すが出でてしまう」


「そうですよね」


「ん～……。あ～……」


ラットルアさんが私わたしをずっと見みながら考かんがえ込こんでいる。それほど難むずかしい質しつ問もんだったのだろうか？　髪かみもかなり短みじかく切きっているし、服ふく装そうも男おとこの子この物ものを選えらんでいる。これ以い上じょうに何なにをしたらいいのだろう。


「無む理りだと思おもう」


「えっ」


そんな簡かん単たんに！


「今いまでもぎりぎりなんだよ。幼おさなく見みえているから服ふく装そうや髪かみ形がたで誤ご魔ま化かせているけど。成せい長ちょうすると間ま違ちがいなく無む理り。アイビーは完かん全ぜんに女おんな顔がおだからね。諦あきらめた方ほうが良いいかも知しれない」


それは困こまる。旅たびはまだ続つづくし……成せい長ちょうしないほうがいいのかな？


「他ほかの方ほう法ほうで身みを守まもる事ことを考かんがえた方ほうが良いいかな」


他ほかの方ほう法ほうで？　……強つよくなるのは無む理りだろう。腕うでを見みてみる……自じ分ぶんで言いうのもなんだが、細ほそい。逃にげ足あしには少すこし自じ信しんがあるけど、それでは駄だ目めだ。何なにか方ほう法ほうがあるかな？


「一いち番ばんは冒ぼう険けん者しゃグループに入はいる事ことだけど、誰だれでもいいという訳わけにはいかないし。そういえばアイビーは冒ぼう険けん者しゃとして登とう録ろくしているのか？」


「いいえ」


「そうか、だったらグループをつくるのは無む理りか。あとは……奴ど隷れいかな」


「……奴ど隷れい？」


「奴ど隷れいを買かうんだよ。で、奴ど隷れいに守まもってもらう方ほう法ほう」


「あの、お金かねは無ないので」


「あ～、他ほかには……セイゼルクが戻もどってきたら相そう談だんしてみようか。俺おれよりいろいろ詳くわしいからさ」


「すみません。ありがとうございます」


「ん～でも、奴ど隷れいはいい方ほう法ほうかもしれないよ」


「奴ど隷れい……」


「秘ひ密みつも守まもらせる事ことが出で来きるし、あとは元もと冒ぼう険けん者しゃの場ば合あいは力ちからもあるからね。とはいえお金かねがな～。元もと冒ぼう険けん者しゃの奴ど隷れいは高たかいからな。安やすい奴ど隷れいは弱よわいし……」


奴ど隷れいか……お金かねの問もん題だいがあるから無む理りだな。もう一いち度ど、体からだを鍛きたえてみようかな。でもラトミ村むらの森もりで一いち年ねんぐらい頑がん張ばったけど、変へん化かが無なかったんだよね。占うらない師しにも、諦あきらめた方ほうがいいと言いわれてしまったし。そういえば、他ほかの事ことに力ちからを入いれた方ほうが良いいって強つよく勧すすめられたっけ。……それほど見み込こみがなかったのかな、私わたし。


「冒ぼう険けん者しゃグループをつくるために、弱よわい奴ど隷れいでも目めを瞑つむるべきか？」


「どういう意い味みですか？　冒ぼう険けん者しゃグループ？」


「あぁ、あまり知しられていないのか。奴ど隷れいがいれば奴ど隷れいを冒ぼう険けん者しゃギルドに登とう録ろくする事ことが出で来きるんだ。その主しゅ人じんは名な前まえだけで問もん題だいなし」


「……主しゅ人じんのスキルは必ひつ要ようないのですか？」


「スキル？　あぁ、戦たたかうのは奴ど隷れいの方ほうだから、主しゅ人じんの方ほうは必ひつ要ようが無ない」


そうなんだ。奴ど隷れいでも登とう録ろくが出で来きるのか。


「戻もどってきた」


広ひろ場ばの出で入いり口ぐちに視し線せんを向むけると、ボロルダさんとリックベルトさん。それにその後うしろにはセイゼルクさんとシファルさんの姿すがたが見みえた。


「お帰かえりなさい」


「「ただいま」」


リックベルトさんはそのまま私わたしのテントに向むかおうとして、ボロルダさんに服ふくを掴つかまれて止とめられている。そっとテントに戻もどり、バッグにソラを入いれて肩かたから提さげて、テントを出でる。どうやらボロルダさんと言いい合あいをしていて、気き付づかれなかったようだ。セイゼルクさんとラットルアさんは私わたしの行こう動どうを見みて、苦く笑しょうをしている。


「アイビー、夕ゆう飯はん一いっ緒しょに作つくろうか？」


ラットルアさんが、大おおきな紙かみ袋ぶくろを見みせて手て招まねきする。紙かみ袋ぶくろの中なかを見みると、沢たく山さんの食しょく材ざいが詰つめ込こまれているようだ。これだったら、色いろ々いろと作つくれそうだな。


「調ちょう味み料りょう系けいを上う手まく使つかうみたいだから、いろいろ買かってきてしまった」


そう言いうと、セイゼルクさんが別べつの紙かみ袋ぶくろを取とり出だす。袋ふくろを開あけると、一〇種しゅ類るい以い上じょうの小こ袋ぶくろが入はいっている。全すべて違ちがう調ちょう味み料りょうのようだ。うれしい。


「ありがとうございます。頑がん張ばって作つくりますね」


セイゼルクさんが、シファルさんに声こえを掛かけてテントに入はいっていく。真しん実じつを知しった彼かれらが、どういう反はん応のうをするのか怖こわいけれど、私わたしが気きにしても仕し方かたない。私わたしは私わたしが出で来きる事ことを頑がん張ばろう。


「よし！」


それにしても買かってきた物ものに、まとまりがない。手て当あたり次し第だい詰つめ込こんだって感かんじかな？　お肉にくも数すう種しゅ類るい、スープには不ふ向むきな野や菜さいまであるな。知しらない野や菜さいもあるし、とりあえず少すこし味あじを確たしかめようかな。料りょう理りをしている間あいだにヌーガさん、ロークリークさん、マールリークさんが集あつまってくる。そして順じゅんに話はなしをするためにテントの中なかに呼よばれているようだ。心しん配ぱいでテントから出でてくる様よう子すを確たしかめる。シファルさんとロークリークさんは複ふく雑ざつそうな表ひょう情じょうを見みせている。ヌーガさんは……あまりの恐おそろしい表ひょう情じょうに、見みた瞬しゅん間かん視し線せんを逸そらしてしまった。マールリークさんは、ものすごい笑え顔がおでテントから出でてくる。……あれ？　笑え顔がお？


「アイビー、疑うたがってごめんね。しっかりと落おとし前まえをつけさせるから」


疑うたがってという意い味みは、おそらくラットルアさんが言いっていた事ことを信しんじていなかったという事ことだろう。それは仕し方かたがない事ことだ。大だい丈じょう夫ぶと言いおうと視し線せんを合あわせたら、笑え顔がおだけど目めが全まったく笑わらっていない事ことに気きが付つく。腰こしが引ひけそうになりながら、何なんとか頷うなずいて相あい槌づちを打うつ。マールリークさんは、ヌーガさんとは違ちがう恐おそろしさがあった。


「……疲つかれた……」


セイゼルクさんがテントから出でてきて、背せ伸のびをしている。


「お疲つかれ様さまです。もうすぐ夕ゆう飯はんができますよ？」


「おぉ～、さすがアイビー。すっごい良いい匂におい」


お皿さらに焼やいたお肉にくと野や菜さい。スープとパン。それに、よく分わからない白しろい物もの。


「ラットルアさん、この白しろいのは何なんですか？」


「食しょく後ごに食たべる物もの。食たべたらびっくりするよ」


何なんだろう。気きになるな。


「とりあえず、仕し事ごとお疲つかれ様さま～……ヌーガ、マールリーク、ちょっと落おち着つけ。お前まえらの顔かおを見みていると食しょく事じがまずくなる」


大おおきなため息いきをついてヌーガさんが、お酒さけが入はいっているコップを持もち上あげる。


「「「「「お疲つかれ様さま」」」」」


何なんとか、二ふた人りとも落おち着ついたようだ。これからどうなるのか分わからないけど、今いまは皆みんなと食しょく事じを楽たのしもう。これから頑がん張ばるためにも。
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食しょく後ごにと勧すすめられた白しろいプルプルとしたモノを口くちの中なかに入いれると、広ひろがる甘あま味み。


「美お味いしい。……すごく美お味いしい」


優やさしい甘あまさに、自し然ぜんと笑え顔がおになる。ボロルダさんは、私わたしの様よう子すを見みて頭あたまをぐりぐりっと撫なでてくる。そういえば、これを買かってきてくれたのはボロルダさんだった。


「ボロルダさん、美お味いしいです。ありがとうございます」


「ハハハ、本ほん当とうにアイビーはいい子こだな。それはミルパといってミルクを使し用ようしたお菓か子しなんだ」


ミルクのお菓か子しなのか、これ。もう一ひと口くち、ミルパを食たべる。やっぱりふんわりした甘あまさに、ついつい笑えみが浮うかんでしまう。前まえの私わたしは、お菓か子しという物ものを食たべた事ことがあるのかな？　お菓か子しと聞きいて、すごく懐なつかしさを感かんじたけど。それにしても、美お味いしい。これからの事ことを思おもうと気きが重おもいけど、ちょっとした幸しあわせだ。







    
  
  




食しょっ器きなど汚よごれた物ものを、ヌーガさんとロークリークさんが片かた付づけてくれたので、その横よこでお茶ちゃを用よう意いする。全ぜん員いんが、もう一いち度ど席せきに戻もどり、ゆっくりとお茶ちゃを飲のむ。


「そろそろ話はなしを始はじめないか？」


マールリークさんの言こと葉ばに少すこし緊きん張ちょうする。冒ぼう険けん者しゃギルドに報ほう告こくに行いったボロルダさんが「そうだな」と言いって、後あとから参さん加かした四よ人にんに視し線せんを向むける。


「さっき話はなした事ことを信しんじる、信しんじないは個こ人じんで決きめてくれ。たとえ信しんじられないという判はん断だんをしても、仕し方かたないと思おもっている。ただしその場ば合あいは他た言ごん無む用ようで頼たのむ」


ボロルダさんがゆっくりと四よ人にんの顔かおを見み渡わたす。彼かれらがどのように判はん断だんしたのか、少すこし緊きん張ちょうする。


「信しんじたくないという気き持もち……声こえは大だい丈じょう夫ぶか？」


「マジックアイテムを使し用ようしているから、周まわりには聞きこえていない」


「なら大だい丈じょう夫ぶだな。気き持もち的てきには信しんじたくないが、仲なか間まが見みたモノや経けい験けんからの判はん断だんは信しんじる。事じ実じつから逃にげるような事ことはしない。一いっ緒しょに戦たたかうよ」


ロークリークさんの言こと葉ばに、他ほかの三さん人にんが頷うなずく。この短たん時じ間かんで覚かく悟ごを決きめた彼かれらをすごいと感かんじた。私わたしだったら、きっとかなり悩なやむと思おもう。この判はん断だん力りょくが上じょう位い冒ぼう険けん者しゃなのだろうか？　すごいな。


「で、ギルマスは何なんて言いっていた？」


ヌーガさんの言こと葉ばに、ボロルダさんへ視し線せんが集あつまる。


「何なにか思おもう事ことがあったのかもな。緑みどりの風かぜについて話はなしても驚おどろく事ことは無なかった。それとアイビーについて話はなした。囮おとりの件けんも含ふくめてな。『危き険けんだが、よろしく頼たのむ』って言いっていた。今いまギルマスと会あうのは、こちらの動うごきがばれるから出で来きないが、すべてが終おわったら挨あい拶さつしたいと言いっていたよ」


「アイビー、本ほん当とうにいいのか？」


ヌーガさんの顔かおが、少すこし怖こわくなっている。少すこし一いっ緒しょにいたから分わかる、これは心しん配ぱいしてくれている顔かおだ。


「はい。大だい丈じょう夫ぶです」


私わたしは力ちからが無ないため、基き本ほん逃にげる事ことを前ぜん提ていに旅たびをしている。狙ねらわれたら逃にげる、それも必ひつ要ようだけど話はなしを聞きく限かぎり逃にげ切きれる自じ信しんが無ない。ならば、飛とび込こんでいくだけ。今こん回かいは、信しんじられる人ひとが八はち人にんも目めの前まえにいる。だから、大だい丈じょう夫ぶ。


「それで囮おとりって、アイビーに何なにをさせるんだ？」


「狙ねらわれているのが分わかっていて、一ひと人りで行こう動どうさせるのは不ふ自し然ぜんだよな」


ラットルアさんの疑ぎ問もんに、セイゼルクさんが答こたえる。確たしかに此こ処こにいる八はち人にんの性せい格かくを知しっているミーラさんたちは、私わたしが一ひと人りで行こう動どうすれば疑ぎ問もんに思おもうだろう。


「確たしかにな。あいつらは俺おれたちの性せい格かくを知しっている。間ま違ちがいなく何なにか感かんじるだろうな」


ボロルダさんも思おもう事ことは一いっ緒しょのようだ。


「とりあえず、俺おれたちは緑みどりの風かぜの奴やつらの行こう動どうをチェックするか。商しょう人にんが来きている以い上じょう、何なにか行こう動どうを起おこす可か能のう性せいもある。……もしかしたら他ほかの裏うら切ぎり者ものと接せっ触しょくする可か能のう性せいもある。ギルマスも、もう一いち度ど冒ぼう険けん者しゃ全ぜん員いんを調しらべ直なおすと言いっていた」


ギルマスさんは、まだ冒ぼう険けん者しゃの中なかに裏うら切ぎり者ものがいると考かんがえているのかもしれない。緑みどりの風かぜの事ことを思おもえば、冒ぼう険けん者しゃも警けい戒かいする必ひつ要ようがある。


「あの、私わたしが動うごけば、組そ織しきの見み張はり役やくとか動うごきませんか？　一ひと人りになる時ときを狙ねらうにしても、見み張はっていないと分わからないと思おもうのですが？」


「アイビーって本ほん当とうに九きゅう歳さい？　時とき々どきそれよりすごく年とし上うえに感かんじる事ことがあるよ」


マールリークさんの言こと葉ばに、どきりと心しん臓ぞうが跳はねる。間ま違ちがいなく、前まえの私わたしの影えい響きょうだよね。でも、今いまの発はつ言げんの何ど処こがそう感かんじたのだろう。特とくに、九きゅう歳さいが言いってもおかしくないような気きがするけど。……分わからない。


「だったら俺おれが一いっ緒しょにいるよ」


ラットルアさんが、私わたしの頭あたまに手てを乗のせて笑わらいかける。囮おとりなら一ひと人りの方ほうが良よいだろうが、確たしかに一いっ緒しょにいた方ほうが違い和わ感かんが生うまれないだろうな。


「そうだな、お前まえがアイビーを一ひと人りにするわけないだろうしな」


セイゼルクさんの言こと葉ばに、皆みんなが頷うなずく。やはりラットルアさんは、かなり心しん配ぱい性しょうで面めん倒どう見みが良いいのだろう。話はなし合あいの結けっ果か、数すう日じつ私わたしとラットルアさんは一いっ緒しょに行こう動どうする事ことになった。その間あいだに私わたしの見み張はり役やくを、探さぐるそうだ。後あとは緑みどりの風かぜの、特とくにトルトさんとマルマさんの行こう動どうを調しらべる事ことになった。彼かれらは時とき々どき、姿すがたが見みえなくなる事ことがあるらしい。今いままでの説せつ明めいでは、森もりの中なかでの強きょう化か特とっ訓くんや二ふた人りだけで依い頼らいをこなしているという事ことだったらしい。それも、裏うら切ぎり者ものだと考かんがえると怪あやしい行こう動どうに見みえる。


「アイビー、ラットルアは上じょう位い冒ぼう険けん者しゃで強つよい。だが一ひと人りで出で来きる事ことには限げん界かいがある。もちろん陰かげから俺おれたちが援えん護ごするが」


「はい」


「もしも組そ織しきに捕つかまった時ときは命いのちを守まもるために、奴やつらを刺し激げきしない事こと。必かならず助たすけに行いくから」


「はい」


もしも捕つかまってしまったらと、何なん度ども考かんがえた。助たすけてくれると信しんじている。だが、組そ織しきがどれだけ巨きょ大だいなのか分わからない以い上じょう、絶ぜっ対たいなどありはしない。……きっと、助たすけたくても助たすけられない事ことだってあるだろう。それでも、信しんじる。


「お願ねがいします」


「俺おれもよろしくね！」


ラットルアさんがギューッと抱だきしめて……いきなり離はなした。


「ごめん。九きゅう歳さいだったな。……まだ七なな歳さいって印いん象しょうが抜ぬけなくて」


「……いえ、大だい丈じょう夫ぶです」


なるほど、七なな歳さいだと思おもっていたからか。……幼おさない見みた目めに助たすけられたとはいえ、やはり成せい長ちょうが遅おそいのだと思おもい知しらされるな。悲かなしい。


「いない」


何ど処こか悲ひ愴そう感かんを漂ただよわせた声こえに、視し線せんを向むけると私わたしのテントから出でてくるリックベルトさんの姿すがたが目めに入はいる。よかった、ソラを避ひ難なんさせておいて。


「リック。無む断だんで人ひとのテントに入はいるな！」


「まったく。リックベルトのその病びょう気きは何なんとかならないのか？」


「無む理りでしょうね。ギルマスに注ちゅう意いされても治なおりませんでしたから」


「皆みんなひどくないか？　それにギルマスに注ちゅう意いってあれは特とっ訓くんという名なの地じ獄ごくだろ」


前まえにも何なにかあったらしい。ギルマスさんの注ちゅう意いという言こと葉ばで、リックベルトさんの顔かおが青あおくなる。それにしても、病びょう気きなのか。そっか。


「アイビー、リックベルトのあれは病びょう気きではないからな」


「えっ？　だって、病びょう気きって」


シファルさんが肩かたをすくめる。


「病びょう的てき……ん～異い常じょうなほど好すきすぎるって事ことかな」


異い常じょうなほど好すき？　なんとなく分わかったような、分わからないような。とりあえず、リックベルトさんのあの可か愛わいいモノ好ずきは度どが過すぎているという事ことだろう。


「アイビー、ちょっとスライムを見みせてもらえる？」


シファルさんの顔かおに興きょう味み津しん々しんという表ひょう情じょうが浮うかんでいる。セイゼルクさんはギルマスさんには話はなさないが、仲なか間まには話はなしたいと言いってきたので許きょ可かしたのだ。セイゼルクさんが、どんな説せつ明めいをしたのかは聞きいていない。


「いいですけど」


リックベルトさんへ視し線せんを向むける。テントから出でてきてから、ずっと私わたしを見みている。まったく視し線せんがずれない。……正しょう直じき、怖こわい。


「あぁ、ちょっと待まってて」


シファルさんがリックベルトさんの首くびに腕うでを回まわすと、少すこし離はなれた場ば所しょに移い動どうする。小ちいさな声こえのため、何なにを言いっているのかは聞きこえない。なんだろう？　ボロルダさんがちらりと視し線せんを向むけたが、なぜかすごい勢いきおいで元もとに戻もどした。


あれ？　ボロルダさんの顔かお色いろが、少すこし悪わるいような気きがする。


「ボロルダさん、大だい丈じょう夫ぶですか？　顔かお色いろが……」


「ハハハ、大だい丈じょう夫ぶだ。ちょっとね」


顔かおが何ど処ことなく引ひきつっているけど、本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶなのかな？


「お待またせ」


シファルさんの声こえに視し線せんを向むけると、柔やわらかく笑わらうシファルさんと顔かお色いろが悪わるいリックベルトさんがいる。……触ふれない方ほうが良よい事こともある、絶ぜっ対たい。テントに戻もどり、シファルさんにソラを見みせる。


「確たしかに、これはリックベルトのど真まん中なかだわ」


ソラはシファルさんの周まわりをピョンピョンと跳びはねている。時とき折おり体からだにぶつかっては転ころがる遊あそびをしている。どうやらソラは、シファルさんがすごく好すきなようだ。……リックベルトさんの対たい策さくにシファルさんなんて、考かんがえていないよね、ソラ？
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「今日きょうからよろしく」


ラットルアさんが差さし出だした手てを、ギュッと握にぎる。今日きょうからしばらくは、二ふた人りでこの町まちを散さん策さくする事ことにした。どこまで組そ織しきの人ひとが動うごいてくれるのかが問もん題だいだ。


「で、今日きょうはどうしようか？　町まち中なかでも見みて回まわる？」


「あの、その前まえに、洗せん濯たくをしたいので川かわに行いってもいいですか？」


「え？　……川かわで洗せん濯たく？」


あっ、クリーン魔ま法ほうで綺き麗れいに出で来きるから洗あらう人ひとって珍めずらしかったっけ。どう言いえばいいかな。


「えっと……」


「アイビーってもしかして、クリーン魔ま法ほうと水みず魔ま法ほうを使つかえない？」


これは隠かくし通とおせない。腹はらをくくろう。


「はい」


「そっか。……町まちの中なかに洗せん濯たく場ばがあるけど行いってみる？」


洗せん濯たく場ば？　聞きいた事ことが無ないな。


「どういう場ば所しょなのですか？」


「ん？　そっか、大おおきな町まちにしかないかな？　洗せん濯たく場ばというのはクリーン魔ま法ほうや水みず魔ま法ほうが使つかえない人ひとに開かい放ほうされている場ば所しょだよ。まぁ、使つかえる人ひとも使つかっているけど」


クリーン魔ま法ほうや水みず魔ま法ほうが使つかえない人ひと？　あれ？　日にち常じょうに必ひつ要ような魔ま法ほうって誰だれでも使つかえるはずでは？


「あの、魔ま法ほうを使つかえない人ひとって……」


どう聞きけばいいのだろう？　いっぱいいるのですか？　それとも……。予よ想そうもしていなかった事ことなので、聞ききたい事ことが纏まとまらない。


「ん？　あぁそっか、ラトミって小ちいさい村むらだったか。あのさ、日にち常じょうに必ひつ要ような火ひ魔ま法ほう、水みず魔ま法ほう、クリーン魔ま法ほうは誰だれでも使つかえるって教おしえられたのかもしれないけど、それは誤ご解かいなんだ」


「誤ご解かいですか？」


「そう、この三みっつが誰だれでも使つかえるというのは誤ご解かい。三みっつのうち二ふたつもしくは一ひとつしか使つかえない人ひとたちもいるし、魔ま力りょく量りょうの問もん題だいで使つかえない人ひとたちだっているんだ。広ひろ場ばを使つかっていて気きが付つかなかった？　火ひをおこす火ひ打うち石いしが用よう意いされていたのを。あれは冒ぼう険けん者しゃの中なかにも、火ひ魔ま法ほうを使つかえない人ひとがいるからなんだ」


確たしかに置おいてあった。この町まちだけでなく、村むらにも置おいてある場ば所しょがあった。


「ちなみに俺おれは水みず魔ま法ほうが使つかえない」


「……えっ！」


「気きが付ついていなかったんだ」　


まったく気きが付つかなかった。あれ、でも料りょう理りをする時ときに水みずを用よう意いしてくれていたと思おもうけど。……あっ、あれってもしかしてマジックアイテム？


「お鍋なべに水みずを入いれてくれた時ときに使つかっていた物ものって、マジックアイテムですか？」


「正せい解かい！　俺おれが水みず魔ま法ほう使つかえないからってシファルがわざわざ見みつけて買かってきてくれたんだ」


「そうなのですか？　シファルさんは優やさしいですね」


「まぁね。……本ほん気きで怒おこらせなければな」


あぁ、確たしかに昨日きのうのシファルさんは怖こわかった。それにしても、母はは親おやに教おしえてもらったけど誤ご解かいだったのか。なら、生せい活かつ魔ま法ほうが使つかえない事ことを隠かくしておく必ひつ要ようは無ないかな？　あ、でも魔ま力りょく量りょうで使つかえない人ひとはどれくらいいるのだろう。


「あの、魔ま力りょく量りょうが少すくなくて生せい活かつ魔ま法ほうが使つかえない人ひとって結けっ構こういたりしますか？」


「どれくらいなのかは不ふ明めいだな。でも一ひと人り知しり合あいがいるな。もしかしてアイビーは魔ま力りょく量りょうの関かん係けいで？」


「はい。魔ま法ほう自じ体たいは使つかえますが魔ま力りょく量りょうが全まったく駄だ目めでした」


「なるほど……って、それで旅たびをしているのか？　危あぶないだろうに」


「まぁ、そうなのですが」


「火ひ魔ま法ほうが使つかえると、もしもの時ときに役やく立だつんだけどな。ん～、やっぱり奴ど隷れい……」


そういえば、ラットルアさんは奴ど隷れいを薦すすめてくるな。どうしてなんだろう。


「どうして奴ど隷れいが良よいのですか？　あの、ちょっと馴な染じみが無なくて」


「あ～、小ちいさい時ときから普ふ通つうにいるから特とくに奴ど隷れいに対たいして何なにか思おもう事ことはないんだよな。もちろん犯はん罪ざい奴ど隷れいは別べつだけど。奴ど隷れいになった冒ぼう険けん者しゃの知しり合あいもいるし。仲なか間ま意い識しきもあったりしてさ。いい主しゅ人じんに出で会あってほしいなっていう気き持もちがあるんだ。それに少すこしの借しゃっ金きんだったら数すう年ねん単たん位いの契けい約やくだから、早はやく契けい約やくして借しゃっ金きんを返かえした方ほうが、冒ぼう険けん者しゃにも早はやく戻もどれるだろ？」


「数すう年ねん単たん位いの契けい約やく？　冒ぼう険けん者しゃに戻もどる？」


「あれ？　知しらない？」


「はい」


「多た額がくだと無む理りだけど、少しょう額がくの借しゃっ金きんの場ば合あいは、三さん年ねん、五ご年ねんの契けい約やくという形かたちで奴ど隷れいになるんだ。多おおくの冒ぼう険けん者しゃたちは、少しょう額がく借しゃっ金きんがほとんどだから数すう年ねん契けい約やくが適てき用ようされているよ」


「そうなのですか。奴ど隷れいは、一いっ生しょうの契けい約やくだと思おもっていました。冒ぼう険けん者しゃの方かたの話はなしが聞きこえた事ことがあるのですが、悲ひ愴そう感かんが漂ただよっていたので」


「ハハハ、その契けい約やくだと奴ど隷れいがものすごく高こう額がくになってしまうぞ。それに犯はん罪ざい奴ど隷れいでも軽けい犯はん罪ざいの場ば合あいは最さい短たんで一〇年ねんなのに、少しょう額がくの借しゃっ金きん奴ど隷れいが一いっ生しょうって、重おもすぎると思おもうな」


「確たしかに、そうですね」


「冒ぼう険けん者しゃギルドに登とう録ろくしたら、受うけさせられる講こう習しゅうがあるんだけど、そこで最さい初しょに習ならう事ことが備そなえるお金かねについてなんだ。依い頼らいに失しっ敗ぱいした時ときの事ことを考かんがえて、必かならず用よう意いしておけよって。あと、借しゃっ金きんが払はらえない場ば合あい、奴ど隷れい落おちになる事ことも。まぁ、これは既すでに知しれ渡わたっているけど」


「冒ぼう険けん者しゃギルドで講こう習しゅう……」


「そう。で、多おおくの冒ぼう険けん者しゃたちは奴ど隷れい落おちにならないために備そなえている。依い頼らいを受うける時ときも、失しっ敗ぱいした時ときの事ことを考かんがえているしね。ただ、備そなえると言いっても完かん全ぜんには難むずかしい。そのため依い頼らいに失しっ敗ぱいすると、少すこしだけ借しゃっ金きんが残のこってしまう事ことがあるんだ。それで奴ど隷れい落おち。でも少しょう額がくだから、ほとんどが三さん年ねんか五ご年ねんで戻もどってくるけど」


「なるほど」


「その悲ひ愴そう感かんを漂ただよわせてた奴やつらは、たぶん金かねを全すべて使つかっているのだろう。冒ぼう険けん者しゃギルドから注ちゅう意いを受うけても馬ば鹿かな奴やつっているからさ」


「はぁ」


「腕うでの立たつ冒ぼう険けん者しゃ奴ど隷れいだと、知しり合あいの冒ぼう険けん者しゃに契けい約やくしてもらう事こともある。まぁ、これは金かねをそうとう貯ため込こんでいる冒ぼう険けん者しゃの知しり合あいがいる事ことが条じょう件けんだがな」


何なんだか、思おもっていた奴ど隷れいとはかなり違ちがう。奴ど隷れい落おちしたら、一いっ生しょう奴ど隷れいだと思おもっていた。どこからこんな知ち識しきが紛まぎれ込こんだんだろう。……前まえの私わたしか？


ん～、裏うら切ぎりが横おう行こうして、奴ど隷れいになったら一いっ生しょう奴ど隷れいで……、前まえの私わたしってどんな世せ界かいで生いきてきたんだろう。間ま違ちがいなく、ここより厳きびしい世せ界かいだよね。


「アイビー？　大だい丈じょう夫ぶ？」


「あっ、すみません。大だい丈じょう夫ぶです。……あの数すう年ねん単たん位いだとその時ときに知しった内ない緒しょにしてほしい事ことってどうなるのですか？」


「あぁ、奴ど隷れいの時ときに知しった情じょう報ほうについては魔ま法ほうで縛しばられるから、奴ど隷れいから解かい放ほうされても話はなす事ことは出で来きないんだ」


なるほど、魔ま法ほうで。何なんだか、奴ど隷れいに対たいして感かんじた拒きょ否ひ感かんが薄うすれたな。と言いっても、奴ど隷れいは高たかいから手てが出でないけど。


「ここだよ、って今日きょうは結けっ構こういるな」


目めの前まえには洗せん濯たくをしている人ひとたち。魔ま法ほうが使つかえない人ひとだと思おもうとちょっと不ふ思し議ぎな感かん覚かくになる。今いままで、いないと思おもっていた人ひとが目めの前まえにいるのだから。しかも。


「どうするって……アイビー、大だい丈じょう夫ぶ？」


「あっ想そう像ぞうしたより多おおくの人ひとがいたので……驚おどろいて」


「ははは、そっか」


全すべてが使つかえない人ひとではないらしいが、それでも想そう像ぞうしていたより多おおくの人ひとが洗せん濯たく場ばにはいた。洗あらい場ばの空あいている場ば所しょを探さがして、服ふくを洗あらう。置おいてある桶おけがマジックアイテムの様ようで、中なかの水みずを捨すてると水みずが自じ動どうで桶おけいっぱいに溜たまる。初はじめて使つかうマジックアイテムに、少すこし興こう奮ふんしてラットルアさんに笑わらわれた。旅たびで溜たまった服ふくなどを洗あらうと結けっ構こうな量りょうになる。全すべて洗あらい終おわって持もってきたカゴに入いれる。


「お疲つかれ～、終おわった？」


あっ、洗あらい物ものに必ひっ死しで一いっ緒しょに来きているのを忘わすれていた。……囮おとりの事ことも。ラットルアさんがいてくれるという安あん心しん感かんはちょっとやばいな。気きを引ひき締しめよう。


「すみません。お待またせしました」


「大だい丈じょう夫ぶだよ。じゃ、干ほさないと駄だ目めだし、広ひろ場ばに戻もどろうか」


「はい」


広ひろ場ばに向むかいながら、お店みせの情じょう報ほうなどを教おしえてもらう。さすがに住すんでいるだけあって、詳くわしい。特とくに甘かん味みの店みせに関かんしてかなり詳くわしい。そういえば昨日きのうのミルパも、かなり好すきそうだったな。


多おおくの人ひと々びとが入はいっていく建たて物ものが見みえた。そちらに視し線せんを向むけると、建たて物ものの屋や根ねに十じゅう字じ架かが見みえた。教きょう会かいだ。……私わたしの人じん生せいを変かえた場ば所しょ。ずっと避さけ続つづけている場ば所しょだ。気き付づかれないように、そっと視し線せんを他ほかへと向むけた。
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「アイビー、話はなしは変かわるけど……」


「……えっ、はい。何なんですか？」


声こえ、震ふるえて聞きこえなかったかな？　ラットルアさんの顔かおを窺うかがうが、気き付づかれなかったようだ。


「確たしか、旅たびの目もく的てきは王おう都との隣となりの町まちだったよな？」


「はい」


「そこへ行いくのは、いつまでとか決きまっているのか？」


「いいえ、決きまっていません」


「だったらさ、この町まちで当とう分ぶん過すごしたらどうかな？　あ～、今いまの問もん題だいはちょっと横よこに置おいておいて」


「……えっと……」


「一いち年ねんぐらい前まえにギルドに新あたらしい制せい度どが出で来きたんだよ。保ほ護ご者しゃ代だい理り制せい度ど。保ほ護ご者しゃから逃にげている子こ供どもたちや両りょう親しんを亡なくした子こ供どもたちを、ギルドで守まもるためのモノなんだ。保ほ護ご者しゃ不ふ在ざいの子こ供どもたちは、いろいろな組そ織しきに狙ねらわれているから。それに今いままでのギルドの体たい制せいでは、血ちのつながった保ほ護ご者しゃにはどうしても立たち場ば的てきに弱よわかった。それを補おぎなう制せい度どなんだ。保ほ護ご者しゃ代だい理りを立たてれば、たとえ保ほ護ご者しゃが捜さがしていても絶ぜっ対たいに情じょう報ほうは流ながれない」


冒ぼう険けん者しゃギルドって、なんだか思おもっていた以い上じょうにすごい組そ織しきだ。でも……。


「ギルドに登とう録ろくすれば、何なにかあった場ば合あい、ギルドで守まもってもらえる。まぁ本ほん登とう録ろくには、保ほ護ご者しゃ代だい理りが名な前まえを貸かしただけではないと証しょう明めいする、一いち年ねんの期き間かんが必ひつ要ようなんだけど」


目めをしっかり合あわせ話はなすラットルアさんの真しん剣けんな顔かおに、心こころが温あたたかくなると同どう時じにそれに応こたえられない事ことが悲かなしくなる。気きを抜ぬくと、涙なみだがこぼれそうだ。


「安あん全ぜんな仕し事ごとを選えらべるし、頑がん張ばれば安あん定ていした収しゅう入にゅうにもなる。身み分ぶんの保ほ証しょうにもなる。チームにだって参さん加か出で来きるし、つくる事ことだって出で来きる。考かんがえてみないかな？」


「…………」


「俺おれはさ、俺おれたちのチームに参さん加かしてほしいって思おもってる。でもセイゼルクがアイビーの性せい格かくでは、気きを遣つかって無む理りをするだろうからって。でも、駄だ目めかな？」


首くびを横よこに振ふって、意い思し表ひょう示じする。そして、声こえが震ふるえないように気きを付つけながら。


「足あし手でまといになりますから。それに上じょう位い冒ぼう険けん者しゃの行いく場ば所しょに、私わたしは行いけません。自じ分ぶんの身みも守まもれないのに」


「う～、そういう時ときは町まちにいても……って駄だ目めか。余よ計けいに気きを遣つかわせるか」


「すみません。でも、誘さそってもらえてうれしいです」


「セイゼルクにもボロルダにも、アイビーを困こまらせるだけだから話はなすなって言いわれたんだけどさ。俺おれの我わが儘ままだから。困こまらせているよな、ごめん」


笑わらって首くびを横よこに振ふる。困こまってはいるが、とてもうれしい。それに私わたしの事ことを、思おもってくれているのがすごく伝つたわってくる。でも、スキルを記き録ろくする事ことが必ひつ要ようになるギルドには登とう録ろく出で来きない。絶ぜっ対たいに。


「ありがとうございます。急いそぎの旅たびではないですが、何ど処こかに留とどまるつもりはないので」


スキルを気きにしなくていいのなら、きっとすぐにでも飛とびつくだろう。でも、私わたしには無む理りだ。先さきほど見みえた教きょう会かい。司し祭さいの格かっ好こうをした人ひとがいた。その人ひとを見みた瞬しゅん間かん、全ぜん身しんに走はしった震ふるえ。私わたしのスキルを見みた司し祭さいが叫さけんだ言こと葉ばが、頭あたまの中なかを駆かけ巡めぐった。


『まさか、神かみを冒ぼう涜とくする忌いみ子ごが!!　……なぜ教きょう会かいの中なかにいる！　生いきる価か値ちすらない穢けがれた者ものが！』


あの叫さけび声ごえが、忘わすれられない。震ふるえる私わたしが、縋すがった父ちちは戸と惑まどった顔かお、次つぎに悲ひ愴そう感かん……そして、最さい後ごに見みせたのは憎にくしみに近ちかい表ひょう情じょう。父ちちは、教きょう会かいの教おしえをとても大たい切せつにしていた。前まえの私わたしの記き憶おくがあるからだろうか、幼おさない私わたしには少すこし異い常じょうに見みえた事こともあった。その為ため、司し祭さいが忌いみ子ごと拒きょ絶ぜつした私わたしの存そん在ざいが許ゆるせなかったのだろう。すぐさま私わたしを切きり捨すてるほど。


「そっか。無む理りか。でも、ちょっと考かんがえてみてほしい」


ラットルアさんの優やさしさが、うれしくもあり悲かなしい。声こえは震ふるえそうだったので、何なんとか笑え顔がおを作つくり頷うなずく。洗せん濯たくした衣い類るいが入はいったカゴをぐっと握にぎり込こむ。私わたしは大だい丈じょう夫ぶ。何なん度ども繰くり返かえした言こと葉ばを心こころで唱となえる。私わたしは大だい丈じょう夫ぶ。広ひろ場ばに戻もどりテントの方ほうへ視し線せんを向むけると、視し界かいに入はいった存そん在ざいに足あしが止とまった。ラットルアさんも気きが付ついて、二ふた人りで顔かおを見み合あわせてしまった。私わたしたちのテントの傍そばに、ミーラさんが笑え顔がおで手てを振ふっている姿すがたがある。その横よこには、私わたしの知しらない冒ぼう険けん者しゃらしい人ひとが二ふた人り。まさか、これほど早はやく接せっ触しょくをしてくるとは思おもわなかった。聞きいていた組そ織しきから考かんがえると、ちょっと違い和わ感かんがある。もしかして、組そ織しきになんか問もん題だいが起おこっているのだろうか？　……失しっ敗ぱいしたという取とり締しまりが、少すこしは打だ撃げきを与あたえたとか？　って、他ほかの事ことを考かんがえている暇ひまはないな。何なにをしてくるのか分わからないから、気きを抜ぬかないようにしないと。


「大だい丈じょう夫ぶ？」


「もちろんです」


なぜか、ラットルアさんの方ほうが緊きん張ちょうしている雰ふん囲い気きだ。それが何なにか可お笑かしくて笑わらってしまう。その声こえにつられて、ラットルアさんも笑わらった。小ちいさく深しん呼こ吸きゅうして、ミーラさんたちが待まつテントに向むかう。


「アイビー、お久ひさしぶり」


笑え顔がおのミーラさんに、自し然ぜんな笑え顔がおを向むける事ことが出で来きた。よかった。


「お久ひさしぶりです」


「よう。二ふつ日かぶり」


「たしかに。今日きょうはアイビーの事ことを話はなしたら、会あってみたいって言いう友とも達だちを連つれてきちゃった」


「お友とも達だち？」


ミーラさんの隣となりにいる二ふた人りに、視し線せんを向むける。


「初はじめまして、カルアです」


「どうも、ルイセリアです。ミーラがアイビーの自じ慢まん話ばなしをするから会あいたくなっちゃって。ごめんね急きゅうに」


「いえ、えっと自じ慢まん話ばなし？」


何なんだか、ミーラさんのペースに乗のせられるのは駄だ目めな気きがする。失しっ敗ぱいしないために、もう少すこし落おち着ついて話はなしがしたいな。ん～、よし。


「えっと、お茶ちゃを用よう意いするので待まっててください」


「いいね。アイビーよろしく」


すぐにラットルアさんが合あわせてくれた。


「そうそう。アイビーの用よう意いしてくれるお茶ちゃって、すごく美お味いしいんだから」


ミーラさんも話はなしに乗のってくれたようだ。ミーラさんたちが椅い子すに座すわったのを確かく認にんしてから、お茶ちゃの葉はっぱをテントに取とりに行いく。テントから外そとに出でると、火ひの用よう意いをラットルアさんが終おわらせてくれていた。お鍋なべに水みずも入いれられている。


「ありがとうございます」


「ん～、いいよ」


ラットルアさんが、コップの用よう意いもしてくれたようだ。ものすごく手て際ぎわが良いいな。沸ふっ騰とうしたお湯ゆにお茶ちゃの葉はを入いれて少すこし蒸むす。コップにお茶ちゃを注そそぎ入いれ、待まっている三さん人にんとラットルアさんと私わたしの分ぶんを用よう意いする。


「お待またせしました」


「ありがとう」


「あっ、本ほん当とうにいい香かおり」


「でしょ！」


ルイセリアさんは、お茶ちゃの香かおりを楽たのしんでいるようだ。カルアさんは静しずかに飲のんでいる。


「アイビー、明日あしたとかどうしているの？」


「明日あしたですか？」


「そう、一いっ緒しょに甘かん味みを食たべに行いかない？」


「いいね～」


「ちょっとラットルアには聞きいてないけど」


「俺おれが甘かん味み好ずきなのを知しってて、無む視しってひどくない？」


「え～」


ミーラさんが不ふ貞て腐くされた顔かおをする。何なにも知しらなければ、綺き麗れいな人ひとなので可か愛わいらしさが際きわ立だつんだけど。私わたしからすれば、恐おそろしい。


「皆みんなで行いけばいいじゃない」


カルアさんが、静しずかな声こえでミーラさんを窘たしなめる。


「そうだけど」


「よし、決けっ定てい！　明日あしたは『フロフロ』か『アマロカル』に行いこう」


「えっ、何なんでその二ふたつ限げん定ていなのよ！」


「今日きょうアイビーに町まちを紹しょう介かいしたんだけど、その時ときに行いこうかって話はなしをしていたんだよな」


まったくそんな話はなしはしていない。でも、何なにか理り由ゆうがあるのだろう。


「はい」


「え～、私わたしは『ママロコ』とか、おすすめだけど」


「『ママロコ』もいいけどさ～、新しん作さくが出でてないだろ」


「……まぁ、そうだけど」


あれ？　今いま何なにかミーラさん、少すこしおかしかった。気きのせいかな？


「もう！　何ど処こでもいいじゃない！」


いきなりルイセリアさんが、大おおきな声こえを出だす。


驚おどろいた。


何なんなんだろう？


「だったら、明日あしたは『フロフロ』か『アマロカル』。明あ後さっ日ては『ママロコ』」


「そうね。そうしよう」


やっぱり何なにか……気きのせいかな？　それとも、あっ『ママロコ』ってところに何なにかある？　それにしても、なんだか急いそいでいるように感かんじる。セイゼルクさんもボロルダさんも、組そ織しきは知ち略りゃくに長たけているって言いっていたけど。そんな、印いん象しょうは受うけない。何なんだか不ふ安あんになるな。
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ミーラさんとルイセリアさんは予よ定ていを立たてると、断ことわる前まえに用よう事じがあると慌あわただしく帰かえってしまった。そのあとを追おうように、カルアさんも席せきを立たつ。何なんだか、その時ときの彼かの女じょの様よう子すが少すこし気きになった。すごく不ふ機き嫌げんそうに友ゆう人じんである二ふた人りを睨にらみ付つけて……いや、少すこし違ちがう。カルアさんは、あまり表ひょう情じょうが動うごかないような人ひとに見みえた。その彼かの女じょが眉み間けんに皺しわを寄よせて、ミーラさんとルイセリアさんを見みつめていた。一いっ見けん睨にらんでいるように見みえたのだが、落おち着ついて考かんがえるとあれは戸と惑まどっている、そんな雰ふん囲い気きだったような気きがする。……友ゆう人じんと紹しょう介かいされた二ふた人り共ともが、組そ織しきの人にん間げんなのだろうか？　ミーラさんは間ま違ちがいないと判はん断だんされている。ルイセリアさんも、ミーラさんとなんとなく同おなじ雰ふん囲い気きを感かんじた。でもカルアさんはどうも違ちがうような気きがする。


「大だい丈じょう夫ぶ？」


ラットルアさんが新あたらしいお茶ちゃを入いれてくれた。


「ありがとうございます。あの～おかしくないですか？」


「うん。おかしい」


「ですよね。聞きいていた組そ織しきは用よう意い周しゅう到とうで証しょう拠こも残のこさないって。でも、ミーラさんとルイセリアさんの行こう動どうってそんな印いん象しょうを受うけません。私わたしたちが、疑うたがっているってばれているのでしょうか？」


「そうかもしれない。でも、ばれているならもっと違ちがう行こう動どうにでると思おもう。もしかしたらこれも全すべて罠わなとか？」


あっ、そうか。全すべてが罠わなという事こともあるのか。……でも、これってどんな罠わなになるんだろう？　とりあえず、三さん人にんに疑ぎ惑わくを分ぶん散さんさせるとかって、これは意い味みがないな。本ほん当とうにただの友ゆう人じんで、ミーラさんから目めを逸そらさせるためというのはあるかもしれない。そういえば、さっきの話はなしでは『ママロコ』という店みせに何なにかあるぞって言いっているようなモノだったな。そんな分わかりやすい行こう動どうをするのかな？


「『ママロコ』というお店みせはどういうお店みせなのですか？」


「老しに舗せの甘かん味み屋やだよ。団だん子ごを使つかったお菓か子しがある」


団だん子ご……いろいろ思おもい浮うかんだけど、これは全すべて前まえの私わたしの知ち識しきだろうな。って、名な前まえが分わからないけど黒くろい土つちに覆おおわれている物ものもある。あれってなんだろう、『あんこ』？　すごい見みた目めだな。


「どうした？　眉み間けんの皺しわがすごいけど」


「えっ、いえ。何なんでもないです」


危あぶない、前まえの知ち識しきの事ことで怪あやしまれてしまった。気きを付つけないと。えっと……。


「『フロフロ』と『アマロカル』はどんなお店みせですか？」


「この二ふたつは、俺おれが信しん用ようしている元もと冒ぼう険けん者しゃの人ひとがやっているお店みせなんだ。『フロフロ』はミルパに近ちかいけどもっとふわっとしたお菓か子しを出だしているんだ。『アマロカル』はサクッとしたお菓か子しを出だしている」


えっと、何なんとも抽ちゅう象しょう的てきな説せつ明めいだな。ミルパに似にたふわっとしたお菓か子し？　と、サクッとしたお菓か子し？　頭あたまに色いろ々いろと浮うかびそうになるのを、無む理りやり抑おさえつける。よし、落おち着つけ。


「明日あしたが、楽たのしみです」


「俺おれも、久ひさ々びさに甘かん味み三ざん昧まい」


そういえば、ラットルアさんはお酒さけはあまり飲のまないって言いっていたな。その代かわり、甘かん味みに目めがないのか。ラットルアさんは、なんとなく可か愛わいいと感かんじてしまう性せい格かくをしているな。


忘わすれていた洗せん濯たく物ものを干ほして、夕ゆう飯はん作づくりに取とり掛かかる。なぜか昨日きのう以い上じょうに食しょく材ざいが増ふえている。誰だれが増ふやしたのか分わからな……いや、これはきっとヌーガさんだ。マジックアイテムには食しょく材ざいの鮮せん度どを保たもってくれる物ものがある。その中なかに大たい量りょうに詰つめ込こまれた肉にく。確たしかめたら、種しゅ類るいの違ちがう肉にくの塊かたまりが六ろっ個こ。たぶん食たべたいのだろうな。そしてもう一ひとつには……シファルさんかな。スープに入いれると美お味いしいと聞きいた食しょく材ざいが、詰つめ込こまれていた。セイゼルクさんには調ちょう味み料りょうをもらったし、頑がん張ばって作つくろう。


「悪わるいな、アイビー。なんだかすごい事ことになっているな」


食しょく材ざいの山やまを見みてラットルアさんがちょっと呆あきれた顔かおをしている。


「大だい丈じょう夫ぶです。料りょう理りを作つくるのは好すきなので」


料りょう理りをしていると、狙ねらわれているという恐きょう怖ふ心しんが少すこし忘わすれられる。それに食たべた時ときの皆みんなの笑え顔がおを思おもい出だすと、明日あしたもこの笑え顔がおが見みたいからけっして負まけない！　という気き持もちが湧わきあがる。


良よし！　とりあえず、お肉にくに隠かくし包ぼう丁ちょうを入いれて味あじを染しみ込こませて……。後あとは、スープ。そういえば、ボロルダさんがミルクを貰もらってきていたな。自じ由ゆうに使つかっていいと言いわれているので、ミルクのスープにしよう。旨うま味みの強つよいお肉にくがあるから、それと一いっ緒しょに煮に込こもう。


そろそろお肉にくを焼やこうと思おもっていると、ヌーガさんが戻もどってきた。……何なにかセンサーでもついているんだろうか？


「お帰かえりなさい。お肉にくありがとうございます」


「あぁ……使つかった？」


「はい」


甘あま味みのあるたれを作つくって漬つけ込こんでみた。何なんだろう……お肉にくを凝ぎょう視ししている。えっと、焼やいていいのかな？　そっとお肉にくを移い動どうすると、ヌーガさんの方ほうからグ～っと、結けっ構こうな大おおきさの音おとが聞きこえてきた。


「……すまん。あ～、皿さらとか用よう意いするかな」


ちょっと顔かおを赤あかくして離はなれていくヌーガさん。期き待たいしてくれているのだろうか？　だったら、うれしい。


「ただいま。ちょうどいい時ときに戻もどってきたみたいだな。アイビーご苦く労ろう様さま」


「いえ、野や菜さいありがとうございます」


シファルさんとロークリークさん、マールリークさんが戻もどってきたようだ。少すこし離はなれた場ば所しょで、セイゼルクさんとボロルダさん、ラットルアさんが話はなしている姿すがたが見みえる。ミーラさんたちの事ことを話はなしているのかな？


「野や菜さいって何なに？」


「えっ？　……あの、食しょく材ざいが……あれ？」


シファルさんは不ふ思し議ぎそうに、山やまになっている食しょく材ざいを見みている。もしかして、使つかっては駄だ目めな物ものだった？


「あ～、それ俺おれ！」


リックベルトさんが声こえをあげる。驚おどろいた。いつ戻もどってきていたんだろう、気きが付つかなかった。


「リックベルトさん、ありがとうございます」


「気きにしないで……それで……」


「そうだぞ、気きにする必ひつ要ようは全まったくない」


マールリークさんが、呆あきれた表ひょう情じょうをリックベルトさんに向むけている。シファルさんも、戻もどってきたヌーガさんもだ。えっと……何なにが起おこったのだろう？


「アイビー、リックベルトはこれをエサにソラに会あわせてって言いいたいんだよ」


マールリークさんの言こと葉ばに、リックベルトさんが視し線せんを逸そらしたのでどうやら本ほん当とうらしい。


「ソラ……シファルさん、協きょう力りょくをお願ねがいします」


「了りょう解かい！」


「えぇ～、ちょっとアイビーそれは無ない！」


「野や菜さいのお礼れいにソラには会あわせます。シファルさんも一いっ緒しょです」


「任まかせてアイビー。リックベルト、よ・ろ・し・く！」


ものすごくショックを受うけた顔かおのリックベルトさん。悪わるいかな～とは思おもうけど、ソラの精せい神しん衛えい生せい上じょう仕し方かたなし！　だって、ソラが本ほん気きで嫌いやがるまで止やめないんだもん。あれは無ない。全ぜん員いんが集あつまって食しょく事じが始はじまる。食たべながら話はなしていたはずが、途と中ちゅうから全ぜん員いんが食たべる事ことに集しゅう中ちゅうしてしまった。好このみの味あじだったようでうれしいが、ヌーガさんがいつのまにか確かく保ほした肉にくの量りょうで言いい合あいが……本ほん気きの目めが怖こわい。ボロルダさんはミルクの使つかい方かたにちょっと驚おどろいていた。ミルク煮にってあるよね。……あれ？　あったはず。食しょく事じも終おわり、お茶ちゃで一ひと息いき。


「食しょく事じ中ちゅうにいろいろ話はなそうと思おもっていたけど、無む理りだったな」


「そうだね。それにしてもあの漬つけ込こんだお肉にくは美う味まかった」


「ありがとうございます」


セイゼルクとマールリークさんの感かん想そうに笑え顔がおになる。


「そろそろ話はなそうか」


ボロルダさんの声こえに、少すこし緊きん張ちょう感かんが戻もどる。


「ラットルアから聞きいた。ミーラたちが来きたと、誰だれだっけ……ルイセリアとカルアか」


「その二ふた人りは確たしか、別べつ々べつの冒ぼう険けん者しゃチームだったと記き憶おくしている。仲なかがいい印いん象しょうは無なかったがな」


「今日きょう、ここに来きた理り由ゆうが掴つかめないな」


「罠わなにしてはお粗そ末まつすぎる」


皆みんなもこれといった意い見けんが出でず、やはり困こまった感かんじだ。やはり三さん人にんの行こう動どうは、かなり違い和わ感かんがある。


「結けつ論ろんが出でないな。他ほかに話はなす事ことがある奴やつは？」


ミーラさんの行こう動どうについてはとりあえず保ほ留りゅうとなった。


「トルトとマルマが明日あした、森もりで特とっ訓くんをするらしいので、確たしかめてくる」


マールリークさんとロークリークさん。それにセイゼルクさんがその調ちょう査さに加くわわるようだ。シファルさんとヌーガさんは、今日きょうは商しょう人にんの行こう動どうを監かん視し。明日あしたは接せっ触しょくした人じん物ぶつの調ちょう査さに入はいるらしい。私わたしとラットルアさんは話はなし合あった結けっ果か、三さん人にんに付つき合あう事ことになった。ラットルアさんが探さぐりを入いれるそうだ。私わたしはいつも通どおりでいいと言いわれたが、すでに緊きん張ちょうしている。
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三さん人にんの姿すがたが見みえると、やはり緊きん張ちょうしてしまった。それを察さっ知ちしたのか、ラットルアさんが軽かるく背せ中なかを叩たたいてくれた。その瞬しゅん間かんふっと余よ分ぶんな力ちからが抜ぬけたのが分わかり、小ちいさく笑わらってしまった。本ほん当とうに彼かれは、頼たのもしい存そん在ざいだ。


「アイビー、こっちこっち」


手てを振ふるミーラさんと、軽かるく手てをあげるルイセリアさん。そしてちらりと視し線せんをよこすカルアさん。マールリークさんの話はなしでは、本ほん当とうに仲なかがいいのか疑ぎ問もんだと。でもミーラさんとルイセリアさんの二ふた人りを見みていると、とても仲なかがいいような印いん象しょうを受うける。カルアさんは、確たしかに一いっ歩ぽ引ひいた雰ふん囲い気きがあるので仲なか良よくは見みえないな。


「お待またせしました」


「悪わるいな」


待まち合あわせた場ば所しょは『フロフロ』のお店みせの前まえ。朝あさ方がたミーラさんからラットルアさんに、待まち合あわせ時じ間かんと場ば所しょについての伝でん言ごんが届とどいた。伝でん言ごんを聞きいてすぐに待まち合あわせ場ば所しょに向むかったのだが、少すこし遅おくれてしまった。ミーラさんたちは、気きにした様よう子すも見みせずにお店みせに入はいっていく。後あとに続つづくと、午ご前ぜん中ちゅうという事こともあるのか店てん内ないは少すこしガランとしている。お客きゃくは、女じょ性せいの二ふた人り連づれと男だん性せいの三さん人にん連づれだけだ。


お店みせの人ひとに案あん内ないされて椅い子すに座すわる。私わたしの隣となりにはカルアさん、反はん対たい側がわにラットルアさん。前まえの席せきにミーラさんとルイセリアさん。少すこしルイセリアさんがカルアさんを睨にらんだように見みえたが、何なんだろう。気きのせいかな？


メニューについて話はなしていると、視し線せんを感かんじた。微かすかな不ふ快かい感かん。自し然ぜんになる様ように気きを付つけながら、店てん内ないを見み回まわす。一ひと人りの男だん性せいと視し線せんが合あう。ちょっと身み構がまえるが、先さきほど感かんじた視し線せんとは異ことなる印いん象しょうを受うけた。男だん性せいの視し線せんからは、興きょう味みありげな様よう子すが窺うかがえる。初はじめてみる顔かおだと思おもうのだが、なんだろう。


「どうしたの？」


隣となりに座すわったカルアさんから声こえがかかる。別べつに誤ご魔ま化かす事こともないだろう。


「ちょっと、じっと見みてくる男だん性せいがいて」


「男だん性せい？」


カルアさんが店みせを見み回まわして、私わたしを見みている男だん性せいに視し線せんを向むける。何なんだか、思おもいっきりため息いきをついている。


「ごめんね。私わたしの知しり合あい……ちょっと話はなしてくる」


ラットルアさんも会かい話わを聞きいていたのか、男だん性せいを見みる。


「大だい丈じょう夫ぶ？」


小ちいさな声こえで聞きかれたので、頷うなずいておく。カルアさんの知しり合あいだという男だん性せいの視し線せんには不ふ快かいなモノを感かんじない。それより好こう奇き心しんが抑おさえきれずという雰ふん囲い気きなのだ。カルアさんの知しり合あいらしいので、きっと彼かの女じょから何なにか聞きいたのだろう。好こう奇き心しんを刺し激げきされるような話はなしってなんだろう？


ばごっというちょっと大おおきな音おとがお店みせに広ひろがる。慌あわてて音おとの発はっ生せい源げんと思おもわれる場ば所しょを見みる。カルアさんが男だん性せいの頭あたまを思おもいっきり叩たたいたようだ。……男だん性せいはひたすらカルアさんに謝あやまっているし、連つれの男だん性せい二ふた人りは大おお笑わらいしていた。何なんだかすごく気きになる集しゅう団だんだ。


「あれって、カルアの知しり合あいだっけ？」


「えっと、そうだっけ？」


ミーラさんとルイセリアさんの会かい話わが届とどく。やはり三さん人にんは仲なかがいいとは言いえないようだ。


「ミーラさんとルイセリアさん、カルアさんはいつから友とも達だちなのですか？」


隣となりでラットルアさんが少すこし驚おどろいた顔かおをしていた。ただ、警けい戒かいして何なにも聞きかないのは逆ぎゃくにおかしいと感かんじた。ミーラさんに疑うたがいがあるから、意い味みを探さぐろうとして何なにも聞きけない状じょう態たいになっている。もし、その前ぜん提ていが無なければ私わたしがどう行こう動どうするかを考かんがえた。疑ぎ問もんがあれば、間ま違ちがいなく納なっ得とくがいくまで聞きく。それが私わたしの性せい格かくだ。なら、この質しつ問もんは間ま違ちがってはいないはず。それに、答こたえが分わかるかもしれない。


「えっと、ちょっと前まえかな。飲のんでいる時ときに意い気き投とう合ごうして……ね？」


ルイセリアさんが少すこし慌あわてたような雰ふん囲い気きで話はなす。


「そう、私わたしとルイセリアが親したしくなって、ルイセリアに紹しょう介かいされたのがカルアなの」


「そうなんですか？　冒ぼう険けん者しゃ仲なか間まで親したしくなったのかと思おもっていました」


「合ごう同どうチームの討とう伐ばつ依い頼らいでもないと、同おなじ冒ぼう険けん者しゃでもそれほど親したしくはならないかな」


ミーラさんが笑わらって私わたしに視し線せんを向むける。


「そうか？　同おなじスキルとか持もっていると仲なかが良よくなったりするだろ？」


「まぁ、そうなんだけど」


ラットルアさんの言こと葉ばに、少すこし言こと葉ばを濁にごすミーラさん。やはりミーラさんとカルアさんの関かん係けいには違い和わ感かんが拭ぬぐえないな。カルアさんが戻もどってくると注ちゅう文もんを依い頼らいする。新しん商しょう品ひん五いつつとラットルアさんだけいつも食たべているというお菓か子しも追つい加かしていた。しばらくすると、お皿さらにのったふわっとしてぷるっとした印いん象しょうのお菓か子しと、果か実じつを搾しぼったジュースが目めの前まえに置おかれた。


「いただきます」


全ぜん員いんがスプーンを持もってお皿さらのお菓か子しを食たべる。口くちに広ひろがるあまりに優やさしい味あじに、ふっと癒いやされる。美お味いしい。


「美う味まいだろ」


ラットルアさんの言こと葉ばに頷うなずいて、もう一ひと口くちお菓か子しを口くちに入いれる。全すべて食たべ終おわってからジュースを飲のむ。口くちの中なかがさっぱりする。


「ラットルアさん、本ほん当とうに美お味いしいです」


「ねぇ、アイビー」


「はい」


「あのね、お茶ちゃの葉はっぱを探さがしたいのだけど。一いっ緒しょに森もりに行いってくれないかな？」


森もりへ一いっ緒しょに……これは確かく実じつに罠わなかな。どうやって断ことわればいいかな。難むずかしい。


「お茶ちゃの葉はっぱって、私わたしが飲のんでいる物ものですか？」


「うん、食しょく後ごにぴったりだと思おもって。欲ほしくなったんだけど、どんな木きなのか分わからなくて」


断ことわりづらいな。


「この辺あたりの森もりにあるか分わかりません。討とう伐ばつ隊たいがいた場ば所しょからこの町まちまで少すこし森もりを見みて歩あるきましたが、お茶ちゃの葉はっぱが採とれる木きはありませんでした」


「そうなんだ。もっと奥おくに行いけばあるかもしれない？」


「それは、ちょっと分わかりません」


「それなら一いっ緒しょに探さがそうよ」


ルイセリアさんも話はなしに乗のってくる。


「俺おれも一いっ緒しょだから」


「ラットルアは仕し事ごとがあるでしょ？　私わたしはちょっと休きゅう息そく日びを貰もらっているから問もん題だいないけど」


休きゅう息そく日び？


「あぁ、マルマとトルトが二ふた人りだけで修しゅ行ぎょうする数すう日じつは、休やすむ日ひにしているのだっけ？」


「そう。それに狙ねらわれているのは知しっているからしっかり守まもるわよ」


「話はなしは少すこし聞きいている。私わたしも一いっ緒しょにアイビーを守まもるから問もん題だいないでしょ」


ルイセリアさんがミーラさんを援えん護ごする。これは外そと堀ぼりを埋うめられてしまった。


「それなら問もん題だいない。セイゼルクから当とう分ぶんは依い頼らいを受うけないって言いわれているから」


「えっ、どうして？」


「あぁ、シファルにとって大たい切せつな時じ期きだからね」


ミーラさんの焦あせった雰ふん囲い気きに、ラットルアさんが堂どう々どうと答こたえる。その話はなし方かたから本ほん当とうなのか嘘うそなのか見み分わけがつかない。でも、昨日きのうはそんな話はなしは無なかった。と言いっても、私わたしはシファルさんの事じ情じょうを知しらないし。どっちなんだろう。


「だったら、皆みんなで行いけばいいじゃない」


カルアさんの一ひと言ことに、ルイセリアさんの眉み間けんに皺しわがよる。どうやら不ふ本ほん意いのようだ。私わたしの視し線せんに気きが付つくと、一いっ瞬しゅんでその表ひょう情じょうを隠かくしたが。


「カルア、お茶ちゃに興きょう味みなんてあったの？」


ルイセリアさんとミーラさんの様よう子すからカルアさんの行こう動どうは予よ定てい外がいのようだ。やはりカルアさんは組そ織しきとは無む関かん係けいなのだろうか？


「アイビーのお茶ちゃを飲のんでから興きょう味みが湧わいたの。そうだ私わたしの知しり合あいも一いっ緒しょに良いいかな？」


「知しり合あいって誰だれ？」


ラットルアさんが聞きくと、カルアさんはお店みせの中なかの男だん性せい三さん人にんを指ゆびさす。指ゆびを差さされた男だん性せいはちょっと焦あせっている。


「あの、今日きょうじゃなくてもいいから」


ミーラさんの少すこし大おおきな声こえがお店みせに響ひびく。驚おどろいてミーラさんを見みると、慌あわてている。


「もう、何なにをやっているのよミーラは」


ルイセリアさんが急いそいでフォローしたが、その様よう子すを見みて、やはり首くびをひねってしまう。どう考かんがえても、一ひと筋すじ縄なわではいかない組そ織しきとは思おもえない。やはり何なにか問もん題だいを抱かかえているのかもしれない。その問もん題だいが何なにか、分わからないかな？
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お茶ちゃの葉はは、また今こん度どみんなで探さがしに行いく事ことになった。ミーラさんは問もん題だいないと答こたえていたが、顔かおが少すこし引ひきつっていた。次つぎのお店みせに行いく予よ定ていだったけど、ルイセリアさんには用よう事じがあるらしい。先さきほどまで森もりに行いこうと話はなしていたのに。これは、予よ定てい通どおりにいかなかったからだろうか？　お店みせの前まえでミーラさんたちと別わかれて広ひろ場ばへ戻もどる。やはり色いろ々いろとおかしい。


広ひろ場ばに戻もどりながら、野や菜さいを売うっている店てん舗ぽをラットルアさんと見みて回まわる。野や菜さいなら山やま積づみにあるので、特とくに必ひつ要ようは無ないのだが。お互たがいに、すぐに広ひろ場ばに戻もどる気きがしなかった結けっ果かだろう。


「カルアはどっちなのだろうな？」


先さきほどの行こう動どうを見みる限かぎり、私わたしを助たすけてくれているように見みえる。だが、それはなぜかと考かんがえると答こたえが出でない。ミーラさんたちの事ことを、彼かの女じょも何なにか疑うたがっているのだろうか？


「カルアは二に年ねん前まえにこの町まちに移い動どうしてきた冒ぼう険けん者しゃだ。その前まえまでは二ふたつ隣となりの町まちで冒ぼう険けん者しゃをしていたらしい」


ラットルアさんからカルアさんの情じょう報ほうを貰もらう。ただ、そもそも私わたしは冒ぼう険けん者しゃについてよく知しらない。


「冒ぼう険けん者しゃの方かたは、よく移い動どうをするのですか？」


「報ほう酬しゅうを増ふやしたいと考かんがえた時ときや、まぁ、ちょっとしたいざこざから逃にげる時ときも」


「いざこざ？」


「あ～、えっと、男だん女じょの問もん題だいとか、兄きょう弟だい間かんのいろいろとか……分わかる？」


「なんとなくですが、分わかります」


移い動どうしてきた事ことについては違い和わ感かんはないようだ。店てん舗ぽを見み終おわり、人ひとの少すくない道みちに入はいる。周まわりを見みて、問もん題だいないと確かく認にんしてからラットルアさんに問といかける。


「あの、取とり締しまりって失しっ敗ぱいしたんですよね？」


「えっ、そうだよ。なんで？」


「ミーラさんたちの様よう子すから、話はなしに聞きいていた組そ織しきのイメージと合あわないからです。と言いっても、冒ぼう険けん者しゃを仲なか間まにしている事ことを考かんがえると、やはり用よう意い周しゅう到とうな面めんが推すい察さつされます。それを考かんがえると、組そ織しきに何なにか問もん題だいが起おこっているのではと思おもったので」


「問もん題だいが起おこるきっかけになったのが、取とり締しまりって事こと？」


「それは分わかりませんがミーラさんたちの行こう動どうは、何なにか急いそいで事ことを進すすめようとしているように感かんじます」


「確たしかに、ミーラたちは何なにか焦あせっている印いん象しょうだな。でもあの取とり締しまりは本ほん当とうに何なにもなかった。確たしかに少すこしだけ書しょ類るいは残のこされていたが」


「書しょ類るいですか？」


「そうだけど、まったく意い味みはなかったらしい。これについてはセイゼルクも確かく認にんしている」


「書しょ類るいでないとしたら、お金かねはどうですか？」


「お金かね？　確たしか金きん庫こがあって少すこし残のこっていたという話はなしだったかな。でもそれもたいした金きん額がくではないという事ことだ」


「取とり締しまった場ば所しょって民みん家かですか？」


「確たしか、元もと商しょう家かだったかな。結けっ構こうな大おおきさの建たて物ものだ」


大おおきな建たて物ものなら、今いま私わたしの頭あたまに思おもい浮うかんだ隠かくし部べ屋やがあったりしないかな？


「建たて物もの内ないに何なにか隠かくされている可か能のう性せいはありませんか？」


「いや、ないと思おもう。徹てっ底てい的てきに調しらべ尽つくしたからな」


「そうですか……その場ば所しょは今いまどうなっていますか？」


「今いまは確たしか、まだ問もん題だいが解かい決けつしていないから見み張はりを付つけているはずだ」


「見み張はり……どれくらいの人にん数ずうですか？」


「えっと、最さい初しょより人にん数ずうは減へっていて、今いまは五ご、六ろく人にんだったかな」


「見み張はりをしているのは自じ警けい団だんの方かたですか？」


「あぁ、冒ぼう険けん者しゃも加くわわっていたがミーラたちの事ことがあるからな。今いまは自じ警けい団だんだけだ」


「自じ警けい団だん。あの、取とり締しまりの場ば所しょを調しらべたと言いいましたが、誰だれが調しらべたのですか？」


「ん？　あっ、大だい丈じょう夫ぶ。調しらべたのは自じ警けい団だんだけで冒ぼう険けん者しゃは参さん加かしていないから」


「自じ警けい団だんだけで……もしかして……」


「アイビー？」


どうしよう、証しょう拠こも何なにもない私わたしの想そう像ぞうだけだけど。とりあえず話はなすだけ話はなしてみようかな。


「あの……自じ警けい団だんの人ひとたちって大だい丈じょう夫ぶなのですか？」


「自じ警けい団だん？　もしかして調しらべた奴やつらの事ことか？　いや、彼かれらは大だい丈じょう夫ぶだと……」


「その人ひとたちはどうやって自じ警けい団だんに入はいったのですか？」


「各かく部ぶ署しょの隊たい長ちょうや副ふく隊たい長ちょう、あとは貴き族ぞくからの推すい薦せん…………」


「貴き族ぞく？」


「そう、貴き族ぞくから推すい薦せんされて……」


「あの、言いいにくいのですが……」


「大だい丈じょう夫ぶ、言いいたい事ことは分わかった。そうだよ、自じ警けい団だんにだって裏うら切ぎり者ものがいる可か能のう性せいがあるんだ」


そう、用よう意い周しゅう到とうな組そ織しきならば、冒ぼう険けん者しゃだけではなく自じ警けい団だんにも手てを出だしていると私わたしは考かんがえた。ラットルアさんも、それに気きが付ついたのだろう。少すこし混こん乱らんしている。


もし、自じ警けい団だんにも裏うら切ぎり者ものがいると考かんがえると、元もと商しょう家かには何なにかが隠かくされている可か能のう性せいが出でてくる。組そ織しきはそれを取とり戻もどしたい、だが見み張はりがいるために行こう動どうを起おこせない。ゆっくり待まてば、いずれは見み張はりもいなくなるからそれからでも遅おそくない。でも、隠かくしてある証しょう拠こが重じゅう要よう過すぎて待まてないとしたら……。組そ織しきとしてどう動うごくか。見み張はりに割さく人ひと手でを削けずればいい。


ミーラさんは、組そ織しきにとって捨すて駒ごまかもしれない。ミーラさんだけではない、今いま組そ織しきの人にん間げんだと思おもわれているすべての者ものが捨すて駒ごまとも考かんがえられる。ミーラさんが裏うら切ぎり者ものだと発はっ覚かくした事ことで、まだ裏うら切ぎり者ものがいる可か能のう性せいを考かんがえて、冒ぼう険けん者しゃギルドは動うごきづらくなったと言いえる。既すでに見み張はりから手てを引ひいている。そうすると、主しゅとして動うごくのは自じ警けい団だんになる。そんな時ときにミーラさんたちが行こう動どうを起おこせば、間ま違ちがいなく捕つかまえようと動うごき出だす。見み張はりに人ひとを回まわす余よ裕ゆうもなくなるだろう。


「トカゲのしっぽ切ぎり」


「えっ、何なにそれ」


「……いえ、なんでもないです」


一ひとつ深しん呼こ吸きゅうして、今いまの考かんがえをラットルアさんに話はなす。ラットルアさんも似にたような事ことを考かんがえたようだ。そして、苦にが虫むしをかみつぶしたような顔かおをする。


「どうしたんですか？」


「自じ警けい団だんの三さん割わりぐらいが貴き族ぞくからの紹しょう介かいだ」


何なんというか、それはまた多おおすぎるな。全ぜん員いんが裏うら切ぎり者ものという事ことはないだろうが、調しらべるとしたら時じ間かんがかかりすぎる。これも計けい算さんしての行こう動どうだとすると、この組そ織しきのトップは恐おそろしいな。でも、私わたしが考かんがえた事ことぐらい他ほかの人ひとも思おもいつくだろう。ギルマスさんや、自じ警けい団だんの団だん長ちょうさんは私わたしより知ち識しきが多おおいのだから。


「あの、私わたしの考かんがえすぎという事こともありますから」


「……アイビーがもし、一いち番ばんに疑うたがうとしたらどんな貴き族ぞく？」


ラットルアさんが立たち止どまって私わたしを見み下おろす。私わたしだったら……。


「犯はん罪ざいとは無む縁えんだと判はん断だんされる人じん物ぶつでしょうか。もしくは武ぶ勇ゆう伝でんがあるかもしれません」


「……どうして？」


「信しん用ようされている人ひとや尊そん敬けいされている人ひとには、様さま々ざまな情じょう報ほうが集あつまりやすいです。そして何なにかあった時ときにも、まずは疑うたがわれる事ことが無ないので安あん全ぜんに逃にげる事ことが出で来きます」


「そうか……思おもい当あたる人ひとが二ふた人りいる。一ひと人りはボロルダが信しん頼らいしている人ひと。もう一ひと人りはこの町まちの住じゅう人にんならけっして疑うたがう事ことをしない人ひとだ」


「疑うたがう事ことをしない……どうしてですか？」


「一一年ねん前まえ。盗とう賊ぞくに襲おそわれている冒ぼう険けん者しゃ家か族ぞくの子こ供どもを、自じ分ぶんの命いのちを顧かえりみず救すくった人ひとだからだ」


「救すくった人ひとですか？」


命いのちを救すくった人ひとか、何なんだかここ数すう日じつで何なん度ども聞きいた言こと葉ばなんだけど。


「怪け我がを負おわされながらも勇ゆう敢かんに子こ供どもを守まもった事ことで、町まちの英えい雄ゆうだ」


「襲おそってきた盗とう賊ぞくはどうしたのですか？」


「全ぜん員いん死しんでいる……どうしてだ？」


「………………自じ作さく自じ演えんなんて事ことは……」


「…………」


あっ、黙だまってしまった。でも、もしそれが自じ作さく自じ演えんなら一一年ねんも前まえから準じゅん備びをしていたことになる。あれ？


「あの、組そ織しきの事ことが認にん識しきされたのは何なん年ねん前まえですか？」


「確たしか七しち年ねん前まえだったかな。奴ど隷れいにされそうになった女じょ性せいが、逃にげ出だした事ことで組そ織しきがあると知しったんだ」


七しち年ねん前まえ、その四よ年ねんも前まえに自じ作さく自じ演えん？　早はやすぎるかな。でも、認にん識しきされたのは七しち年ねん前まえでも活かつ動どうはもっと前まえからっていう事こともあるし。広ひろ場ばが見みえてきた。テントに視し線せんを向むけると、セイゼルクさんの姿すがたが見みえる。今日きょうは早はやいなと思おもうが、マールリークさんとロークリークさんの姿すがたが見みえない。何なにかあってセイゼルクさんだけが戻もどってきたのだろうか？
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「どうしたんだ、ずいぶん深しん刻こくそうな顔かおをしているが」


私わたしたち二ふた人りの顔かおを見みて、セイゼルクさんは戸と惑まどった様よう子すで聞きいてくる。ラットルアさんは少すこし考かんがえ込こんだ後あと、覚かく悟ごを決きめたように大おおきく深しん呼こ吸きゅう。その様よう子すに少すこしビビっていたセイゼルクさんを椅い子すに座すわらせ、今日きょうのお店みせでのやり取とりと、二ふた人りで話はなしていた内ない容ようをそのまま伝つたえる。


「……いや、だが……だがな……」


セイゼルクさんの眉み間けんに、深ふかい皺しわが刻きざまれる。それほど、今いま話はなしに挙あがっている貴き族ぞくが組そ織しきの人にん間げんだと考かんがえるのは難むずかしいのか。私わたしの貴き族ぞくのイメージでは、お金かねと権けん力りょくのためなら何なんでもする人ひとたちなんだけど。セイゼルクさんが大おおきくため息いきをつく。


「アイビーの考かんがえは、確たしかにあり得える事ことだと思おもう。だがファルトリア伯はく爵しゃくではないと思おもう」


ファルトリア伯はく爵しゃく？　もしかして私わたしが疑うたがっている貴き族ぞくの名な前まえだろうか？


「どうしてですか？」


「取とり締しまりを提てい案あんしたのはファルトリア伯はく爵しゃくなんだ」


「あっそうなのですか。えっと、どういう経けい緯いで取とり締しまりの提てい案あんを？」


「えっと、何なんだったかな。たしか、ファルトリア伯はく爵しゃくが裏うら商しょう売ばいをしている商しょう人にんの情じょう報ほうを掴つかんだんだ。その商しょう人にんが出で入いりしていたのが元もと商しょう家かの……いや、違ちがう。その商しょう人にんは違ちがう場ば所しょを拠きょ点てんとしていたはず……。あれ？　どうしてあの場ば所しょを取とり締しまる事ことになったんだ？」


「……もしかして最さい初しょの場ば所しょとは違ちがう場ば所しょを取とり調しらべたのですか？」


「あぁ、そうだ。誰だれの情じょう報ほうだったかな。思おもい出だせないが」


そんな重じゅう要ような事ことを、セイゼルクさんが思おもい出だせないなんてありえないと思おもう。考かんがえられるのは、故こ意いに隠かくされて情じょう報ほうが流ながされた。でも、どこから元もと商しょう家かの情じょう報ほうは流ながれてきたんだろうか？


「あれ？　なんであの場ば所しょになったんだ？」


セイゼルクさんの唖あ然ぜんとした声こえが届とどく。ラットルアさんも複ふく雑ざつな顔かおをしている。


「あぁ～！　俺おれはこういうの苦にが手てなんだよ！　だから冒ぼう険けん者しゃになったのに！」


セイゼルクさんが、いきなり髪かみを手てでぐちゃぐちゃにして大おお声ごえで叫さけんだ。ラットルアさんと私わたしは驚おどろいて、椅い子すから跳び上あがってしまった。そして、いまだに意い味みの分わからない雄お叫たけびをあげ続つづけるセイゼルクさんを見みつめる。……壊こわれた。セイゼルクさんが壊こわれてしまった。ラットルアさんと視し線せんを合あわせて、椅い子すに座すわり直なおす。どうしたらいいのか分わからず、放ほう置ちして五ご分ふんぐらい。ようやく、雄お叫たけびが止やんだ。よかった。このままだったらどうしようかと、本ほん当とうに不ふ安あんだったのだ。ただ、顔かおをあげない彼かれに少すこし不ふ安あんな状じょう態たいは続つづいているが。







    
  
  




「何なにをやっているんだ？」


後うしろから聞きこえた声こえに振ふり向むくとボロルダさんが唖あ然ぜんとした表ひょう情じょうでセイゼルクさんを見みている。助たすけになるかな？　というか、助たすけてほしい。ラットルアさんが、これまでの経けい緯いと話はなしていた内ない容ようを伝つたえる。やはりボロルダさんも途と中ちゅうで少すこし混こん乱らんした様よう子すだったが、最さい後ごまで話はなしを聞きいていた。


「そうか、それでセイゼルクがこうなったと。こいつな、人ひとのドロドロしたモノが嫌いやで冒ぼう険けん者しゃになったからな。冒ぼう険けん者しゃはほら、討とう伐ばつだけすれば済すむから」


そうだったのか、それはとても悪わるい事ことをしてしまった。ラットルアさんが何なんだか面おも白しろそうな顔かおをしているのは、見みない事ことにしよう。巻まき込こまれたくはない。


「しかし、アイビー」


「はい」


何なにを言いわれるんだろう。やっぱり考かんがえ過すぎって事ことかな？


「年としを誤ご魔ま化かしているだろ。絶ぜっ対たい九きゅう歳さいではないよな。正しょう直じきになれ」


ボロルダさんも混こん乱らん中ちゅうの様ようだ。


「言いっておくが混こん乱らんはしていないからな」


読よまれた！


「まぁいいか、アイビーの話はなしは驚おどろいた。今日きょう俺おれたちが話はなしてきた内ない容ようと似にているからな」


「どういう事ことですか？」


「朝あさ、ギルマスに呼よばれて行いったんだが、自じ警けい団だんの団だん長ちょうもいたんだ。で、奴やつから自じ分ぶんたちの仲なか間まに裏うら切ぎり者ものがいる可か能のう性せいがあると言いわれた。どうやら見み張はり役やくをしている奴やつに怪あやしい奴やつがいるらしい」


「うわ～、アイビーが言いっていた通とおりになってる。すごいなアイビー」


「だろ？　だから絶ぜっ対たい九きゅう歳さいとは言いわさん！」


そう言いわれても、私わたしは間ま違ちがいなく九きゅう歳さいです。


「で、自じ警けい団だんに裏うら切ぎり者ものがいるなら色いろ々いろと状じょう況きょうが変かわってくる。ミーラの行こう動どうについてもな」


「あぁ、それで見み張はりの途と中ちゅうなのに呼よび戻もどされたのか？」


セイゼルクさんが顔かおをあげる。何なんだかここ数すう一〇分ぷんで五ご歳さいぐらい老ふけ込こんだように見みえる。


「あぁ、下へ手たに動うごくのは向むこうの思おもうつぼって事ことになりそうだからな」


「なるほど。で？」


「アイビーと同おなじ結けつ論ろん、あの元もと商しょう家かに何なにかあるってな。で、あの場ば所しょを調しらべるように言いった人じん物ぶつを調しらべた。最さい初しょはファルトリア伯はく爵しゃくだと思おもい込こんでいたんだが、一いち応おうって事ことでな。そうしたら彼かれは違ちがう場ば所しょを指し定ていしていた」


「それは俺おれも覚おぼえている、ファルトリア伯はく爵しゃくが言いった場ば所しょは村むらのはずれの民みん家かだろ？」


「そうだ。で、あの場ば所しょに変へん更こうしたのはフォロンダ領りょう主しゅだった」


フォロンダ領りょう主しゅ、この町まちを治おさめている貴き族ぞくかな？


「フォロンダ領りょう主しゅはアイビーに言いおうと思おもっていた二ふた人りのうちの一ひと人りだよ。で、ボロルダが尊そん敬けいしている貴き族ぞくだ」


ボロルダさんが言いっていた命いのちの恩おん人じん。よかった、この話はなしの雰ふん囲い気きからフォロンダ領りょう主しゅは味み方かたになってくれるかも。でも、それをしっかり調しらべたいな。どうすれば、敵てきと味み方かたをしっかり判はん断だん出で来きるだろう。太ふとももにあるバッグがもぞりと動うごく。視し線せんを向むけると、普ふ通つうのバッグに入はいっているソラが動うごいているようだ。シファルさんがソラにと、くれたバッグ。中なかになぜかファーが付ついている、ちょっと変かわったバッグだ。入はいり心ここ地ちが良よいのか、かなり気きに入いっている。あっ、ソラに協きょう力りょくしてもらって判はん断だん出で来きないかな？


「あの、ソラに調しらべてもらうってどうでしょう」


「「「は？」」」


何なんでそんなに驚おどろくんだろう。調しらべるなら最さい適てきだと思おもうのだけど。


「まってアイビー、どうやってソラに協きょう力りょくを？　外そとに出だすわけにはいかないだろ？」


「はい、ソラにはバッグの中なかから教おしえてもらいます」


「あぁ、ってそのバッグ。なんだか見みた事ことがあるけど」


セイゼルクさんが、驚おどろいた表ひょう情じょうでバッグを凝ぎょう視ししている。何なにがあるんだ、不ふ安あんになるな。


「はい、シファルさんがくれました」


「マジで！」


ラットルアさんも驚おどろいた様よう子す。なんだ？　シファルさんがくれたバッグって何なにか意い味みがあるのかな？　マジックバッグではなく普ふ通つうのバッグなんだけど。


「あの、このバッグ何なにかあるのですか？」


「いや、それは大だい丈じょう夫ぶ。シファルって、あまり人ひとに物ものをあげたりしないからさ。ちょっと驚おどろいた」


「あまりって、まったくの間ま違ちがいだろ」


そうなのかな？　バッグだけではなく、上うえから羽は織おる事ことが出で来きる服ふくももらったけど。そういえば、綺き麗れいなコップももらったな。


「とりあえずそれはまた今こん度ど話はなし合あえ、今いまはソラの協きょう力りょくの話はなしだからな」


ボロルダさんが呆あきれた様よう子すで、シファルさんの性せい格かくについて討とう論ろんしているセイゼルクさんとラットルアさんを見みつめる。


「悪わるい。で、ソラの協きょう力りょくだな。出で来きるのか？」


「大だい丈じょう夫ぶだと思おもいます。ソラ、今日きょう会あったカルアさんは味み方かた？　味み方かただったら二に回かい揺ゆれて。違ちがう場ば合あいは止とまってね」


バッグの中なかで何なにかがプルプルしているのが足あしに伝つたわってくる。カルアさんは大だい丈じょう夫ぶの様ようだ。


「カルアさんは大だい丈じょう夫ぶみたいです。ルイセリアさんはどう？」


バッグの振しん動どうは完かん全ぜんに止とまって、動うごきを見みせない。やはり、組そ織しきの人にん間げんだったようだ。残ざん念ねんだ。バッグの状じょう態たいを見みていた三さん人にんから、小ちいさな声こえが上あがる。


「バッグの動うごきとしてはおかしいですよね」


「それは大だい丈じょう夫ぶ。テイマーの中なかにはバッグの中なかでテイムした動どう物ぶつを飼かう人ひともいるから」


そうなのか。だったら、勝かっ手てに動うごくバッグがあっても問もん題だいないな。それにしてもソラって何なにで判はん断だんしているのか、不ふ思し議ぎだな。
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ソラを連つれて、冒ぼう険けん者しゃギルドに行いく事ことになった。目もく的てきは二ふたつ。一ひとつはソラがギルマスさんを判はん断だんする事こと。もう一ひとつは、ギルマスさんが味み方かたと確かく定ていしたら、裏うら切ぎり者ものを見み分わける事ことが出で来きると、報ほう告こくする事ことだ。ソラについては、ボロルダさんもセイゼルクさんも秘ひ密みつにすると約やく束そくしてくれた。ただ、納なっ得とくさせる方ほう法ほうがあるのかと不ふ安あんに思おもっていると、ボロルダさんが何なにやら準じゅん備びをしていた。何なにをするのかと聞きいてみたが、後あとのお楽たのしみだと言いわれてしまった。初はじめて入はいる冒ぼう険けん者しゃギルドにちょっと興こう奮ふんしてしまう。絶ぜっ対たいに足あしを踏ふみ入いれる事ことはないと思おもっていた場ば所しょだ。周まわりを見み回まわすと、人ひとが少すくない。もっと人ひとが溢あふれかえっている印いん象しょうだったのだけど。


「今いまの時じ間かんは人ひとは少すくないよ。もうしばらくしたら、依い頼らいを終おわらせた冒ぼう険けん者しゃでいっぱいになる時じ間かんだ」


私わたしがちょっとがっかりしていると、ラットルアさんが説せつ明めいしてくれた。なるほど、今いまはちょうどみなさん仕し事ごと中ちゅうか。残ざん念ねん。ラットルアさんの後あとを追おいながら、通とおりすがりに張はり出だされている依い頼らい表ひょうを見みる。薬やく草そうの採さい取しゅや町まちの掃そう除じ、洞どう窟くつ内ないの鉱こう石せきの採さい掘くつや魔ま物ものの討とう伐ばつ依い頼らいまで色いろ々いろあるようだ。


「アイビー」


名な前まえを呼よばれて気きが付ついた。いつの間まにか立たち止どまって依い頼らい表ひょうを見みていた。急いそいで、ラットルアさんのいる部へ屋やに入はいる。中なかには四よ人にんの男だん性せいの姿すがたがあった。ギルマスさんだけではないのか、誰だれだろう？　皆みんな、体たい格かくが良いいな。ただ、一ひと人りだけすごい神しん経けい質しつそうな人ひとがいる。私わたしを見みて、眉み間けんに皺しわを寄よせた。


「どうしてこんな幼おさない子こ供どもが、あなたたちと一いっ緒しょにいるのですか？」


その神しん経けい質しつそうな人ひとが、少すこし大おおきな声こえで問といかけてくる。


「話はなしただろ？　この子こがアイビーだ」


「連つれてきたのか！」


一いち番ばん顔かおの怖こわい人ひとが叫さけぶ。その声こえに体からだがビクつく。


「ギルマス、うるさい」


ボロルダさんが、耳みみを塞ふさぐしぐさをすると、ギルマスさんが私わたしに向むかって謝あやまってくれた。







    
  
  




「向むこうの動うごきがおかしいだろ？　だから一いっ緒しょに動うごく事ことにした」


セイゼルクさんの言こと葉ばに全ぜん員いんが納なっ得とくしたようだ。


「アイビー紹しょう介かいするよ。うるさいのがギルマスだ」


「しつこいぞ。ギルドマスターのログリフだ。ギルマスでいいぞ」


「よろしくお願ねがいします」


「俺おれは自じ警けい団だんの団だん長ちょうをしているバークスビーだ」


「副ふく団だん長ちょうのアグロップ。よろしく」


「ギルドの財ざい務む管かん理りをしているフォロマロです。先さきほどは失しつ礼れいを」


「よろしくお願ねがいします」


ギルマスさんは背せが高たかくてとにかく顔かおが怖こわい、だが声こえは優やさしい。団だん長ちょうさんは、驚おどろくほど穏おだやかな表ひょう情じょうをしている。副ふく団だん長ちょうさんは、顔かおに大おおきな傷きずがあり鋭するどい目めをもっている。フォロマロさんは、やっぱり神しん経けい質しつそうな顔かおつきだ。







    
  
  




ボロルダさんに向むかって大おおきく二ふたつ頷うなずく。これは、此こ処こにいる人ひとたちは大だい丈じょう夫ぶという合あい図ず。此こ処こに来くる前まえに、ソラにあるお願ねがいをした。自じ己こ紹しょう介かいの時ときに、問もん題だいのある人ひとか、ない人ひとかを判はん断だんしてもらう様ように。なので、自じ己こ紹しょう介かいされるたびに、バッグの中なかでプルプルと二に回かいずつ震ふるえて教おしえてくれていたのだ。結けっ果か、ソラの判はん断だんは全ぜん員いん大だい丈じょう夫ぶ。なので、私わたしはボロルダさんに二に回かい頷うなずいたのだ。ちなみに、問もん題だいありの人ひとがいる場ば合あいは一いっ回かいだ。ボロルダさんが手てに持もっていた物ものに視し線せんを向むける。それはテントからわざわざ持もち出だしてきた少すこし大おおきいガラス玉だま。じっと見みている姿すがたに、何なにをしているのかと不ふ思し議ぎに思おもう。


「ここにいる者ものは、全ぜん員いん大だい丈じょう夫ぶみたいだ」


「何なにがだ？」


ギルマスさんが、不ふ思し議ぎそうな表ひょう情じょうをしている。彼かれだけでなく、この部へ屋やにいた他ほかの三さん人にんも似にたような顔かおつきだ。私わたしは、その言こと葉ばに少すこしドキリとする。ソラの事ことは話はなさないと言いっていたが、どうやって納なっ得とくさせるのか。


「あぁ、このマジックアイテムが反はん応のうしなかったから、ここにいる全ぜん員いんが味み方かたと判はん断だんしたんだ」


……ん？　あっ、なるほど。ソラを隠かくすために、別べつの物ものを用よう意いしたのか。


「ほぉ～、それはマジックアイテムか？」


「そんなマジックアイテムがあるなんて聞きいた事ことが無ないが」


「マジックアイテムは世せ界かい各かく地ちで未み知ちなモノが発はっ見けんされているからな、それもその内うちの一ひとつだろう」


ギルマスが前まえのめりになってボロルダさんの手て元もとを覗のぞき込こもうとしている。団だん長ちょうさんと副ふく団だん長ちょうさんは興きょう味みがありそうだが、ギルマスさんほどではないようだ。ボロルダさんはさっとガラス玉だまをバッグに隠かくしてしまう。


「最さい近きん手てに入いれたんだ。ただ、使つかい始はじめると二に、三さん日にちで石いしに変へん化かしちまう」


「そうなのか？」


「あぁ。もう一ひとつあったのだが、無む駄だに使つかって石いしになっちまった」


嘘うそをつくのが、上じょう手ずだなと思おもう。でも、そんな嘘うそをつかせてしまったのは私わたしのせいなので、少すこし後うしろめたい。ソラの事ことは説せつ明めい出で来きないけど……。ちょっと落おち込こんでいると、背せ中なかにぬくもりを感かんじた。横よこを見みるとセイゼルクさんが、少すこし笑わらって肩かたをすくめた。それに微かすかに笑わらい返かえす。そうだ、ソラには頑がん張ばってもらってボロルダさんに恩おんを返かえそう。……私わたしはソラを運はこぶだけだな……ご飯はんをもっと美お味いしく作つくれるように頑がん張ばろう。


「二に、三さん日にちか……ボロルダ、やってほしい事ことが」


真しん剣けんな表ひょう情じょうで団だん長ちょうさんがボロルダさんを見みつめる。団だん長ちょうの願ねがいは、ここにいる全ぜん員いんが分わかっているだろう。


「わかっている、自じ警けい団だんの裏うら切ぎり者ものを見みつける事ことだろ？　冒ぼう険けん者しゃの方ほうはどうする？」


「参さん加かしてほしい奴やつをここに呼よんでおく、あとでまた来きてもらえるか？」


ギルマスさんの言こと葉ばに頷うなずいたボロルダさんは、団だん長ちょうさんと副ふく団だん長ちょう、それと私わたしたちを連つれて部へ屋やを出でる。


「おい、大だい丈じょう夫ぶなのか？　アイビーはまだ子こ供どもだろう？」


副ふく団だん長ちょうさんがボロルダさんとセイゼルクさんに小こ声ごえで訊きいている声こえが聞きこえる。それに二ふた人りは問もん題だいないと答こたえているが、どうやら副ふく団だん長ちょうさんは心しん配ぱいのようだ。何なん度ども私わたしを確たしかめるために後うしろを振ふり返かえっている。どうしてあんなに心しん配ぱいをされるのだろう？


「副ふく団だん長ちょうには、アイビーと同おなじ年とし頃ごろの子こ供どもが三さん人にんもいるからな。他ひ人と事ごととは思おもえないんだろう」


ラットルアさんが、理り由ゆうを教おしえてくれる。それが聞きこえたのか、ちょっと副ふく団だん長ちょうの耳みみが赤あかくなっている。鋭するどい目めをもっていて、見みた目めはちょっと冷つめたい人ひとのように見みえたが違ちがうようだ。六ろく人にんでしばらく歩あるくと、大おおきな商しょう家かが見みえてくる。その周しゅう辺へんには自じ警けい団だんの制せい服ふくを着きた、数すう人にんの見み張はりがいた。団だん長ちょうさんや副ふく団だん長ちょうさんに気きが付ついたのか、ちょっと驚おどろいた表ひょう情じょうをしている。


「ご苦く労ろう様さま、ちょっと中なかを確かく認にんする事ことになってな。あぁ、紹しょう介かいしておく。この子こはアイビーだ。事じ情じょうがありボロルダたちが護ご衛えいしている。アイビー、ここにいる団だん員いんたちを紹しょう介かいするよ」


団だん長ちょうさんが右みぎから順じゅんに団だん員いんの紹しょう介かいをしてくれる。それはガラス玉だまに、一ひと人りずつ味み方かたか敵てきかを確かく認にんさせるためという事ことになっている。実じっ際さいはソラに判はん断だんしてもらうためなのだが。私わたしが一いっ緒しょにこの商しょう家かに来きた理り由ゆうは護ご衛えいもあるが、一ひと人り一ひと人り名な前まえを呼よび上あげる事ことを自し然ぜんに行おこなえるからだ。この町まちの冒ぼう険けん者しゃでは既すでに顔かおが知しられていて改あらためて自じ己こ紹しょう介かいなどしない。でも、私わたしがいるとそれが出で来きる。なので、一いっ緒しょについてきた事ことになっている、表おもて向むきは。


「最さい後ごにマルガジュラ」


それまでプルプルしていたソラが止とまったのを感かんじた。つまり最さい後ごに紹しょう介かいされた人ひとは、裏うら切ぎり者もの。握にぎっていたラットルアさんの服ふくを一いっ回かい引ひっ張ぱる。


「マルガジュラ、久ひさしぶりだな。ここ最さい近きん顔かおを見みないと思おもっていたらここだったのか」


「あぁ、ちょっと怪け我がをしてな。見み張はりだったら出で来きそうだから団だん長ちょうに異い動どうをお願ねがいしたんだ」


どうやらラットルアさんの知しり合あいだったようだ。よかった、自し然ぜんにボロルダさんとセイゼルクさんに伝つたえられた。ラットルアさんの対たい応おうを見みて、ボロルダさんが団だん長ちょうさんに何なにかを伝つたえている。次つぎの瞬しゅん間かん、団だん長ちょうが一いっ瞬しゅん鋭するどい目めを見みせた。驚おどろいた。それまでの穏おだやかな団だん長ちょうさんの表ひょう情じょうが、ギルマスさん並なみに恐こわくなったのだ。やっぱり、この町まちを守まもる自じ警けい団だんの団だん長ちょうさんだけはある。ドキドキとうるさい心しん臓ぞうを、ゆっくり深しん呼こ吸きゅうする事ことで落おち着つかせる。心しん臓ぞうが落おち着ついた頃ころ、建たて物もの内ないを案あん内ないしてくれる事ことになった。


「あの、この子こ供どももですか？」


「組そ織しきに狙ねらわれているから、離はなれるわけにはいかなくてな」


自じ警けい団だんの人ひとたちは、セイゼルクさんの答こたえにかなり驚おどろいたようだ。


「楽たのしみだね、アイビー。何なにか見みつかるかな？」


ラットルアさんは、ワクワクした表ひょう情じょうで周まわりを見み回まわしている。ほんとうに何なにか発はっ見けん出で来きたらいいな、特とくに隠かくし扉とびらとか！
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団だん員いんさんに案あん内ないされながら元もと商しょう家かの家いえを見みて回まわる。団だん長ちょうさんは別べつ行こう動どうをしているのか、周まわりを見みてもその姿すがたは確かく認にん出で来きない。副ふく団だん長ちょうさんも、マルガジュラさんと一いっ緒しょにどこかに行いっていて近ちかくにはいない。


「それにしても広ひろいな」


ラットルアさんは、壁かべを叩たたきながら周まわりを見み回まわしている。


「そうですね。蔵くらも二に個こあるみたいですよ」


「そうなのか？」


「窓まどから見みえました」


「隠かくし部べ屋やがあるならそっちかな？」


どうだろう？　隠かくし部べ屋やって何ど処こに作つくったら、一いち番ばん見みつからないだろう。蔵くらはなんとなく隠かくし場ば所しょのイメージがあるから、重じゅう点てん的てきに調しらべられそうだし。あっ！


「マルガジュラさんが調しらべた場ば所しょってどこですか？」


「ん？　あぁ、そういう事ことか」


「はい。彼かれは裏うら工こう作さくをするために、組そ織しきから命めい令れいを受うけてここにいるのでしょうから」


問もん題だいのある部へ屋やを、問もん題だいなしと報ほう告こくさせる。その役やく目めを負おっているのがマルガジュラさんだ。つまり、彼かれの調しらべた部へ屋やに隠かくし部べ屋やに繋つながる何なにかがあるはず。もしかしたら、団だん長ちょうさんは一ひと人りで調しらべに行いったのかもしれない。見みつかるといいな。組そ織しきを追おい込こむ何なにかがあるはずだから。一いっ階かいを見み終おわった時とき、建たて物ものの入いり口ぐちの扉とびらが開あく音おとがする。丁ちょう度ど、近ちかくにいたので視し線せんを向むけると、団だん員いん二ふた人りに案あん内ないされてきた身みなりの良いい、温おん和わな雰ふん囲い気きの男だん性せいと気き難むずかしそうな雰ふん囲い気きの男だん性せいがいた。その姿すがたを見みた瞬しゅん間かん、ラットルアさんの息いきを呑のむ音おとが聞きこえた。どうやら、ここにいてほしくない存そん在ざいのようだ。誰だれだろう。


「ファルトリア伯はく爵しゃく、フォロンダ領りょう主しゅ。どうかされましたか？」


ボロルダさんが、すぐに男だん性せいに声こえを掛かける。その名な前まえに聞きき覚おぼえがある。ファルトリア伯はく爵しゃくは怪あやしい人ひと。フォロンダ領りょう主しゅはボロルダさんが信しんじたいと思おもっている人ひとだ。


「たまたま、近ちかくを通とおりかかってね。今いまどうなっているのか確かく認にんしておこうと思おもったのだよ」


「そうですか」


「私わたしは、ファルトリア伯はく爵しゃくと一いっ緒しょにいたので、ついてきただけだ」


見みた目め通どおりファルトリア伯はく爵しゃくは随ずい分ぶんと穏おだやかな話はなし方かたで、悪わるい事こととは無む縁えんな印いん象しょう。フォロンダ領りょう主しゅは、静しずかな雰ふん囲い気きだが、どこか近ちか寄よりがたい印いん象しょうがあるな。


「おや？　そちらは？」


ファルトリア伯はく爵しゃくの視し線せんが私わたしに向むいて、ふわりと笑わらう。その笑わらいに不ふ快かいなモノは無なく、本ほん当とうにこの人ひとを疑うたがっていいのだろうかという思おもいが湧わきあがった。その為ためだろうか、ちょっと後うしろめたい。


「アイビー」


ボロルダさんに手て招まねきをされたので、隣となりに並ならぶ。彼かれの表ひょう情じょうには変へん化かは無なかったが、私わたしの肩かたに置おいた手てが少すこし強こわ張ばっているのに気きが付ついた。それに釣つられるように、私わたしも体からだに力ちからが入はいってしまう。







    
  
  




「この子こはアイビーと言いいます。ある組そ織しきに狙ねらわれているため、我われ々われが護ご衛えいをしています。他ほかの仕し事ごとと重かさなったため、一いっ緒しょに行こう動どうをしてもらっているんです」


「可か愛わいらしい子こだね。ファルトリアだ。よろしくね」


私わたしに目め線せんを合あわせるように少すこし背せを屈かがめ、穏おだやかな声こえに、柔やわらかな笑え顔がお。何ど処こにも不ふ安あんを感かんじる要よう素そなどない。ただ、バッグがピクリとも動うごかない。つまりソラは、ファルトリア伯はく爵しゃくを問もん題だいありと判はん断だんしたようだ。


「大たい変へんだな。ボロルダたちは優ゆう秀しゅうだ。安あん心しんして大だい丈じょう夫ぶだぞ」


フォロンダ領りょう主しゅは、私わたしを見み下おろした状じょう態たいで笑え顔がおを見みせる事ことも無ない。声こえにも優やさしさは無ないが、ボロルダさんを優ゆう秀しゅうだと言いった時ときだけ、なんだか温あたたかさを感かんじた。見みた目めは、正しょう直じき言いうと怖こわい。でも、私わたしの太ふとももにプルプルとソラの揺ゆれを感かんじた。ボロルダさんの服ふくを少すこし掴つかむ。


「ファルトリア伯はく爵しゃく、よろしくお願ねがいします」


声こえを出だすと同どう時じに、掴つかんだ服ふくを一いっ回かい引ひっ張ぱる。


「フォロンダ領りょう主しゅも、よろしくお願ねがいします」


服ふくからそっと手てを離はなす。肩かたに置おかれていたボロルダさんの手てから、すっと力ちからが抜ぬけた。きっと安あん心しんしたのだろう。ボロルダさんが信しんじている人ひとが、味み方かたでよかった。私わたしも、体からだから力ちからを抜ぬく事ことが出で来きた。それに気きが付ついたのか、ポンポンと軽かるく肩かたがたたかれた。


「団だん長ちょうは何ど処こにいるんだい？」


ファルトリア伯はく爵しゃくが、周まわりを見み回まわし聞きいてくる。あれ？　今いまの聞きき方かたは、ここに団だん長ちょうさんがいる事ことを知しっているみたいだな。でも、どうして知しっているのだろう？　先さきほど団だん長ちょうさんは「忙いそがしくて、ここに来くるのは取とり締しまりの日ひ以い来らいだ」と言いっていたけど。誰だれかから聞きいたのかな？　……もしかして、建たて物ものの外そとにも見み張はり役やくの人ひとがいるのかな？　何なんだかいっぱい潜ひそんでいそうで嫌いやだな。


「ここにいますが、何なにかご用ようでしょうか？」


団だん長ちょうさんは一いっ階かいの奥おくから姿すがたを見みせた。あっ、副ふく団だん長ちょうさんとマルガジュラさんも一いっ緒しょだ。


「いや、少すこし様よう子すを見みに来きたんだが」


「そうでしたか。上あがって中なかを見みて行いきますか？」


その言こと葉ばにどきりとする。どうしよう、団だん長ちょうさんにはファルトリア伯はく爵しゃくが問もん題だいありだとまだ知しらせていない。ちらりと隣となりにいるボロルダさんに視し線せんを向むける。私わたしの視し線せんに気きが付ついたのか、にやりと彼かれが表ひょう情じょうを変かえる。ん？　こんな表ひょう情じょうを初はじめて見みたな。何なにかを企たくらんでいるような顔かおと言いえばいいのか……何なんだろう。


「いやいや、仕し事ごとの邪じゃ魔まをしても悪わるいからね。元げん気きな顔かおを見みたかっただけなのだよ」


「そうでしたか、わざわざありがとうございました」


ファルトリア伯はく爵しゃくは、笑え顔がおで周まわりの団だん員いんさんにも声こえを掛かけながら建たて物ものから出でていく。そのあとを追おうように、フォロンダ領りょう主しゅが足あしを外そとへ向むける。


「フォロンダ領りょう主しゅ、少すこし話はなしたい事ことがあるのですが」


「なんだ？」


「ここではちょっと言いいにくい事ことですので、お時じ間かんをつくってほしいのですが」


ボロルダさんが、頭あたまを下さげる。フォロンダ領りょう主しゅは、一いっ瞬しゅん何なにかを考かんがえるそぶりを見みせたが、あとでギルドに顔かおを出だすと約やく束そくしてくれた。二ふた人りの姿すがたが完かん全ぜんに見みえなくなると、どっと疲つかれがきた。初はじめて貴き族ぞくを前まえにして、ドキドキとずっと心しん臓ぞうが鳴なりっぱなしだったのだ。しかも一ひと人りは、組そ織しきの人にん間げんで敵てき。穏おだやかな見みた目めと優やさしそうな笑え顔がおが、途と中ちゅうから怖こわくて、怖こわくて。もう少すこし長ながく話はなしかけられたら、震ふるえていたかも知しれない。


副ふく団だん長ちょうさんがマルガジュラさんに、蔵くらをもう一いち度ど調ちょう査さするから団だん員いんを集あつめるよう指し示じを出だしている。やはり、まだ隠かくし部べ屋やは見みつかっていないようだ。……って違ちがう。問もん題だいありのマルガジュラさんに、指し示じを出だしているという事ことは……。もしかして、偽ぎ装そう工こう作さくかな？　隠かくし部べ屋やが見みつかったのかもしれない！　マルガジュラさんはすぐに二ふた人りの団だん員いんさんを呼よびに行いき、副ふく団だん長ちょうさんと共ともに蔵くらへ向むかった。その後うしろ姿すがたを見み送おくっていると、伯はく爵しゃくたちを案あん内ないしてきた二ふた人りの団だん員いんさんとここまで私わたしたちを案あん内ないしてくれた団だん員いんさんに、戻もどるよう指し示じを出だす団だん長ちょうさんの声こえがした。


入いり口ぐち付ふ近きんにいるのは団だん長ちょうさん、ボロルダさん、セイゼルクさん、ラットルアさんと私わたしだけだ。団だん長ちょうさんが私わたしをちらっと見みて、少すこし思し案あん顔がおをしている。首くびを傾かしげると。


「団だん長ちょう、アイビーは問もん題だいない」


「それは先さきほど聞きいたが……」


団だん長ちょうさんが迷まようそぶりを見みせると、ボロルダさんがなぜか納なっ得とくした表ひょう情じょうを見みせた。


「まぁ、普ふ通つうは巻まき込こまないようにするか」


「そうだろ？　やはり」


「アイビーは、おそらく団だん長ちょうが今いままで何なにをしていたのか、そしてその結けっ果かも予よ想そうしている」


「は？」


あっ、怖こわい顔かおの人ひとがちょっと抜ぬけた表ひょう情じょうになると、面おも白しろい顔かおになるんだ。にしても、団だん長ちょうさんがどうして、そこまで驚おどろくのだろう。順じゅん序じょ立だてて考かんがえれば、答こたえは分わかりそうなのに。


「アイビーが考かんがえている事ことは想そう像ぞうがつくけど、普ふ通つうの九きゅう歳さいは考かんがえないからな」


ラットルアさんの言こと葉ばに首くびを捻ひねる。そうだろうか？　って普ふ通つうって、私わたしも普ふ通つうの九きゅう歳さいなのに。


「見みた目めは、九きゅう歳さいにも見みえないのにな」


セイゼルクさんには貶けなされた！







    
  
  




目めの前まえに、腐くさりかけている特とく産さん品ひんのザロがある。


「どういう事ことだ!!」


周まわりを睨にらみ付つけると、ビクリと震ふるえて誰だれもが視し線せんを逸そらす。その態たい度どに、怒いかりが倍ばい増ぞうする。


「答こたえろ！　どうして腐くさっている！」


静しずまり返かえり、静せい寂じゃくが訪おとずれる。苛いら立だち、もう一いち度ど声こえを出だそうとした時とき、一ひと人りの男おとこが前まえに出でる。


「ザロの収しゅう穫かくは、占うらない師しのルーバさんが教おしえてくれていたんです。それは村そん長ちょうもご存ぞんじのはずです」


「だからなんだ！　あんなババァ一ひと人りいないだけで、こんな事ことになるか！」


「ザロの収しゅう穫かく時じ期きはとても短みじかい。それを見み極きわめるのは長ながくザロを育そだててきた私わたしたちにも難むずかしい。だから占うらない師しのルーバさんが必ひつ要ようだったんです！　それを村そん長ちょうが！」


「うるさい！　誰だれに向むかってそんな口くちをきいている！」


目めの前まえの男おとこを蹴けり飛とばす。周まわりから叫さけび声ごえが上あがり、農のう具ぐを持もった男おとこたちが前まえに出でる。


「なんだ、村そん長ちょうに向むかって何なにをするつもりだ！」


気きに入いらない。


「とにかく、ザロを腐くさらせるな！　行ぎょう商しょう人にんが来きたら高たか値ねで売うれ、分わかったな」


何なんなんだ、まったく。あいつら、税ぜい金きんを上あげてやる。俺おれに盾たてを突ついたらどうなるか、思おもい知しらせてやる。くそっ、あのババァが何なんだと言いうんだ。親おや父じがちょっと目めをかけてやったら調ちょう子しに乗のりやがって、俺おれに意い見けんを言いうなんて。何なに様さまだ。


しかし、ザロがあの状じょう態たいはやばい。ちっ、村そん長ちょうになったら楽らくに遊あそべると思おもっていたのに、どいつもこいつも邪じゃ魔ましやがって。






収しゅう穫かくされるザロの量りょうが少すくない事ことに気きが付つき、久ひさ々びさに畑はたけに足あしを向むける。


「どういう事ことだ！　他ほかの奴やつらはどうした！」


収しゅう穫かく作さ業ぎょうをしている村そん民みんの数かずが異い様ように少すくない。半はん分ぶんほどしかいない。誰だれがサボっていいと言いった！　あいつら、俺おれを馬ば鹿かにしやがって！


「早はやく、サボっている奴やつらを連つれて来こい！」


「えっ……村そん長ちょう？　二ふつ日か前まえに知しらせましたが」


二ふつ日か前まえ？　何なんの事ことだ？　妾めかけのところに居いたので知しるわけないだろう。


「知しらん。何なにがあった」


青あおい顔かおをした男おとこが、震ふるえながら口くちを開ひらく。


「多おおくの村そん民みんが、村むらを出でて行いっています。『どうしたらいいですか？』と奥おく様さまに伝つたえるようにお願ねがいしたのですが」


「……出でていった？　出でて行いっただと！　この忙いそがしい時じ期きにか！」


村むらから恩おんを受うけておきながら出でていっただと、なんて奴やつらだ。あいつら、許ゆるさん！


「くそっ。どいつだ、名な前まえを書かきだせ！」


一ひと人りの女じょ性せいが、慌あわてて紙かみに名な前まえを書かきだした。次つぎ々つぎに書かかれる名な前まえに、怒いかりでどうにかなりそうだ。


なぜか一いっ瞬しゅん止とまって、最さい後ごに付つけ足たされた名な前まえ。何ど処こかで聞きいた名な前まえのような気きがするが……子こ供ども？　子こ供どもが一ひと人りで？　まぁ、どうでもいい。親おやがいないのだったら、奴ど隷れい商しょうにでも売うり飛とばせばよかったな。


「あの……収しゅう穫かくに手てが足たりません。どうしたら」


「そんなもの、お前まえたちで考かんがえろ。収しゅう穫かくが終おわるまで休やすむなよ！」


馬ば鹿かにしやがってあいつら。タダで済すむと思おもうなよ。名な前まえの書かかれた紙かみを掴つかみ、馬うまを走はしらせる。ちっ、ギルドが近ちかくに無ないというのは不ふ便べんだな。村むらから数すう時じ間かん馬うまを走はしらせると、ラトミ村むらが懇こん意いにしている行ぎょう商しょう人にんの馬ば車しゃを見みつける事ことが出で来きた。


「おい、お前まえら」


「ん？　あんたはラトミ村むらの、何なにか用ようか？」


俺おれの声こえに、一ひと人りの男おとこが馬ば車しゃを降おりて近ちかづいて来くる。おそらく行ぎょう商しょう人にんだろう。後あと二ふた人り、屈くっ強きょうな体からだつきの男おとこがいるが警けい護ごだろう。警けい護ごとして雇やとわれているはずなのに、なぜか行ぎょう商しょう人にんだけが俺おれに近ちかづいて来くる。少すこし違い和わ感かんを感かんじたが、おそらく雇やとう金かねにケチでもつけたのだろう。


「ギルドに依い頼らいを出だすから手て伝つだえ！」


「ギルドに？　冒ぼう険けん者しゃの方ほうか？　商しょう業ぎょうの方ほうか？」


「冒ぼう険けん者しゃだ。村むらから逃にげ出だした奴やつらの財ざい産さんを没ぼっ収しゅうさせる」


「……それは、やめた方ほうがいい。それより……」


「うるさい！　村むらの事ことに口くちを出だすな。ただの行ぎょう商しょう人にんふぜいが！」


「……そうか。依い頼らいは逃にげた村そん民みんの財ざい産さんの没ぼっ収しゅうでいいのか？」


「あぁ」


「……五ごギダル必ひつ要ようだな」


「は？　五ごギダル？」


「依い頼らい料りょうだ」


「本ほん当とうにそんなにするのか？　嘘うそをついていないだろうな」


「本ほん当とうだ、他ほかの行ぎょう商しょう人にんに聞きけば分わかる」


「ちっ、ほらよ。どうせ五ごギダルぐらいなら、すぐに奴やつらから搾しぼり取とれるだろうからな」


「……」


行ぎょう商しょう人にんに五ごギダルを渡わたす。


「本ほん当とうに出だしていいのだな？」


「あ？　当あたり前まえだ。俺おれを馬ば鹿かにしやがって。屑くずどもが」


「わかった。ただギルドに依い頼らいするまで時じ間かんがかかる。ラトミ村むらと同どう様ようラトフ村むらにはギルドの簡かん易い取とり扱あつかい場ば所しょが無ないからな」


「あぁ、そうだったな」


依い頼らいを行ぎょう商しょう人にんに任まかせて、馬うまでラトミ村むらに引ひき返かえす。家いえに帰かえり、玄げん関かんを乱らん暴ぼうに開あける。すぐに奥おくからあの女おんなが出でて来くるだろうと待まつが、いくら待まっても出でて来こない。


「くそっ！　亭てい主しゅが帰かえってきたんだ、早はやく出でて来こい、何なにをしてやがる！」


亭てい主しゅを出で迎むかえもせず、伝でん言ごんも伝つたえに来こない、本ほん当とうに役やくに立たたねぇな。親おや父じが言いわなかったら、誰だれがあんな女おんな。家いえに土ど足そくで上あがり部へ屋やを見みて回まわるが、人ひとの居いる気け配はいがしない。


「おい！　いい加か減げんにしろ！」


どうして、あの女おんなも手て伝つだいの奴やつもいない！　こんな大たい切せつな時じ期きに遊あそびやがって、帰かえって来きたら覚おぼえてろ！






ＳＩＤＥ：行ぎょう商しょう人にん






「ふぅ、少すこし焦あせってしまいました」


「その依い頼らい、ギルドに出だすんで？」


「ん？　お金かねを預あずかってしまったからね」


「ハハハ、あれは相そう当とう馬ば鹿かですね」


「他ほかの行ぎょう商しょう仲なか間まから話はなしは聞きいていたが、ここまでとは。領りょう主しゅも代だい替がわりして腐くさっちまったからな」


「あっ、そこから腐くさってるんすか？　残のこった奴やつらが可か哀わい想そうだな」


「ん～残のこった者もの達たちは村そん長ちょう派はでしょう。今いままでの事ことを考かんがえると自じ業ごう自じ得とくですかね」


隣となりで人ひとの動うごく気け配はいを感かんじ、視し線せんを向むける。老ろう婆ばが目めを覚さまし、私わたしを見みて警けい戒かいしている。


「大だい丈じょう夫ぶですか？」


「あっ、すみません。ここは？　奥おく様さまは？」


かすれた声こえで問といかけられるので、コップに水みずを入いれて渡わたす。


「落おち着ついて。ここは行ぎょう商しょうで使つかう馬ば車しゃの中なかです。奥おく様さまは隣となりにおりますよ。痛いたみがようやく落おちついて、今いまは寝ねていらっしゃいます」


老ろう婆ばの視し線せんが、私わたしの反はん対たいの存そん在ざいに向むかう。体からだ中じゅうに傷きずを負おっている女じょ性せいの手てを握にぎりしめ、よかったとありがとうを繰くり返かえしながら泣なき出だしてしまう。


ラトミ村むらから村そん道どうを馬ば車しゃで走はしっている時ときに、倒たおれている二ふた人りを見みつけた。見み覚おぼえがある顔かおに驚おどろいたが、殴なぐられたであろう顔かおや体からだの傷きずの多おおさにもっと驚おどろかされた。今いまの村そん長ちょうに代かわりラトミ村むらが変かわったとは聞きいていたが、たった数すう年ねんでここまで最さい悪あくになるとは。


それにしても村そん長ちょうの顔かおを見みた瞬しゅん間かん、二ふた人りを追おいかけて来きたのか、見みつかったのかと焦あせりました。あの様よう子すでは、まったく気きが付ついていないようでしたが……。


マジックバッグから依い頼らい書しょを取とり出だす。ラトミ村むらの現げん状じょうと村そん民みんの状じょう態たい、領りょう主しゅの対たい応おうについて調しらべてほしいと商しょう業ぎょうギルドから依い頼らいが出でていた。ちょうどこちらに出で向むく用よう事じがあったので、依い頼らいを受うけたのだ。


村むらの状じょう態たいを書かき込こんだ紙かみと、村そん長ちょうから預あずかった紙かみに依い頼らい内ない容ようを書かいた紙かみを足たして一いっ緒しょにバッグに入いれる。ギルドには最さい初しょから行いかなければならなかったので、ちょうどいい。報ほう告こく書しょと一いっ緒しょに出だしておけば、早さっ急きゅうに対たい応おうをしてくれるだろう。


ただし、村そん長ちょうが期き待たいした対たい応おうをするかは、私わたしの知しった事ことではない。







    
  
  




「アダンダラ、ソラ。そろそろ今日きょうの寝ね床どこを探さがそうか」


ラトメ村むらを離はなれてから二ふつ日か目め。空そらを見みると雲くも一ひとつない晴せい天てん。今日きょうの夜よるもゆっくり休きゅう憩けいできそうだ。雨あめが降ふると大たい変へんだからな。


「ぷっぷぷ～。ぷっぷっぷ～」


ソラが周まわりをピョンピョンと跳はね回まわっている。その様よう子すを見みながら、寝ね床どこになりそうな場ば所しょを探さがす。なるべく体からだを横よこにして休きゅう憩けいしたい。でも、何なにかあった時ときにすぐに逃にげられる場ば所しょという事ことも重じゅう要ようだ。


そう言いえば、ここ二ふつ日か動どう物ぶつも魔ま物ものも見みかけないな。この辺あたりにはいない……という事ことはないな。痕こん跡せきがあちこちに残のこっている。不ふ思し議ぎだな。


「グルル」


「アダンダラ、今日きょうはもう休きゅう憩けいする場ば所しょを探さがすね。そういえばここ数すう日じつずっと一いっ緒しょにいるけどお腹なかすいてない？　お腹なかが空すいたらちゃんと狩かりに行いってね」


そういえば、見みかけなくなったのはアダンダラが一いっ緒しょに行こう動どうするようになってからだ。もしかしてアダンダラが一いっ緒しょにいるから近ちかづいて来こない？　本ほんの情じょう報ほうが間ま違ちがっていなければ、かなり強つよい魔ま物もののはずだ。


「グルル」


甘あまえる姿すがたはものすごく可か愛わいいけど、強つよいのかな？　アダンダラの頭あたまを優やさしく撫なでる。でもちょっとだけ力ちから強づよく。私わたしの力ちからでは、優やさしすぎると物もの足たりないみたいなのだ。なのでちょっと力ちから強づよく。目めを細ほそめるアダンダラは、やっぱり可か愛わいい。他ほかの魔ま物ものを寄よせ付つけないような魔ま物ものには見みえないんだけどな。


「ぷっぷ～」


私わたしとアダンダラの周まわりをくるくる回まわるソラ。


「ソラも可か愛わいいね」


「ぷ～」


って、ここでほのぼのしていたらダメダメ。寝ね床どこを探さがさないとな。木きの周しゅう辺へんや大たい木ぼくの枝えだを眺ながめながら、寝ね床どこを探さがす。


「ぷっぷ～」


ソラの鳴なき声ごえが少すこし高たかくなる。不ふ思し議ぎに思おもって、ソラを捜さがすと少すこし離はなれた場ば所しょでピョンピョンと跳はねている。しまった。場ば所しょを探さがすのに必ひっ死しで、ソラの居い場ば所しょの確かく認にんを怠おこたってしまった。


「どうしたの、ソラ？」


ソラに近ちかづくと、ある巨きょ木ぼくへと向むかって跳とびはねていく。それに慌あわててついていく。


「ソラ？　危あぶないよ？」


どうしたんだろう、いつもだったら声こえをかけたら止とまってくれるのに。何なにかあるのかな？　ソラの後あとを追おうと、大おおきな木き。そしてその根ね元もとに大おおきな空くう洞どうがある。


「ぷ～ぷ～」


ん？　もしかしてこの場ば所しょを教おしえてくれたのかな？


「ソラ、教おしえてくれたの？」


「ぷっぷぷ～」


でも、ソラってこの場ば所しょの事こと知しっているの？　首くびを傾かしげるが、どんなに考かんがえても分わからない。とりあえず、ソラのお蔭かげで発はっ見けんできたし。


「ソラ、ありがとう」


私わたしの言こと葉ばに勢いきおいをつけて跳とびはねるソラ。その高たかさに少すこし驚おどろく。随ずい分ぶんと弾だん力りょく？　があるな。


「グルル」


アダンダラの声こえに視し線せんを向むけると、顔かおをこすりつけてくる。


「どうしたの？」


何なんだろう？　しばらくすると満まん足ぞくしたのか、すっと離はなれて森もりの中なかへ走はしって行いってしまう。


「えっ？　えっと」


不ふ意い打うちで何なにが起おこったのか少すこし分わからなかった。えっと、アダンダラが森もりの中なかへ行いってしまった。もしかして、ここまで？　それとも、お腹なかが空すいた？


「……寝ね床どこの準じゅん備びしようかな。ソラと、アダンダラの寝ねる準じゅん備びもしておこう」


元もとの森もりへ帰かえって行いったかもしれないけど、戻もどってきてくれるかもしれない。準じゅん備びだけはしておこう。木きの根ね元もとの空くう洞どうはかなり大おおきく広ひろい。他ほかの動どう物ぶつや魔ま物ものが使つかっている痕こん跡せきがあるか捜さがすが、問もん題だいないようだ。次つぎに土つちを確たしかめる。土つちが濡ぬれていると横よこになれないので、地じ味みに重じゅう要ような部ぶ分ぶんだ。


「大だい丈じょう夫ぶだ。よかった」


ゴザを重かさねて敷しいて、寝ねれる場ば所しょを作つくっていく。


「完かん成せい」


さてと、今日きょうは何なにを食たべようかな。アダンダラと一いっ緒しょに旅たびをしたこの二ふつ日か、木きの実みや果くだ物ものが沢たく山さんなっている場ば所しょを教おしえてくれるのでいっぱい収しゅう穫かく出で来きている。なので、食たべ物ものには困こまらない状じょう態たいだ。


「ぷ～」


「ソラもお腹なか空すいたよね。ちょっと待まってね」


バッグからポーションを出だしていると、アダンダラの気け配はいが近ちかづいて来くるのに気きが付つく。良よかった。まだ一いっ緒しょにいられるみたいだ。空くう洞どうから外そとに出でると、しばらくしてアダンダラが戻もどってきた。


「あれ？　何なにを咥くわえているの？」


見みていると、目めの前まえに置おかれる気きを失うしなった野の兎うさぎ四よん匹びき。アダンダラのご飯はんかな？　と、思おもっていると前まえ足あしで私わたしの方ほうへ寄よせる。


「もしかして、私わたしに狩かってきてくれたの？」


「グルル」


「ありがとう。アダンダラ、自じ分ぶんのご飯はんは？　食たべた？」


「グルル」


喉のどを鳴ならして懐なついてくるアダンダラの頭あたまを撫なでる。すごいな、この短たん時じ間かんで野の兎うさぎ四よん匹びき。本ほん当とうにすごい魔ま物ものなんだな。


「さて、そうなると捌さばかないとね。えっと、確たしか近ちかくに小ちいさいけど川かわがあったな」


川かわを少すこし辿たどって寝ね床どこから離はなれれば、問もん題だいないかな。空くう洞どうから解かい体たい道どう具ぐの入はいったバッグを持もってきて、川かわへ向むかう。


「ソラ、ごめんね。ご飯はん待まってね」


「ぷっぷぷ～」


ソラの様よう子すから怒おこっているようにはみえない。逆ぎゃくに機き嫌げんが良よさそうだ。


川かわ辺べを少すこし歩あるいて、寝ね床どこのある場ば所しょから離はなれた場ば所しょで解かい体たいを始はじめる。野の兎うさぎの解かい体たいは、慣なれたモノ。


「よし、終おわり。いいお肉にくだね」


後あとはハーブを揉もみ込こんでおくと、独どく特とくの臭くさみも取とれて美お味いしくなるんだよね。……よし、完かん了りょう。さて、どうしようかな。このまま火ひを熾おこして焼やくと匂においが周まわりに充じゅう満まんするよね。魔ま物ものをおびき寄よせるかな？　スープの方ほうが匂におい的てきには大だい丈じょう夫ぶかな？　でも、お肉にくの量りょうが多おおいからスープだけでは食たべ切きれないな。


ん～、ちょっと怖こわいけど、やっぱり焼やこう。で、魔ま物ものが来きたらすぐに逃にげよう。お肉にくは焼やけていたら持もって逃にげよう、生なまだったら諦あきらめよう。なんだか、一いちか八ばちかの調ちょう理りだな。まぁ、森もりの中なかだから仕し方かたないか。お肉にくが焼やけるまで、襲おそわれませんように。


そうと決きまれば、とっとと木きを集あつめよう。ふ～、これぐらいでいいか。えっと火ひ打うち石いしで、落おち葉ばに火ひを付つけて……次つぎに細ほそい木き。火ひが大おおきくなったら組くんだ木きの間あいだに入いれて、これで大だい丈じょう夫ぶだな。


さて、網あみの上うえにお肉にくを全すべて並ならべてって並ならばないね。さすがに四よん匹ひき分ぶんは多おおい。お鍋なべを用よう意いしてスープも作つくる？　周まわりの様よう子すを窺うかがう。けっこう匂においが充じゅう満まんしてきてる、大だい丈じょう夫ぶかな？


「匂においにつられて魔ま物ものがこないか心しん配ぱいだな」


「グルッ」


あれ？　いつもと鳴なき方かたが違ちがうな。


「アダンダラ？　どうしたの？」


「グルル」


いつもと同おなじ鳴なき方かただ。さっきのは何なんだったんだろう？……あっ、お肉にくが焦こげる！　慌あわてて、網あみの上うえのお肉にくをひっくり返かえす。


「よかった。せっかく狩かってきてくれたのに、焦こがしたらもったいないよね」


「グルル」


もう一いち度ど周まわりの気け配はいを調しらべる。これだけ匂においが充じゅう満まんしているので何なにか変へん化かがあるかもしれない。ん？　かなり離はなれたところに気け配はいを感かんじるけど、どうしてだろう近ちかづいて来くる気け配はいはない。


「アダンダラ、近ちかくに魔ま物ものや動どう物ぶつが来きたら教おしえてくれる？」


「グルルル」


伝つたわったのかな？　アダンダラは何なにか答こたえてくれているのだけど、私わたしの理り解かい力りょくが足たりないな。


「ごめんね」


私わたしが謝あやまると、アダンダラがすりすりと顔かおをこすりつける。慰なぐさめられているような気き分ぶんになるな。……いや、慰なぐさめられてる？


「ぷっぷぷ～」


「ソラ？」


ソラの声こえに視し線せんを向むけると、勢いきおいよく飛とび込こんでくる姿すがたが目めに入はいる。慌あわてて構かまえるが、遅おそかった。腕うでに当あたって、跳はね返かえってしまう。


「あっ、ソラ。ごめん！」


「ぷ～」


なんだか不ふ貞て腐くされているみたいだけど、いきなり来こられたら……。いや、言いい訳わけは駄だ目めだよね。


「ソラ、対たい応おうできずにごめんね。飛とび込こんでくる時ときは、もう少すこし余よ裕ゆうを持もたせてほしいな」


「ぷ～」


……ソラとの意い思し疎そ通つうも難むずかしいな。あっ、お肉にく！


「ちょこっと焦こげちゃった」


でも、美お味いしそうだから大だい丈じょう夫ぶだろう。周まわりをもう一いち度ど見み回まわす。やっぱり遠とおくに魔ま物ものか動どう物ぶつの気け配はいはする。でも、なぜか近ちかづいてこない。なんでだろう？


スープも作つくれるかな？……作つくっちゃお。お鍋なべに水みずを入いれて、小ちいさ目めに切きった野や菜さいとお肉にくとハーブで煮に込こむ。こってりしたお肉にく料りょう理りに、さっぱりしたスープは相あい性しょうが良いいよね。


「よし、完かん成せい。お肉にくも焼やけたしスープも完かん成せい」


「グルル」


「ぷっぷぷ～」


こんな緊きん張ちょうして料りょう理りを作つくったの初はじめてだ。でも、やはり魔ま物ものも動どう物ぶつも近ちかづいてこない。ここまでくると、私わたしがいる場ば所しょに何なにかあるのかと不ふ安あんになる。早はやく片かた付づけて、寝ね床どこにした場ば所しょに戻もどろう。


「えっと、食たべるのは寝ね床どこに戻もどってからにするね。早はやくこの場ば所しょから離はなれよう」


素す早ばやく片かた付づけていく。洗あらい物ものをして、持もって来きていたカゴにいれる。焼やいたお肉にくはバナの葉はで包つつんで、洗あらい物もののカゴとは別べつのカゴに。火ひを水みずをかけて消けして、完かん全ぜんに消きえたか確たしかめる。


「大だい丈じょう夫ぶだね。えっと、スープのお鍋なべとカゴを持もってバッグも持もった」


周しゅう辺へんを見みて、残のこっているモノは燃もえカスぐらいだ。よし。


「行いこうか」


「ぷっぷぷっぷぷ～」


「グルルル」


周まわりの気け配はいを探さぐりながら寝ね床どこに戻もどる。なんで、あれだけ匂においが充じゅう満まんしていたのに来こなかったんだろう？　本ほん当とうにあの場ば所しょに何なにか問もん題だいでもあったのかな？　それともアダンダラがいたから？　確たしかにアダンダラが一いっ緒しょにいるようになってから、魔ま物ものや動どう物ぶつの遭そう遇ぐう率りつはぐっと減へった。だけど、本ほんには魔ま物ものや動どう物ぶつが避さけるなんて載のってなかったし。


寝ね床どこが見みえる辺あたりで一いち度ど立たち止どまって、周しゅう辺へんを見み渡わたす。いなかった間あいだに、動どう物ぶつや魔ま物ものが来きたか確たしかめるためだ。大だい丈じょう夫ぶだな。


「ふ～、お腹なか空すいたね。ソラも遅おそくなってごめんね」


少すこし暗くらくなってしまったな。寝ね床どこは大たい木ぼくにできた空くう洞どうなので入はいってしまうと暗くらすぎる。外そとで食たべよう。


カゴを木きの根ねの上うえに置おいて、ソラのポーションを取とりに空くう洞どうに入はいる。中なかも異い常じょうなし。


ポーションを並ならべるとさっそく食たべ始はじめるソラ。いつもより少すこし遅おそい時じ間かんになってしまったので、かなりお腹なかが空すいていたようだ。さて、私わたしも食たべよう。


スープをコップに入いれて、バナの葉はに包つつまれたお肉にくを一ひとつ取とり出だす。バナの葉はを開あけてお肉にくに齧かじりつく。少すこし硬かためだけど、食たべごたえのあるお肉にく。臭くさみも取とれていて美お味いしい。


「美お味いしい～。アダンダラ、ありがとう」


スープもいい出だ汁しが出でていて美お味いしい、しかも温あたたまる。料りょう理り中ちゅうの緊きん張ちょう感かんも、この味あじのためだと思おもえば頑がん張ばってよかったって思おもうな。


アダンダラって焼やいたお肉にくは食たべないのかな？　ハーブを揉もみ込こんだから無む理りかな？


「アダンダラ、食たべない？　いっぱいあるし」


あっ、アダンダラからしたら少すくないかも。


「グルル」


ん？　食たべる？　新あたらしくバナの葉はをカゴから出だして、野の兎うさぎの肉にくを出だす。


スッと顔かおを近ちか付づけて匂においを嗅かぐとぱくりと食たべる。お～、さすが一ひと口くちなのか。


「美お味いしいね」


「グルル」


「ぷ～」


ソラもポーションを食たべ終おわったのか、ぴょんと跳とびはねて伸のばしている足あしの上うえに乗のってくる。太ふとももにはお肉にくが乗のっているので、膝ひざの少すこし下したに乗のるのだけど不ふ安あん定ていなのかふらふらと揺ゆれている。







    
  
  




「ソラ、さすがにその場ば所しょは無む理りがあるよ」


「ぷ～」


あっ、ちょっと拗すねた感かんじだ。


「駄だ目めとは言いってないよ、乗のってもいいけど不ふ安あん定ていだから気きを付つけてね」


「ぷっぷ～」


嬉うれしそうに鳴ないて揺ゆれて、足あしから転ころげ落おちるソラ。だから、言いったのに。


「大だい丈じょう夫ぶ？　って、また乗のるの？」


またふらふらと足あしに乗のるソラ。今こん度どは絶ぜつ妙みょうに均きん衡こうを保たもっているのか落おちない。


「ふふふ、頑がん張ばれ！　アダンダラ、まだ食たべる？」


バナの葉はで包つつんだお肉にくは全ぜん部ぶで五ご個こ。私わたしが一いっ個こ、アダンダラが一いっ個こ食たべたので、あと三さん個こだ。


「グルルル」


アダンダラは、頭あたまにすりすりと顔かおを擦すりつける。あ～、そのすりすりはきっと髪かみがぐしゃぐしゃになるやつだな。


「食たべる？」


バッグからお肉にくを包つつんだバナの葉はを取とり出だすが無む反はん応のう。もういらないみたいだ。食しょく事じを再さい開かいして、一いっ個こを食たべ切きる。スープも飲のみきって……。


「食たべすぎた～」


お腹なかがパンパンだ。は～、それにしても美お味いしかった。臭においもしっかりとれていたしな。


「アダンダラ、本ほん当とうにありがとうね。……ソラはよくそんな不ふ安あん定ていな所ところで寝ねられるね」


ソラは私わたしが食しょく事じ中ちゅうに、不ふ安あん定ていな足あしの上うえで寝ねてしまった。時とき折おり、プルプルと小こ刻きざみに揺ゆれて均きん衡こうを保たもっているようだけど、それで熟じゅく睡すいできるのだろうか？


「ソラ、寝ね床どこに戻もどろう？」


「ぷっふ～」


力ちからの抜ぬけた鳴なき声ごえだな。仕し方かたない、ゆっくりと運はこぶか。


「ふぁ～、お腹なかいっぱいになったら眠ねむくなってきた。急いそいで寝ねる準じゅん備びして寝ねようかな」


ソラをそっと抱だきあげて、空くう洞どうの中なかに作つくったソラ専せん用ようの寝ね床どこに寝ねかせる。川かわから水みずを汲くんできて体からだを拭ふく、次つぎに口くちを濯ゆすいで木きを使つかって歯はを磨みがく。よし、完かん了りょう。木きの空くう洞どうの寝ね床どこに行いくと既すでにソラは熟じゅく睡すい中ちゅうだ。


「ふぁ～～。ソラ、お休やすみ。アダンダラ、お休やすみ～」
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